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　一般財団法人地域創造では、地域における創造的な文化・芸術活動のための環境づくり
を目的として、地方公共団体等との緊密な連携の下に、人財育成、情報提供、調査研究な
どの事業を実施しています。
　これらの事業の一環として、地域創造では平成10年度から「公共ホール音楽活性化事業」
（通称：おんかつ）を実施しています。
　この事業は、全国オーディションで選ばれたクラシック音楽のアーティストと専門家の
コーディネーターを公共ホールに派遣し、アーティストとホールが共同で企画した学校・
福祉施設等での地域交流プログラムと、ホールでのコンサートを実施するものです。地域
創造では、本事業を通じて、公共ホールの利活用やホールスタッフの企画・制作能力の向
上、創造性豊かな地域づくりを支援しています。
　この報告書は、全国15団体との共催により実施された令和５年度「公共ホール音楽活性
化事業」の各地の取り組みを取りまとめたものです。報告書の中では、実施団体からの報
告に加え、担当者の事業を実施しての成果や反省点・課題を掲載しています。また、各団
体に派遣されたコーディネーターのレポートを掲載し、事業に関係して気付いた点や企画・
制作のノウハウや事業を実施する過程において生じた様々な課題や問題点をケーススタ
ディとして記録するように努めました。
　この報告書が公共ホールで自主事業に取り組む方の参考となり、企画・運営のお役に立
てば幸いです。
　終わりに、この事業を主体的、積極的に実施していただいた実施団体、各地域に寄り添っ
たプログラムを実施していただいたアーティスト、事業の実施にあたり貴重なアドバイス
やご尽力をいただいたコーディネーター、一般社団法人日本クラシック音楽事業協会、そ
の他多くの関係者の皆様方のご協力のもと、令和５年度の事業を終了することができまし
たことに対して、この場をお借りして深く感謝申し上げます。

一般財団法人地域創造
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第１部
令和５年度公共ホール
音楽活性化事業（おんかつ）
概要
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１　事業趣旨
　全国オーディションで選ばれたクラシック音楽のアーティストと専門家のコーディネーターを、公共
ホールに派遣し、アーティストとホールが共同で企画した学校・福祉施設での地域交流プログラム（ア
クティビティ）とホールでのコンサートを実施する。また、本事業を通じて、公共ホールの利活用やホー
ルスタッフの企画・制作能力の向上、創造性豊かな地域づくりを支援する。

２　実施内容
（１）実施団体　全国15団体
　 　�　　　　　※�地方公共団体または指定管理者等。原則として都道府県と政令指定都市及びそれら

が関わる指定管理者は除く。

（２）研修事業　�①全体研修会　
　　　　　　 　令和５年４月17日（月）～ 19日（水）／一般財団法人地域創造、トッパンホール
　　　　　　 　開催地の公共ホール・企画担当者等を対象とした研修。
　　　　　　 　�②個別研修の実施
　　　　　　　 �広報を始める前の段階（公演２,３ヵ月前）に担当コーディネーターが現地での事前打

ち合わせを行い、事業の円滑な実施のための助言を行った。

（３）公演事業　公演事業の実施（全国15地域）　令和５年10月～令和６年３月
　　　　 　　　�登録アーティストと共演者を数日間の日程で地域に派遣し、開催地の公共ホールとの

共催でコンサートおよびアクティビティを実施した。
　　　　 　　　①　コンサート　　　　身近で、親しみのあるクラシック演奏会
　　　　 　　　②　アクティビティ　　�出前コンサート、レクチャー、ワークショップ等地域との交

流を図るプログラム

３　経費負担
　一般財団法人地域創造と開催地の地方公共団体との経費区分は下記の通りとした。
（１）一般社団法人地域創造が負担する主な経費
　　 �①演奏家及びコーディネーターの派遣に係る経費
　 　�（演奏家の出演料、交通費（現地移動費を除く）、宿泊費、日当、楽器運搬費、保険料（演奏家）、

演奏家派遣に関するマネジメント料）
　　 �②地域との交流を図るプログラムの実施に係る経費のうち10万円を負担

（２）開催地の地方公共団体が負担する主な経費
　　 �演奏家の派遣に係る経費以外の経費（現地移動費、舞台制作費、広報宣伝費、全体研修会への参

加旅費など）

４　主催・共催等
　　主　　催：開催地の地方公共団体等
　　共　　催：一般財団法人地域創造
　　制作協力：一般社団法人日本クラシック音楽事業協会

令和５年度公共ホール音楽活性化事業　実施概要
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１　令和５・６年度登録アーティスト
　今田　篤　　　（ピアノ）	 株式会社ミリオンコンサート協会
　水谷　桃子　　（ピアノ） 	 MIYAZAWA＆CO
　上田　純子　　（ソプラノ）	 株式会社二期会21
　西村　悟　　　（テノール）	 株式会社ジャパン・アーツ
　閑喜　弦介　　（クラシック・ギター）	� 新演コンサート／株式会社カモシ

タピアノ
　カメハ　　　　（パーカッションデュオ）	 株式会社ノジリスタジオ
　モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏） 　株式会社プロ アルテ ムジケ

２　コーディネーター
　赤木　舞　　　（武蔵野音楽大学 准教授）
　菊地　俊孝　　（一般財団法人日本民間公益活動連携機構 プログラム・オフィサー）
　桜井　しおり　（�ワークショップ・アーティストおとみっく共同代表、東京文化会館ワークショップ・

リーダー）
　佐藤　良子　　（静岡文化芸術大学文化政策学部 准教授）
　多田　淳之介　（演出家、東京デスロック主宰、リージョナルシアター事業派遣アーティスト）
　三浦　幸恵　　（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京芸術劇場 音楽制作担当）
　仕田　佳経　　（一般財団法人地域創造 ディレクター）

３　サブコーディネーター
　酒井　雅代　　（東京藝術大学国際芸術創造研究科 博士課程）
　栄　咲季　　　（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京文化会館 事業企画課 事業係）
　田口　正夫　　（公益財団法人西宮市文化振興財団 事業課 専門職員）
　古橋　果林　　（�音楽ワークショップ・リーダー／ファシリテーター、大阪音楽大学ミュージック・

コミュニケーション専攻助手）
　間杉　直子　　（合同会社STUDIO SHOWBOAT 代表（プロデューサー、ドラマターグ））

４　アドバイザー
　大澤　寅雄　　（合同会社文化コモンズ研究所 代表・主任研究員）

５　アシスタント
　山路　順子　　（公益財団法人立川市地域文化振興財団 文化事業係）

６　研修スタッフ
　濱口　展香　　（公益財団法人三重県文化振興事業団 三重県文化会館 事業課 音楽事業係）

令和５年度公共ホール音楽活性化事業　
登録アーティスト／コーディネーター／実施団体
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６　実施団体
No 都道府県 市町村 実施団体 実施予定会場 実施日 アーティスト コーディネーター

1 秋 田 県 能代市
（のしろし） NPO法人能代市芸術文化協会 能代市文化会館

令和６年１
月18日（木）
～ 20日（土）

カメハ 菊地　俊孝
間杉　直子

2 山 形 県 鶴岡市
（つるおかし） タクトつるおか共同企業体 荘銀タクト鶴岡（鶴岡

市文化会館）

令和６年２
月21日（水）
～ 23日（金
祝）

モデトロ・
サクソフォン・
アンサンブル

赤木　舞
酒井　雅代

3 新 潟 県 魚沼市
（うおぬまし） NPO法人魚沼交流ネットワーク 魚沼市小出郷文化会館

令和６年２
月21日（水）
～ 23日（金
祝）

西村　悟 桜井　しおり
古橋　果林

4 富 山 県 氷見市
（ひみし） 一般財団法人氷見市文化振興財団 氷見市芸術文化館

令和５年11
月21日（火）
～ 23日（木
祝）

カメハ 仕田　佳経
山路　順子

5 山 梨 県 笛吹市
（ふえふきし）

公益財団法人ふえふき文化・ス
ポーツ振興財団 笛吹市スコレーセンター

令和５年10
月19日（木）
～ 21日（土）

閑喜　弦介 佐藤　良子
濱口　展香

6 長 野 県 須坂市
（すざかし） 一般財団法人須坂市文化振興事業団 須坂市文化会館メセナ

ホール
令和５年10
月26日（木）
～ 28日（土）

モデトロ・
サクソフォン・
アンサンブル

仕田　佳経
濱口　展香

7 長 野 県 安曇野市
（あづみのし） 安曇野市・安曇野市教育委員会 安曇野市穂高交流学習

センター「みらい」
令和５年10
月20日（金）
～ 22日（日）

カメハ 桜井　しおり
栄　咲季

8 岐 阜 県 大野町
（おおのちょう）

大野町総合町民センター管理運営
共同体 大野町総合町民センター

令和６年２
月２日（金）
～４日（日）

西村　悟 赤木　舞
間杉　直子

9 三 重 県 津市
（つし）

株式会社ケイミックスパブリック
ビジネス 津市久居アルスプラザ

令和５年11
月９日（木）
～ 11日（土）

モデトロ・
サクソフォン・
アンサンブル

仕田　佳経
間杉　直子

10 大 阪 府 茨木市
（いばらきし） 公益財団法人茨木市文化振興財団 茨木市市民総合センター

令和６年２
月21日（水）
～ 23日（金
祝）

今田　篤 多田　淳之介
田口　正夫

11 兵 庫 県 養父市
（やぶし） 養父市 養父市立ビバホール

令和５年11
月15日（水）
～ 18日（土）
17日（金）は
休息日

西村　悟 菊地　俊孝
栄　咲季

12 兵 庫 県 市川町
（いちかわちょう） 市川町 市川町文化センター

令和６年２
月８日（木）
～ 10日（土）

今田　篤 桜井　しおり
古橋　果林

13 岡 山 県 久米南町
（くめなんちょう） 久米南町 久米南町文化センター

令和６年１
月25日（木）
～ 27日（土）

モデトロ・
サクソフォン・
アンサンブル

三浦　幸恵
山路　順子

14 福 岡 県 那珂川市
（なかがわし）

公益財団法人那珂川市教育文化振
興財団 ミリカローデン那珂川

令和６年３
月21日（木）
～ 24日（日）
23日（土）は
休息日

西村　悟 多田　淳之介
古橋　果林

15 沖 縄 県 名護市
（なごし） 名護市 名護市民会館

令和５年10
月20日（金）
～ 22日（日）

上田　純子 仕田　佳経
田口　正夫
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１　概要
　令和５年度の実施団体担当者を対象として、当事業の基本的な考え方、過去の事例紹介などのゼミを
開催した。２日目には登録アーティストによる演奏とトークのプレゼンテーションと交流会を実施し、
最終日はグループに分かれて企画検討会議及び発表を行った。

２　参加者
　　令和５年度事業実施団体　担当者　

３　日程
　　令和５年４月17日（月）～ 19日（水）（３日間）

４　会場
　　４月17日（月）、18日（火）午前、19日（水）：一般財団法人地域創造 会議室
　　４月18日（火）午後：トッパンホール

５　全体研修会スケジュール
４月17日（月）

時間 会場　地域創造 会議室

13：00 ～ 13：20 オリエンテーション

13：30 ～ 15：00
ワークショップ
　多田 淳之介

休憩（10分）

15：10 ～ 15：40
事業概要・実務説明
　地域創造

15：45 ～ 16：30
事例紹介～事業担当者編～
　深見 幸子（R４甲斐市）、三浦 幸恵

休憩（10分）

16：40 ～ 17：25
事例紹介～アーティスト編～
　竹多 倫子（おんかつ支援アーティスト）、赤木 舞、菊地 俊孝

休憩（5分）

17：30 ～ 18：00 １日目のふり返りと今後について

18：00 ～ 18：30 質疑応答

４月18日（火）
時間 会場　午前：地域創造 会議室、午後：トッパンホール

10：00 ～ 11：30
おんかつから始まるホールと地域の未来
　大澤 寅雄

昼食休憩（60分）

12：30 ～ 13：45 グループワーク～これまでのゼミを振り返って～
　赤木 舞、菊地 俊孝、桜井 しおり、佐藤 良子、多田 淳之介、三浦 幸恵、仕田 佳経

13：45 ～ 14：00
プレゼンテーションの聴き方
　赤木 舞、菊地 俊孝、桜井 しおり、佐藤 良子、多田 淳之介、三浦 幸恵、仕田 佳経

休憩・移動（60分）

令和５年度公共ホール音楽活性化事業　全体研修会実施概要
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15：00 ～ 18：25

2023・2024年度登録アーティスト公開プレゼンテーション
　閑喜　弦介　（クラシック・ギター）
　水谷　桃子　（ピアノ）
　西村　悟　　（テノール）
　　　　　　休憩（20分）
　カメハ　　　（パーカッションデュオ）
　今田　篤　　（ピアノ）
　　　　　　休憩（10分）
　上田　純子　（ソプラノ）
　モデトロ・サクソフォン・アンサンブル　（サクソフォン四重奏）

休憩（35分）

19：00 ～ 20：15 交流会

４月19日（水）
時間 会場：地域創造　会議室

10：00 ～ 12：00
グループ別企画検討
　赤木 舞、菊地 俊孝、桜井 しおり、佐藤 良子、多田 淳之介、三浦 幸恵、仕田 佳経

昼食休憩　（60分）

13：00 ～ 15：00 企画発表～フィードバック
　赤木 舞、菊地 俊孝、桜井 しおり、佐藤 良子、多田 淳之介、三浦 幸恵、仕田 佳経

15：00 ～ 15：10 事務連絡

15：10 閉講式



第２部
令和５年度公共ホール
音楽活性化事業（おんかつ）
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アクティビティ
タイトル：音動（おんどゅ）パーカッションデュオコンサート
期　　日：令和６年１月18日（木）　10：40 ～ 11：30
会　　場：能代東中学校音楽室
参 加 者：１年生　38名
　明るく元気な生徒が多いが、田舎の子供の特徴である人見知り
することもあり、初めは緊張気味に体験していたが、カメハさん
の優しい語りで徐々に緊張感が解れていくにつれ、身体全体でリ
ズムをとる生徒も多くなり、校歌をマリンバ伴奏で歌う時には一
体感が出たアクティビティであった。タンバリン、トライアング
ルの演奏方法には驚きの声が多く、身近な楽器による体験が受け
入れやすいと感じた。

タイトル：音動（おんどゅ）パーカッションデュオコンサート
期　　日：令和６年１月18日（木）　13：45 ～ 14：30
会　　場：能代渟城南小学校音楽室
参 加 者：３年生　47名
　元気いっぱいで意欲的、興味津々の好奇心に溢れた児童達が、
プロの音楽家が奏でる打楽器の音が、クリアでかつ繊細なそれで
いてダイナミックな音であることを体感して、とても驚いていた
のが印象的であった。マリンバ伴奏で歌う校歌も元気な声が出て
いて、児童たちが楽しんでいるのが肌で伝わるアクティビティで
あった。

タイトル：音動（おんどゅ）パーカッションデュオコンサート
期　　日：令和６年１月19日（金）　11：00 ～ 11：50
会　　場：能代支援学校音楽室
参 加 者：中等部　19名
　障害を持った生徒が、それぞれ動かせる腕や手を使ってリズム
をとってる姿は、音楽の伝える力を再認識させられました。校歌
をマリンバ演奏で歌いましょうと呼びかけられた時に生徒たちが
「やったあ」と叫んだことは、知ってる曲を聞ける喜びと校歌に対
する深くしかも強い思いがあることを学ばせてもらいました。音
楽に国境はなく、健常、障害に区別もないことを感じた瞬間でした。

実施団体：ＮＰＯ法人能代市芸術文化協会
実施時期：令和６年１月18日（木）～令和６年１月20日（土）
出演アーティスト：カメハ（パーカッションデュオ）
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タイトル：音動（おんどゅ）パーカッションデュオコンサート
期　　日：令和６年１月19日（金）　14：00 ～ 14：45
会　　場：能代第五小学校音楽室
参 加 者：３年生　22名
　大人しい子供が多く感想発表は無かったが、知っている曲やウッ
ド・ブロックの音色に緊張感が解れて、アクティビティ会場の雰
囲気がぐっと盛り上がった。プロの音楽家が奏でる打楽器の音が、
引っ込み思案の児童の心の窓をノックして開かせてくれたことで、
その後のマリンバ伴奏で歌った校歌を元気よく歌えたことにつな
がった。最後は、児童たちが楽しんでいるのが肌で伝わるアクティ
ビティとなった。

コンサート
タイトル：音動（おんどゅ）パーカッションデュオコンサート
期　　日：令和６年１月20日（土）　13：30 ～ 15：00
会　　場：能代市文化会館中ホール
参 加 者：入場者80名
　日頃鑑賞することがとても少ない打楽器コンサートの開催で
あったが、分りやすいＭＣや身近な楽器での演奏であったことや、
楽しくじっくり聴かせてくれる演奏もあり、盛り沢山のコンサー
トとなった。演奏技術の超絶さを体感できた観衆の感動は、割れ
んばかりのアンコールへの拍手と繋がる、満足度の高いとても良
い機会となった。
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①　応募の動機・事業のねらい
　当館は、指定管理施設でありNPO法人能代市芸術文化協会が平成26年度から管理運営している施設
です。毎年様々な主催事業を市民に提供してきましたが、今まで提供できていなかった打楽器のコンサー
トを市民に提供したく応募しました。事業のねらいとしては、児童生徒にアクティビティ体験をしても
らい、幅広い音楽を体感するとともに、楽器の違いによる演奏曲の違いを感じて欲しいと企画しました。

②　企画のポイント
　「子供達にクラシック音楽の生演奏を体感してもらう」「いろんな人に音楽の楽しさを感じてもらいこ
の地で生きている喜びを感じてもらう」このコンセプトから、音で心が震えて、リズムで身体が踊りだ
すことを企画のポイントとしました。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　パーカッション公演の実施経験がなく、楽器の運搬移動のノウハウがないことから、時間的な配分が
計画通り進められるかに不安を覚えながらアクティビティを行う不安がありました。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　事前下見の際の入念な打ち合わせを行ったことや、おんかつ全体研修会時のアーティストへの問いか
けを行うことで、実施の成功への道しるべを作ることができた。また、アクティビティの振り返りを行っ
た事で、次のアクティビティ先での課題を事前に見いだせたのも大きかった。

⑤　事業を実施しての成果
　アクティビティ先での児童生徒への語り掛けや問いかけにより、児童生徒が楽器の種類や演奏に熱心
に耳を傾けており、打楽器に興味を持つきっかけになったのではないかと感じています。音楽が言葉で
は伝えきれない感情以上の思いを伝えることができるツールであることを体感でき大変学ぶことの多い
内容でした。アクティビティ先の児童生徒がコンサートにも駆けつけてくれたことは、優れた芸術は人
を動かせることを実証する成果となりました。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　当初、アクティビティ先に高齢者施設を考えていたが、お昼寝時間との関係などから開催場所を急遽
小学校に変更したため、そのアクティビティ先の下見が不十分になったことが反省となりました。アク
ティビティ先の選定には、充分な打合せが必要であることを学んだ事業となりました。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　建設から44年を経過した古いホールですが、地域唯一の文化ホールであることを念頭に、今後も財政
状況を鑑みながらも優れた芸術文化を市民に提供していかなければならない使命を再確認できました。
今後もおんかつ事業のような助成金を活用しつつ、継続的に演奏会を開催していく思いを新たにしまし
た。

ホール担当者の意見・評価
能代市文化会館　小林　純
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<初めに>
　能代市は人口４万8,751人、あちこちに風力発電が見渡せる街である。秋田駅から電車で行こうとす
ると約70分、大館能代空港から車で行くと45分かかり、決して利便性がいいとは言えない。さて、本事
業の主催にあたる能代文化会館は能代市でも数少ないホールを２つ有する会館である。大ホールは1,181
人、中ホールは400人。その指定管理に入っているのがNPO法人能代市芸術文化協会である。小林館長
も担当の佐藤さんも秋田の出身であり、地元との繋がりが強く、佐藤さんは地元のブラスバンドの指揮
者でもある。今回は、アクティビティ先でもコンサートでも、その地元との関係が良好であることがよ
く分かった。本事業では能代東中学校、渟城南小学校、能代支援学校、第五小学校を対象にアクティビ
ティを行い、最後に能代市文化会館中ホールでコンサートを開催することとなった。
　アーティストは、パーカッションデュオ カメハ（以下、カメハ）である。

<アクティビティ >
　今回、カメハは２種類のアクティビティを用意した。１つ目は子供たちを２つのグループに分けて、
ホワイトボードに書かれた１つの楽譜を見ながら手拍子を打ち合う、というもの。お互いの手拍子を聞
き合い自分のパートを打つことで、自然にハーモニーの概念を学ぶことができる。もう一つは支援学校
向けに「楽器に触ってみよう」コーナーを軸にしたものである。どちらも普段なかなか目にしないよう
な豊富な種類の打楽器を揃え、目にも耳にも刺激的なプログラムだった。また必ずその学校の校歌を演
奏し子供たちに歌ってもらうことで、お互いの距離感を縮めることができた。楽曲はカメハの永野雅晴
のオリジナル曲から、バッハ、ドビュッシーや最後に少し長めのハムシンと、それぞれの楽器の特徴が
子供たちにも分かるような演奏をしていて、バランスが良いプログラムだったと思う。欲をいえば、
MCが楽器の説明に終始しがちだったので、中学生へのアクティビティをやる時は、もう少し自分のキャ
リア、何故音楽家になろうと思ったのか、なれたか、どんな困難があったのか、などメッセージ性のあ
る話もした方が良いのではないかと思った。
　また打楽器のアクティビティでは書かずにはいられないのが、搬入・セッティング・バラシ・搬出の
大変さである。アーティスト２人、ホールから２名、地域創造から我々３名、合計７名で毎回行ったが、
慣れてきてもやはり30分はかかった。支援学校以外はエレベーターがないので、小さい給食用のエレベー
ターを使いながら階段で運搬を行う。人手が十分にいるおんかつ事業はまだしも、人のいないおんかつ
支援事業でこの大変さを乗り越えてまで、打楽器でアクティビティを積極的にやりたいホールがいるか、
となると難しいだろう、というのが率直な感想である。だからこそおんかつ事業では継続的に打楽器の
アーティストを入れて欲しいとも思う。
　また、アクティビティではないが、担当の佐藤さんがマエストロを務めているブラスバンドの団員と
交流会を開催した。団員たちは普段聞けないテクニカル的なことを積極的に質問して、カメハの２人も
楽器を引っ張り出してきて、演奏を見せながら回答をするなど白熱したシーンが見られた。

<コンサート>
　能代文化会館の希望として、小学生以上の子供とその親、家族にコンサートに来て欲しい、という思
いがあった。
　広報・集客に関しては早くからチラシや車への広告、ホールでの動画放映など動いていたが、なかな
かギリギリまで集客は伸びなかった。強気のチケットの金額設定か、未就学児入場不可が響いたのか、
１月という時期的なものか、要因はいくつかあるように思われる。本番当日の来場者は高齢者が多かっ

アシスタントレポート
間杉　直子（合同会社STUDIO SHOWBOAT 代表（プロデューサー、ドラマターグ））
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たが、交流会を行ったブラスバンドの団員やアクティビティ先の学校から親を連れて見にきた子供も散
見した。これはホールにとってもアーティストにとっても確かな手応えになったのではないだろうか。
　コンサート内容としては学校のアクティビティと同じく様々な打楽器の特徴を活かした構成になって
おり、永野雅晴のオリジナル曲や、ベートーベンの「失われた小銭への怒り」、ドビュッシーの「月の光」、
「アラベスク第一番」、ショパンの「子犬のワルツ」など、クラシックの定番を盛り込みつつ、S.ライヒ
の「Clapping Music」、C,カンゲロシの「MeditationNo.1」、「リベルタンゴ」などにも取り組み、最後
は「ハムシン」で終わった。一部の終わりの和太鼓を使った曲は圧巻であった。ただ、曲の内容やMC
はアクティビティでも演奏したり話したことが多く、もっと積極的に違う曲、違うMCにチャレンジし
て差別化を図っても良いのではないかと思った。

<終わりに>
　コンサートでは、親子連れへのアプローチがなかなか叶わなかったが、少なくとも能代文化会館とし
て親子連れに来てほしいのだ、というメッセージ発信のきっかけにはなったのではないだろうか。車移
動が多く、スケジュールもタイトだったため、アーティストがコンビニなどに寄る時間をなかなか持て
なかったのは、アーティストの体調管理の面で反省点である。打楽器は他の楽器よりも準備に時間がか
かることを踏まえてスケジュールを組まねばならないことを身をもって実感した。
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アクティビティ
タイトル：音楽のじかんin和光幼稚園
期　　日：令和６年２月21日（水）　10：30 ～ 11：15
会　　場：学校法人いつき学園認定こども園和光幼稚園おひさま広場
参 加 者：年長（８名）年中（８名）・年少（12名）
　楽器の部品や仕組みについて話を聞き理解を深め「サクソフォ
ン博士」を目指した。演奏に合わせて身体を動かしたり、クイズ
に挑戦した。グループに分かれてアーティストとの交流を楽しみ
ながら楽器を学ぶ時間も設けられた。			 

タイトル：音楽のじかんin羽黒高等学校吹奏楽部
期　　日：令和６年２月21日（水）　15：35 ～ 16：35
会　　場：学校法人羽黒学園羽黒高等学校吹奏楽部部室
参 加 者：吹奏楽部部員38名
　プロのアーティストと交流できる貴重な機会を通して、地元で
音楽を続ける意欲を育むきっかけづくりを目的に実施。プロにな
るまでのキャリアや悩み、楽器経験者同士が共感し合える話題が
多く、充実した時間となった。			 

タイトル：音楽のじかんin朝暘第二小学校
期　　日：令和６年２月22日（木）　９：30 ～ 10：15
会　　場：鶴岡市立朝暘第二小学校ランチルーム
参 加 者：３年１組
　サクソフォンの歴史を学んだり、楽器に実際に触れるプログラ
ムを実施。音の出る仕組みについて自ら考え、積極的に質問して
いる様子が印象的だった。子どもたちからは学校のクラブ活動で
楽器に挑戦したい等の声が聞こえた。

実施団体：タクトつるおか共同企業体　荘銀タクト鶴岡
実施時期：令和６年２月21日（水）～令和６年２月23日（金・祝）
出演アーティスト：モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏）
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タイトル：音楽のじかんin朝暘第二小学校
期　　日：令和６年２月22日（木）　11：25 ～ 12：10
会　　場：鶴岡市立朝暘第二小学校ランチルーム
参 加 者：３年２組、支援学級１～６年生

　アーティストとの対話の中で子どもたちが自発的に質問する場
面が多く、楽器や音楽への興味関心が強くなったと感じた。また、
支援学級の生徒たちも、アンケートで「音が美しかった」「聴いた
曲を好きになった」などの感想があり、安心して演奏を楽しんで
もらえた。

コンサート
タイトル：�ワンコインコンサートVol.８「音楽のじかん」～音、心、

おどる。クラシックへの誘い～
期　　日：令和６年２月23日（金・祝）　開演14：00（開場13：30）
会　　場：荘銀タクト鶴岡大ホール
入場者数：448人
　本格的なクラシック音楽をワンコインで、誰でも自由に楽しむ
時間になってほしいと思い、鑑賞サポートを取り入れて実施。よ
り多様な方々に良質な音楽を届け、音楽の楽しさを肌で感じてい
ただく機会となったのではないかと考えている。			 
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①　応募の動機・事業のねらい
　当館として初めて取り組んだ自主制作の音楽事業の実施により、文化芸術が盛んである本市の誰もが
音楽に触れ、楽しめる環境をホールから提供したいと思い応募した。また、このプログラムを通して地
域を知り、地域住民のニーズに応えられるような企画を考案していく中で職員のスキルアップにも繋げ
たいと考えた。

②　企画のポイント
　音楽アウトリーチ（アクティビティ）は、新しい場所へ働きかけ更に多様なコミュニティを開拓した
いと思い、関わりの少ない場所を選定した。
　公演では鑑賞サポートを取り入れ、普段公演に足を運ぶことが少ない方へも情報を届けたいと考えた。
ヒアリングループや赤外線補聴システム、ポータブル字幕機を取り入れ、より多くの方に文化芸術を楽
しんでもらえるように試行錯誤した。アクティビティ先からも、保護者や生徒へ公演についての周知に
ご協力いただけたことで、本事業やホールの取り組みについてより広く知っていただけるきっかけと
なった。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　公演の企画・運営について苦労することが多かった。
　１つ目は、ワンコインコンサートシリーズの一つとして実施することに対し、関係者への共有が不足
していた。市民に親しみのあるワンコインコンサートとして実施することで効果的な周知に繋がると考
えて実施を決めたが、鑑賞サポートを公演に取り入れることを含め、ワンコインコンサートとして実施
することについて、後日決定してしまった為、より細かな相談や情報共有をする必要があった。
　２つ目は、鑑賞サポート事業との連携や歩み寄り方が難しかった。おんかつ事業の中で、当事者の要
望にどこまで寄り添うべきか判断が難しく迷う場面が多かった。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　１つ目について、コーディネーターと事業担当で話し合いに時間をかけ、相談や報告をより密にとる
ことを心掛けた。ＺＯＯＭを利用したことで、顔を合わせて事業の進め方について話すことができ、両
者の思いや考えについて、直接やり取りができたおかげで、その後の現地下見や公演前の打合せをスムー
ズに行うことができた。
　２つ目について、ＺＯＯＭでの話し合いを重ねたことに加え、事前に検証する為の鑑賞サポートを取
り入れた地元の高校の吹奏楽部によるミニコンサートを実施し、改善するべき点を探っていった。鑑賞
サポートを取り入れた公演を実施したことがなかったため、職員のイメージをより具体化できたと共に、
サポートを必要とする当事者から直接意見や感想を聞くことができた貴重な機会となった。また、当事者
からの言葉が公演を進めていく為の励みとなり、来場者の方の声に耳を傾けることの大切さがわかった。

⑤　事業を実施しての成果
　ワンコインで本格的なクラシック音楽を多くの市民へ届けられた。入場者数448名は、当館ワンコイ
ンコンサートシリーズの中で最も多い来場者数であった。
　各SNSや地元新聞社の情報発信、アクティビティ先にも周知へのご協力をいただけたこと等、情報
の届く範囲を広く設けたことが集客に繋がったと考える。特にアーティストから頻繁に情報発信してい

ホール担当者の意見・評価
タクトつるおか共同企業体　増子　そらの
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ただいたことや地域住民に根付いた商業施設で無料ライブを開催したことで、市民に公演やアウトリー
チについてアーティストから直接情報を伝えることができた。また、鑑賞サポートを取り入れたことで
できた繋がりや、公演を運営する上で皆様にご協力をいただけたことが励みとなり、職員が一丸となっ
て事業を進めることができた。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　公演とアウトリーチの目的を予めはっきりと決めて取り組むべきと反省した。当初、公演の対象者の
年齢層を「若い世代」と広く設定していた。コーディネーターからアドバイスをいただき、具体的な年
齢や公演の目的、届けたいことを決めることで、広報物やプログラムに上手く反映できたり公演が作り
やすくなることを学んだ。
　来場者については60 ～ 70代が多かった為、来場者の年齢層が広がるような取り組みを検討したい。
好評であった親子鑑賞スペースを取り入れる等、引き続き、誰もが音楽を楽しむ方法を探っていくこと
が必要だと感じた。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　改めて市民の方々が、クラシック音楽や当館での公演について興味関心があると感じた。特に当日券
の販売枚数が多かったことから公演当日にチケットを購入でき、気軽に公演を楽しめるワンコインコン
サートが市民に根付いていることがわかり、合唱や吹奏楽など文化芸術が盛んな本市にある当館だから
こそ、本事業を通して新しくできた繋がりやコミュニティを利用して、今後も地域の活性化に繋げてい
くことが大切と考えた。また、事業を通して気づいた音楽の素晴らしさや鶴岡市の魅力を引き続き発信
していけるよう努めたい。
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　山形県の日本海側、庄内地方の南部に位置し、人口約12万人規模の都市である鶴岡市。羽黒山、月山、
湯殿山から成る修験道の山、「出羽三山」をはじめ、３つの日本遺産がある歴史ある都市です。
　今回おんかつを行ったのは、タクトつるおか共同企業体が運営する鶴岡市文化会館「荘銀タクト鶴岡」。
今年度で開館５周年を迎えた比較的新しいホールで、1,120席の客席を持つワインヤード型の大ホール
や、会議やワークショップなど様々な用途で使用できる小ホールがあるほか、自由に勉強や仕事ができ
るフリースペースが充実しており、市民の憩いの場となっています。
　今回おんかつを担当したのは入職１年目の増子そらのさん。アーティストはモデトロ・サクソフォン・
アンサンブルが担当となりました。

　アクティビティは幼稚園１回、小学校２回、高校吹奏楽部１回で行いました。モデトロ・サクソフォ
ン・アンサンブルは今までに小学校のアクティビティを複数回経験しており、対象者への言葉の投げか
けや進行が慣れている印象を受けました。今回は、モデトロ・サクソフォン・アンサンブルにとっては
じめての経験となった幼稚園について記述します。
　幼稚園は年少～年長までを対象に開催しました。事前に増子さんにまとめていただいた情報のもと、
入り日には念入りなランスルーを行い、幼稚園児向けに伝わりやすい言葉遣いの確認やプログラム内容
を調整したうえでアクティビティに望みました。
　小学校プログラムでも実施している「スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス」は、
それぞれの楽器の超絶技巧を用いたソロが順番に移り変わる賑やかな曲です。モデトロ・サクソフォン・
アンサンブルは各楽器のソロを間近で聞いてもらいたいという想いのもと、各奏者を部屋の四隅に配置
し、自由に動き回って鑑賞できるプログラムを実践しました。幼稚園児にとってはどの楽器がいつソロ
を担当しているか理解することは難しい様子でしたが、音楽に乗せて部屋をぐるぐると回ったり、自由
に歩き回っていました（NHKお母さんといっしょ、のエンディングの様子とよく似ていました）。椅子
に座って聞く鑑賞スタイルが続く途中で、音楽に乗せて自由に動き回れる時間をつくることで、その後
も集中して音楽を聴くことができ、全体の流れとして素晴らしいプログラムとなりました。

　コンサートはタクト鶴岡の人気シリーズ「ワンコインコンサート」として開催、今回で８回目となり
ます。ワンコインコンサートは１時間で気軽に本格的なクラシックを楽しめるコンサートとして人気の
シリーズで、シリーズ既存のファンにも来場いただくことを狙いとしました。１時間という時間制限の
中で選曲には苦労しましたが、選んだ曲は、「吉松隆／アトムハーツクラブカルテット」「J.S.バッハ（伊
藤康英編）／シャコンヌ」「野村秀樹編／くるみ割り人形ファンタジー」「ベルノー／サクソフォン四重
奏曲」の４曲。いずれの曲も演奏時間10分～ 15分のボリュームのある曲目で、繊細な響きや迫力ある
音など、サクソフォンの魅力が存分に伝わるプログラムとなりました。アンコールは鶴岡市出身の作曲
家真島俊夫さんの「宝島」を演奏し、大盛況にて公演を終えることができました。
　タクトとモデトロ・サクソフォン・アンサンブルの皆さんの熱心な広報の甲斐あり、ワンコインコン
サートでは過去最高人数の約450人のお客様に来場いただくことができました。

　担当の増子さんは、はじめての担当事業ということでとても緊張されていましたが、コンサートの選
曲のために複数の案を提案いただいた際もすべての曲を聞き込み、自らの感想をメモに書きとめた上で
打ち合わせに参加されていたり、下見前にすでに殆ど完璧に情報がまとめられていたり、と非常に熱心
におんかつに取り組んでいました。会館職員の皆様にも高いホスピタリティでアーティストを迎え入れ

アシスタントレポート
濱口　展香（公益財団法人三重県文化振興事業団 三重県文化会館 事業課 音楽事業係）
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てくださり、集中しておんかつに臨むことができた様子でした。
　そしてタクト鶴岡は、「できることは全て挑戦する」ことを実践されている非常に前向きな志を持つ
会館でした。集客のために意見を出し合い、アーティスト入り日には近隣のショッピングモールでゲリ
ラライブ＆チケット販売会を開催。また、文化庁の助成により、耳が聞こえない・聞こえにくいお客様
への鑑賞サポートを実施し、ヒアリングループや赤外線補聴システム、ポータブル字幕機を導入。また、
小ホールではホールに入場できない未就学児を対象にライブビューイングを実施。これらは全て初めて
の挑戦で、検討事項も多くある中、職員全員で一丸となって取り組んでいる姿が印象的でした。
　既存のコンサートの形に捕らわれず、様々なチャレンジを続けるタクト鶴岡。トライ＆エラーを繰り
返し、着実にステップアップしていく姿は、とても心強く思いました。これからの活動に大いに期待し
たいと思います。
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アクティビティ
タイトル：うたとぴあので愉しむコンサート
期　　日：令和６年２月21日（水）10：15 ～ 11：00
会　　場：魚沼市市立ひがし保育園　おゆうぎ室
参 加 者：園児39名+職員10名

・�ピアノ演奏で始まりどこかから笛の音が聞こえ、園児の好奇心
が一挙に上昇！演出のうまさで最初のオペラ曲もすんなり受け
入れられた。ステージ上の箱から次々と歌にまつわる小道具が
登場し、世界や日本の名曲も興味深く聴いていた。保育行事に
リンクした「ひなまつり」の全員合唱も効果的だった。

・�鑑賞だけでなく、「幸せなら手をたたこう」で手拍子や身体鳴ら
しなど身体を動かす参加型体験コーナーもあり、未満児も飽き
ることなく、子どもたちが楽しんでいた。

タイトル：心に響くやさしい音楽会	
期　　日：令和６年２月２１日（水）１３：３０～１４：１５
会　　場：新潟県立小出特別支援学校　プレイルーム
参 加 者：高等部34名＋教職員10名
・�心に響く音楽、優しい音楽を観賞メインで行った。ピアノ演奏
から始まり、西村さんが歌いながら登場。日本の作曲家「山田
耕筰」を紹介し、メッセージ性を持たせたプログラム内容となり、
曲間のトークにより高校生が飽きることなく、オペラ曲、世界
や日本の名曲を楽しんだ。

・�普段45分間集中が続かない生徒にも興味付けができたため、鑑
賞ができたと学校側から高評価をいただいた。

タイトル：うたとぴあので楽しむコンサート
期　　日：令和６年２月２２日（木）１０：１５～１１：００
会　　場：魚沼市立伊米ヶ崎保育園　おゆうぎ室
参 加 者：園児45名＋職員10名
・�園児はクラスごとに着座していたが、後列の未満児も保育士と
一緒にステージの様子を楽しんでいた。小道具を使用してのフ
ニクリフニクラから鬼のパンツへ曲メドレーも強い関心を引き、
園児とのやりとりトークの巧みさで飽きることなく楽しめた。
最後のオペラ曲も原語で受け入れられ、プログラム構成がよかっ
たと思われる。

・�鑑賞だけでなく、手拍子や足鳴らしなど身体を動かす参加型コー
ナーもあったため、未満児も飽きることなく、子どもたちに大
変好評だった。

実施団体：特定非営利活動法人魚沼交流ネットワーク
実施時期：令和６年２月21日（水）～令和６年２月23日（金・祝）
出演アーティスト：西村　悟（テノール）　加藤　紗耶香（ピアノ）
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タイトル：心に響くやさしい音楽会
期　　日：令和６年２月２２日（木）１４：００～１４：４５
会　　場：魚沼市小出郷文化会館　大ホールステージ
参 加 者：湯之谷工芸通所者30名＋職員11名
・�大ホールのステージに客席を設け、心に響く音楽、優しい音楽
を間近で楽しめるような演出で観賞メインに行った。ピアノ演
奏から始まり、西村さんが歌いながら登場。

・�日本の作曲家「山田耕筰」を紹介したメッセージ性を持たせた
プログラム内容となり、通所者の人達が飽きることなく、オペ
ラ曲、世界や日本の名曲を楽しんだ。最後の全員参加歌唱「ふ
るさと」も効果的だった。

コンサート
タイトル：�令和５年度公共ホール音楽活性化事業「五感で愉しむ

音楽会～歌のレストラン～」
期　　日：令和６年２月２３日（金・祝）１４：００～１６：００
会　　場：魚沼市小出郷文化会館　大ホール
参 加 者：一般９１名/小・中学生７名/施設招待３７名 合計135名
・�ステージをレストランに見立て、オペラ曲・世界や日本の名曲
の数々をフルコース仕立てにしたコンサート。３人の作曲家肖
像画を用いエピソードトークをからめながら歌唱。照明がスポッ
ト灯りで場面毎の転換があったが、トークや歌・ピアノ演奏に
集中できた。

・�地元からの特別出演湯之谷中学校音楽部と「見上げてごらん夜
の星を」で歌共演を行ない、好評を博した。アンコールのふる
さとを一緒に歌う演出もドラマチックであった。
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①　応募の動機・事業のねらい
　クラシックコンサートは未就学児不可が多く、子どもたちが生のクラシック音楽に触れる機会が少な
い。また、当館事業招待がない特別支援学校高等部や福祉施設者鑑賞の機会をアクティビティで実施し
たい狙いがあった。そこで、クラシック音楽をもっと気軽に楽しめるきっかけづくり（アウトリーチの
再構築）として、応募しました。テノール西村氏の「歌のレストラン」プログラム内容は、ストーリー
仕立てのコンサートになっていたため、幅広い世代から楽しめる取り組みとした。

②　企画のポイント
・�応募の動機を推進するため、市内の保育園や特別支援学校、福祉施設を事前リサーチし、実施場所を
決定。西村さんが取組み経験のない対象層にチャレンジすることにより、地域に文化環境づくりを推
進する機会とした。

・�ホール公演に関しては、当初アクティビティ先と連動したファミリー向けコンサートを予定していた
が、鑑賞対象の明確化を図るため、小学生以上対象のコンサート取組みに企画変更した。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
・�地域にコーラス団体やオペラ活動団体がいるが、冬期活動休止などでＰＲ浸透がスムーズにいかず、
集客に苦労した。

・�アーティストとの企画段階では、保育園や福祉施設などでアクティビティに取り組むため、曲目など
を訪問先にリサーチしたが、地域の希望曲などをプログラム構成上取り入れる事がむずかしかった。
（アーティストが歌ったことがないなど）

④　上記③をどのようにクリアしたか
・�広報営業に関して、アーティスト動画のSNS投稿や、文化団体への直接営業を行い、声かけによる
ＰＲ活動を推進した。アクティビティ先との関連性を持たせるため、アクティビティに訪れた以外の
福祉施設の方々にも招待の案内をした。客席前６列を不使用とし、着席エリアを工夫。

・�コーディネーターとの下見打合せだけでなく、アーティストとのＺＯＯＭ会議に担当館が参加するこ
とにより、ダイレクトに企画希望が伝えられ、一緒に取組み方針を検討することができた。宣材を早
く作成することが出来、ホール公演ＰＲはできたが、アクティビティプログラムが直前になってしまっ
た。誰でも知っている名曲や季節の童謡を選曲する構成に工夫した。

⑤　事業を実施しての成果
本公演：地元中学校音楽部がプロのアーティストとコラボ出演することにより交流の機会を持つことが
できたため、観客からも地域性を大切にした内容が高評価であった。市内の福祉施設関係者を招待する
ことにより、幅広く鑑賞の機会が提供できた。
アクティビティ：一般公演の鑑賞機会が少ない保育園児や特別支援学校生徒や福祉施設通所者へのプロ
グラム構成をアーティストが十二分に吟味し、ゆるやかなメッセージ性を伝えるコンサートとなった。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
・�アクティビティ先と公演内容の情報共有化を、直前ではなく１か月前以上先に連絡できると、受け入
れ先に丁寧な取組みができたと思われる。（事前学習をしたい、保護者に園の行事を紹介したいなど

ホール担当者の意見・評価
魚沼市小出郷文化会館事業課　姉崎　裕子
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の声あり）
・�アーティストとの公演内容希望共有は必須だと実感。（当館が同アーティスト実施３館目のため、実
施館に情報収集ができ、アーティストの要望舞台セットなど準備ができた。）

・�期間滞在中のアーティスト体調管理、タイムスケジュール変更などにも対応できる臨機応変さが実施
館担当者に必要。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　ホール公演でアーティストの思い「五感で愉しむ音楽会～歌のレストラン～」が観客に伝わったと分
かるアンケート感想も多い良い取組みができ、企画内容の明確化やより充実させるためのノウハウを学
ぶ機会になりました。今回、なかなかホールに出かけて鑑賞する機会の少ない対象層へのアクティビティ
を進めたが、ホールが芸術文化をとおして文化づくりを地域へ向けて多様に取り組む使命を担っている
ことを今後も認識しながら邁進していきたい。
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　「コシヒカリ」と聞いて一番に思い浮かぶ街、それが新潟県魚沼市だ。魚沼市は新潟県南東部に位置
し周囲を山々に挟まれた盆地で冬は積雪のある豪雪地帯である。コシヒカリの産地としても有名な他、
囲まれた山々を活用したスキー産業も盛んで、３万２千人が暮らす街である。今回の “おんかつ” の舞
台となったのは魚沼市小出郷文化会館。1,136席の大ホールと406席の小ホールを持つ施設だ。ホールの
担当は姉崎さん、アーティストはテノール歌手の西村悟さん。姉崎さんは西村さんのストーリー性のあ
るパフォーマンスに「普通のコンサートとは一味違う」と魅力を感じ選出した。
　アクティビティは２箇所の保育園の園児、特別支援学校の生徒を対象としたアウトリーチ、障害福祉
サービス事業所の利用者を対象としたインリーチを行った。保育園では様々なアイテムが飛び出す西村
さんオリジナルのプレゼントボックスを使ったプログラムでオペラの楽曲から子どもたちが手拍子で参
加できる曲まで幅広い内容となった。子どもたちがイタリア語、ドイツ語、そして日本語の３ヶ国語の
言語で歌われる歌を楽しめるのもこのプログラムの特徴の一つだろう。特別支援学校では生徒たちに語
りかけるようにお話し、普段は長時間じっとしていられない生徒も西村さんの歌に惹き込まれ、最初か
ら最後まで教室内で聴けたことに驚く先生の姿も見られた。大ホールの舞台上で行われた障害福祉サー
ビス事業所の利用者を対象としたインリーチでは、幅広い年齢の利用者が参加し、普段はなかなか味わ
えない舞台の上での体験を存分に味わっていた。会館としてはこれまでに学校へのアウトリーチの経験
はあり、今回は新たなアプローチとして保育園や福祉施設があげられていたのだが、特に福祉施設につ
いては普段会館の公演に招待を行っていてもなかなかコンサートホールでの公演に足を運べない方々が
いることを感じていたため、今回のアクティビティの実施は大きな意味を持つものとなった。
　本公演は姉崎さんが西村さんを選ぶきっかけとなったプレゼンテーションでも行われた “歌のレスト
ラン”。魚沼市では地元出身のテノール歌手が継続的にコンサートを実施していることもあり少しずつ
オペラを楽しむ市民が増えていた。一方で「いわゆる通常の公演とは少し違うものをやってみたい」と
いう思いもあった姉崎さんはストーリー展開のあるコンサートに惹かれ魚沼市での実施へと繋がった。
西村さんが実際に会場を見ながら演出を調整し、アーティストの要望に臨機応変に対応くださる舞台ス
タッフの方々の協力もありアーティストの希望を100%、いや120%叶える形で公演が実現した。コンサー
トの２部では市内の中学校合唱部の生徒と一緒に《見上げてごらん夜の星を》を歌うコラボレーション
曲もあり、魚沼市ならではの内容となった。
　コンサート終演後の振り返りで印象に残ったのは西村さんからの「ホールスタッフの方々が良い公演
を作ろうと力を尽くしてくれているのがわかり、自分もそれに応えたいという思いで公演に臨んだ」と
いう言葉だ。今回の“おんかつ”ではアクティビティから公演まで、姉崎さんをはじめとして多くのスタッ
フの方のアーティストに対して細やかなケアやサポートがあり、本公演の演出についても多くの舞台ス
タッフの多大な力添えがあった。アーティストとスタッフの関係について、時折スタッフがアーティス
トの要望を叶えるのみというある種一方的な関係性になってしまうこともあるが、今回は双方がお互い
の働きに応え合うという良い相乗効果が生まれ、全員がチームとして一緒に良い公演を作り上げようと
する空気が生まれていた。プロフェッショナルとして現場を作り上げる世界では至極当然のこととも言
えるが、様々な人が関わり短い時間の中で関係性を築きながら行う “おんかつ” でアーティストからこ
の言葉が聞かれたことは個人的に嬉しさを感じるとともに、魚沼市の “おんかつ” の多くがこの言葉に
表れているように感じられた。

アシスタントレポート
古橋　果林（音楽ワークショップ・リーダー／ファシリテーター、大阪音楽大学ミュージックコミュニケーション専攻助手）
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アクティビティ
タイトル：ドンドンぽんぽんコンサート＠しんまちこども園
期　　日：令和５年11月21日（火）　10：45 ～ 11：30
会　　場：氷見市しんまちこども園遊戯室
参 加 者：３～５歳児30名　＋０～２歳児10名
　永野雅晴さんのオリジナル楽曲３曲を含む合計８曲を演奏。使
用楽器はスネアドラム・タンバリン・ウッドブロック・トライア
ングル・カスタネット・マリンバ・ヴィブラフォン・ジャンベ・
カホン。12月の発表会に向けて練習していた「にじのむこうに」
をマリンバとカホンと合奏した。公演終了後に楽器を間近で見た
り、出演者から直接説明を受けたりする機会を急遽設けた。３～
５歳児クラスは始まりから終わりまでしっかり椅子に座って聴い
てくれていた。また、０～２歳児クラスは必要に応じて出たり入っ
たりしていたものの、楽器を演奏する２人の動作をまねしながら
聴いてくれていたことが印象的だった。

タイトル：ドンドンぽんぽんコンサートwith b-らいふ
期　　日：令和５年11月21日（火）　14：00 ～ 14：45
会　　場：氷見市芸術文化館マルチスペース
参 加 者：就労支援を受けている皆さん　38名
　永野雅晴さんのオリジナル楽曲２曲を含む合計７曲を演奏。使
用楽器はマリンバ・ヴィブラフォン・タンバリン・ウッドブロック・
トライアングル・ジャンベ。普段、就労支援施設が複数箇所に分
かれている兼ね合いで、利用者さんが同じところに集まること自
体が初めてだったということ。演奏中にも「素敵！」「かっこいい！」
といったポジティブな言葉が飛び交っていた。仕事中には見たこ
とがない生き生きした表情に職員の方は大変驚かれていたと同時
に喜んでおられた。今後、このようにみんなが集まり文化等に触
れる機会を作っていきたいと仰っていた。なお、当初心配してい
た大きな音によるストレスから起こるトラブルなどはなく、全員
最後まで楽しんでくださっていた。

タイトル：ドンドンぽんぽんコンサート＠氷見市地域子育てセンター
期　　日：令和５年11月22日（水）　10：30 ～ 11：15
会　　場：氷見市地域子育てセンターセンター内１階
参 加 者：乳幼児親子26組53名
　永野雅晴さんのオリジナル楽曲１曲を含む合計８曲を演奏。使
用楽器はマリンバ・ヴィブラフォン・ジャンベ・タンバリン・ウッ
ドブロック。他３つの施設とは異なり、親子で楽しめる手遊び歌
のような楽曲が前半に２つ入っていた。これがお客様のアイスブ
レイクとなり、終始リラックスした様子が伺えた。また会場設営後、
公開リハーサル状態になっていたこともあり、準備段階から楽器
に興味深々で近くに寄ってくるお子さんが居るなど、施設自体に
カメハさんや大きな楽器が自然に溶け込んでいた状況もリラック
スした環境づくりに繋がったと考えられる。カメハさんのお子様
に対するアプローチも素晴らしく、演奏中もカメハさんに笑顔を
向けるお子様の姿がとても印象的だった。

実施団体：一般財団法人氷見市文化振興財団
実施時期：令和５年11月21日（火）～令和５年11月23日（木）
出演アーティスト：カメハ（パーカッションデュオ）
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タイトル：�ドンドンぽんぽんコンサート＠氷見市教育支援セン
ター「あさひ」

期　　日：令和５年11月22日（水）　13：30 ～ 14：20
会　　場：氷見市教育文化センター４階　ホール
参 加 者：�小学生及び中学生７名、保護者１名、あさひの先生４

名、教育センター在中の先生８名
　永野雅晴さんオリジナル楽曲３曲を含む合計８曲を演奏。使用
楽器は、スネアドラム・マリンバ・タンバリン・ウッドブロック・
トライアングル・ヴィブラフォン・カスタネット。ＭＣをしっか
り聞いて疑問や質問を直接演奏者に伝え、対象者である生徒さん
が言葉のやり取りを交えてより詳しく楽器や楽曲について理解を
深めている印象を受けた。また一緒に参加してくださったセンター
の先生方からも、ＭＣ中に「なるほど～」という声が聞こえてく
る等、とても興味深そうに楽しんでいらっしゃるように感じた。
先生方自身に興味を持っていただけたことで、今後アウトリーチ
事業を行う際の協力体制づくりに、このまま繋げていかなければ
ならないと思った。

コンサート
タイトル：�ドンドン　ぽんぽん　カッカッ　０さいからのパー

カッションコンサート
期　　日：�令和５年11月23日（木・祝）　11：00 ～ 12：00（休憩

なし60分）
会　　場：氷見市芸術文化館ホール
参 加 者：355名（うち０～３歳の無料入場者112名）
　永野雅晴さんオリジナル楽曲２曲及びアンコール曲を含む合計
11曲を演奏。使用楽器は、マリンバ・ヴィブラフォン・タンバリン・
ウッドブロック・スネアドラム・ジャンベ。カメハさん手作りの
ミニマラカスをお子様１人につき１つ会場入り口で配布し、聴く
だけではなく参加できる楽曲を２曲プログラムに挿入した。自由
に歩き回ることや途中出入場を許可し、また、ステージ前方にマッ
ト席を設置し、リラックスした体制で楽しんで頂ける会場をイメー
ジし設営。最終入場者数は355名で、内０～３歳のお客様は112名。
アンケート結果から、30代のご来場者が最も多く、１グループの
人数は「３名で来場した」と回答された方が最も多い結果となった。
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①　応募の動機・事業のねらい
　令和４年10月に開館以来、多くのお客様にご来館頂けているものの、その多くはご年配の方で、自主
事業公演で若年層の方へ向けた催し物はできていなかった。今回は若年層で、かつ、子育て中のパパマ
マとそのお子様をメインターゲットとした事業を行いたいと考え、今回０歳から入場できる公演を実施
した。
　また、お客様も聴くだけでなく演奏に参加できるようなコーナーも入れ込み、クラシックコンサート
の固定概念を覆すような内容にすることを試みた。

②　企画のポイント
・０歳から入場できること
・お子様連れのお客様が安心できる会場を設営し、また、どの年齢でも楽しめる内容にすること
・会場前方にマット席を開館以来初めて設置し、自由にリラックスして演奏を楽しめる空間をつくること
・聴くだけではなく、参加できるコーナーを設けること

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
１�）チケットを「一般券１枚のご購入で、０～３歳児１名無料」という特典付きで販売したため、どの
程度お子様が入場し、総人数がどのくらいまで増えるのか予想しずらく、その上マット席がある自由
席販売で、売り止めするべき人数の想定が難しかった。（結局売り止めはしなかった）

２�）お子様向けの事業を行ったことが無く、受け入れるための専用の備品も特に持っていなかったが、
臨時のおむつ替えエリアなどを準備する必要があった。

３）別の事業と同時に実施したため、楽器運搬などの人出が足りないことが予想された。

④　上記③をどのようにクリアしたか
１�）一般チケット１枚販売毎に２名の入場を想定し、最大何名入場の可能性があるかを、チケットの売
れ行き確認と並行して管理表を作成し常に確認した。

２�）ホールの横に設置した臨時のおむつ替えエリアは、可動式の畳や展示パネルなど館にあるものを代
用し準備した。

３�）市の文化振興課（別組織）に運搬の車や人手を要請し、交替でお手伝いにきていただいた。

⑤　事業を実施しての成果
・�０歳児から入場できる公演は県内でもまだまだ少なく、かなり需要があることが分かった。公演後の
アンケートから、氷見市内はもちろん、近隣の市からのご入場者も多かったことがわかった。

・�ホールやマルチスペースなど、新たな会場の使い方の実績を上げることができた。アンケートにも「ま
たぜひ企画して欲しい」というご意見が多数見受けられたため、今回の設営や運営などを更にブラッ
シュアップし、次回に繋げていきたい。

・�氷見市文化振興課はじめ、今回アクティビティに伺った市内の関連機関等との信頼関係が生まれた。「ま
たぜひ機会があればやって欲しい」と各所から感想をいただき、満足度も高かったと感じられた。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　ＭＣで楽器や楽曲の説明もあり「大人も楽しめた」というご意見があった一方で、逆に「アカデミッ
クすぎてついて行けない」「０歳からとチラシに書いてあったからもっと童謡など子どもが歌えるよう

ホール担当者の意見・評価
総務部 総務管理グループ　長谷川　美希
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な曲もあるかと思った」などの意見もあった。今回はクラシックコンサートであるという大前提がチラ
シなどから感じ取りにくい部分があったと反省。今後同じような事業を行う際には、「クラシック音楽」
を楽しむコンサートであることを明記し、逆に子どもがいなくともクラシック音楽が好きな層の方にも
届くような宣伝をしていくことで違う雰囲気が作れるかもしれないと思った。
　また、今回自由に楽しんでもらえたこと自体は嬉しかったが、音楽に集中する時間があれば尚良かっ
た。ステージの照明や映像など、さらに目を惹いたり、子どもが演奏や楽器に対して興味を持続するた
めの工夫が今後の課題である。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　氷見市は「子育て」にとても力を入れており、子どもに関連する施設も多数存在していること、また
それらの施設は定期的に会合などが行われており、かなり連携が取れているということが感じられた。
これらの組織の中心的存在となっている「氷見市地域子育て支援センター」が今回（意図せずでしたが
…）アクティビティ実施施設に組み込まれたことが、この事業を成功へと導いたと考えられる。この施
設の職員さんが積極的に市の子育て支援課や幼稚園長・保育園長と顔を繋げてくださったことで公演の
認知度が上げられた。今後も自主公演の告知をする際は、ただ闇雲に広告を打つのではなく、その公演
に関連しそうな市内の施設の方にまずその公演が素晴らしいものであることを伝える努力をし、そして
その事業に何らかの形で巻き込み、口コミなどで氷見市内中に公演の存在を認知してもらい、来場者数
につなげるべきだと感じた。
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　富山県の西北、能登半島の東側付け根部分に位置している人口約４万３千人の氷見市。有数の氷見漁
港では四季を通じて約150種類以上の魚が水揚げされ、「ひみ寒ぶり」は特に有名で、海岸からは海越し
の壮大な立山連峰を一望できます。また、まんが家・藤子不二雄Aさんの故郷であることから、街中
に作品スポットがあります。
　今回おんかつを実施した「氷見市芸術文化館（以下、芸文館）」は、2014年耐震不安のため市民会館
を閉館した後、約８年の歳月を経て、2022年10月（旧市民病院跡地）に新しくオープンした待望の施設。
浸水災害対策にピロティ方式を採用し、800席の大ホールのほか会議室、スタジオ、建物外には回廊に
囲まれた広場、屋内の回廊は机椅子が開放され、既に多くの学生や市民の拠り所として賑わいを感じる
ことができます。
　氷見市でのおんかつ導入は、過去2019年に市の申請で実施済みですが、今回はホールの指定管理者で
ある一般財団法人氷見市文化振興財団（以下、財団）からの申請で実施となりました。財団は、ホール
のリニューアル準備期間から携わり、現在は指定管理者を担うこととして設立された新しい組織体です。
ご担当の長谷川さんは入職されて２年目。１年目はオープニング事業に関わり、今年は管理業務の傍ら
アウトリーチの企画・運営を担当され「企画・制作のノウハウを学び、少しでも多くの市民や近隣に新
しい芸文館を認知してもらいたい、足を延ばして欲しい」という想いでエントリーされました。出演アー
ティストはパーカッションデュオ・カメハ。春の研修会にて直にお二人の話と演奏に触れ、具体的にイ
メージが沸いたようです。
　アクティビティ先は、ホール公演に来る機会が少ない層に狙いを定め、乳幼児と親御さんが交流する
「子育てセンター」、今年８月に移転新設した保育園の「しんまちこども園」、不登校などの小・中学生
が集まれるコミュニティ適応指導教室「あさひ」、障がい者就労移行・定着支援をサポート運営する「b
らいふ」入居者を対象としました。訪問先や地域の状況を事前ヒアリングし、いかにして能動的に音楽
が楽しい時間を過ごせるか、鑑賞にあたって配慮できる点など、カメハのお二人と長谷川さん、コーディ
ネーターとで打合せを行い準備を進めました。
　「ｂライフ」はインリーチでの開催。対象入居者の皆さんの中には、館の清掃や館向かいのカフェで
働く方も居ながら直接的な接点は無かったことも重なり、お声掛けしました。職員さんから「終業して
帰宅後は疲れてぐったりする方もいるため、頑張っている分ご褒美のような『癒し』の時間となれば…」
というヒントを得ました。お話から始まり、優しくコミカルな調子の「火華／朝吹英一」へと、皆さん
が驚いて不安にならないよう徐々に賑やかになるよう配慮を加えた構成で進行。その場で踊ったり、歌っ
たり、感情を声や身体で心から自由に表現している姿で会場が溢れました。これまで一堂に会する機会
が無かった皆さんが、瞬く間に心が開放される様子を初めて見受け、日々支える側の職員さんにとって
も感慨深い癒しの日になったようです。
　「あさひ」では少数であった分、一人ひとりの反応や距離感をカメハがほど良く捉えながら進行。途
中カメハの大学受験話に触れながら、参加型コーナーを多く飽きさせない工夫を取りました。最初に音
楽が苦手と言っていた男の子もノリノリで参加してくれ、終始集中しながらも和やかなひと時が過ごせ
ました。
　コンサート企画にあたっては、芸文館が開館してから乳幼児対象の事業が無かったため、来場が少な
い若年層とファミリー層をターゲットとしました。リラックスした状態でコンサートを聴いて欲しいと
いう願いとホールの特性を生かし、中通路より前方の座席は平土間仕様にしてカーペットを敷き、後方
座席はそのままに鑑賞スタイルを選べる自由席としました。終始身振り手振りを使った優しく親しみや
すいＭＣ進行に加え、親子が触れ合う手遊び歌のほか、雅晴さん作曲の「Duble（スネア２台）」「Tamblock

アシスタントレポート
山路　順子（公益財団法人立川市地域文化振興財団 文化事業係）
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（タンバリン&ウッドブロック）」や「cosmos（トライアングル２個）」では、勢いの良い太鼓の音など
に驚きながらも小気味のいいリズムや抑揚、息の合ったアンサンブルで会場を魅了。スティックの動き
は視覚でも楽しく、ワクワクした様子で笑顔を並べる子どもたち、シンプルかつ身近な楽器で奏でる技
量の高さに釘付けになるお子さんや親御さんも見受けられ、乳児・幼児対象のアクティビティとも会場
全体が温かい空気に包まれました。
　最後に、ご担当の長谷川さんはこのおんかつを通してかけがえのない体験を地域に還元すべく、熱心
かつ着実に準備を進めてくださいました。同年安曇野市おんかつの視察に自ら出向いてイメージを膨ら
ませ、ファミリー層獲得のためショッピングセンターにプレイガイドを置くなど様々な可能性を模索さ
れ、そのような熱意も伝わり、市の地域振興課にも色々とご尽力いただけました。アクティビティ先や
コンサートご来場の皆さんの反応からも、このような創意工夫を通じて芸文館の存在や事業の認知を高
めた一助になったことでしょう。
　今後も芸文館から魅力あふれる自主事業を展開・発信してくださることを、心より期待しております。
そして、改めて関わった全ての皆様へ心より感謝申し上げます。
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アクティビティ
タイトル：�閑喜弦介アウトリーチコンサート
期　　日：令和５年10月19日　14：00 ～ 14：45
会　　場：笛吹市社会福祉協議会 スマイルいちのみや　機能訓練室
参 加 者：デイサービス利用者、就労支援B型利用者　81人

　令和２年５月に開設した通所介護と就労支援の施設で、プロの演奏
家が訪問するのは初めてでした。心地良く優しいクラシックギターの演
奏に深く聴き入っている方が多く、落ち着いた雰囲気の中でアウトリー
チが行われました。また、事前の打合せで施設側から一緒に歌いたい
と希望があったので、閑喜さんの伴奏で利用者の皆さんが「ふるさと」
を合唱しました。

タイトル：�閑喜弦介アウトリーチコンサート
期　　日：令和５年10月19日　19：00 ～ 20：00
会　　場：笛吹市スコレーセンター　集会室 
参 加 者：いさわ女声合唱団　10人

　今年で創立56年を向かえる女声合唱団を対象にアウトリーチを行
いました。いさわ女声合唱団は日頃からスコレーセンターで練習に
励んでいて、最終日のホールコンサートでクラシックギターと共演
してもらうため、アウトリーチと練習を兼ねた時間となりました。
普段はピアノの伴奏のため、ギターと合わせることに戸惑いもあっ
たようですが、ホール公演に向けて素晴らしい時間となりました。

タイトル：閑喜弦介アウトリーチコンサート
期　　日：令和５年10月20日　10：35 ～ 11：35
会　　場：笛吹市立石和東小学校　音楽室
参 加 者：３～５年生　72人

　４．５年生を対象にしたアウトリーチの予定でしたが、当日にな
り急遽３年生の参加希望があり、閑喜さんに相談したところ快く受
け入れてもらえました。事前の打合せでは活発な子どもが多いと聞
いていましたが、演奏中は繊細なギターの音色を静かに聞いてくれ
ました。音楽室にある楽器でギターの音色に合わせて自由に音を奏
でる体験の時間では、子ども達が積極的に参加してくれて、子ども
達の笑顔が印象的でした。

実施団体：公益財団法人　ふえふき文化・スポーツ振興財団
実施時期：令和５年10月19日（木）～令和５年10月21日（土）
出演アーティスト：閑喜　弦介（クラシックギター）
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タイトル：閑喜弦介アウトリーチコンサート
期　　日：令和５年10月20日　14：00 ～ 14：45	
会　　場：�笛吹市社会福祉協議会 石和通所介護事業所　デイサー

ビスホール
参 加 者：デイサービス利用者　48人
　近年の高齢者施設はコロナ禍により外部との交流が制限されて
いたため、利用者の方も笑顔で迎えてくれました。閑喜さんはク
ラシックだけでなく年齢層に合わせた選曲でしたので、利用者の
方も喜んでくれました。また、スマイルいちのみやと同様に「ふ
るさと」を合唱して和やかな雰囲気に包まれ、施設の職員の方も
聴き入っていました。

コンサート
タイトル：閑喜弦介　Guitar Recital in Fuefuki City
期　　日：令和５年10月21日　14：00 ～ 16：00
会　　場：笛吹市スコレーセンター　集会室	
参 加 者：74人
　クラシックギターの繊細な音色と照明の演出により、幻想的な
空間に包まれた中での開演となりました。１部はクラシック曲を
中心にしたプログラムで、２部は地元の女声合唱団との共演で始
まり、閑喜さんのオリジナル曲も披露してくれました。クラシッ
クギターのソロコンサートは当施設では初めての公演でしたが、
来場者の皆さんも感動した様子でした。
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①　応募の動機・事業のねらい
　平成19年度におんかつを実施して以降、様々なジャンルのアウトリーチを行ってきましたが、ホール
スタッフの更なる企画・制作能力の向上を目的として原点回帰することにしました。また、笛吹市にク
ラシック音楽を定着させるとともに、地域の活性化と文化芸術の振興を図り、新たな顧客の創出を図り
たいと考え応募しました。

②　企画のポイント
　普段ホールに足を運ぶことのない人にプロの演奏を届け、クラシックに親しみや興味を持ってもらう
事や、コロナ禍により様々な制限を受けてきた小学校や高齢者施設を訪問し、音楽を通して交流を深め
る事をコンセプトとしました。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　学校でアクティビティを実施する場合は３つのSmallのうち「少ない人数」をクリアする事が難しく
なります。学校側としては１クラスだけを選定することは難しく、せめて１学年で実施したいと考えて
いるので、小中学校へのアウトリーチは２校の予定でしたが、応募は１校だけでした。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　ホール公演で地元の女声合唱団との共演を予定していたので、当初はホール実費負担として合唱団へ
のアクティビティを企画していました。小中学校の一枠分を合唱団へのアクティビティとすることで、
問題無くクリアできました。

⑤　事業を実施しての成果
　アクティビティの参加者が音楽を鑑賞するだけでなく、アーティストと一緒に演奏したり合唱したこ
とで、音楽を通しての会話を楽しんでいる様子でした。アンケートの評価も高くホールに初めて来た人
の割合も一番多かったので、人数は少ないですが新規顧客の創出という目的は達成できたと思います。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　クラシックギターのコンサートでしたので、実施団体の判断で未就学児を不可としましたが、20代30
代の客層を獲得するためには、子どもと一緒に鑑賞できるような配慮も必要だったと思います。…
ただ、幅広い年齢層を対象とすることは同時に高いハードルでもあるため、今後は自主事業も含めて検
討が必要だと思います。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　スコレーセンターは「ホール」ではなく「集会室」なので、楽屋もなくコンサートには不向きな施設
です。隣地には当財団管理のテニスコートやグラウンドがあるので、屋外の声援等がホール内にも聞こ
えます。今回もテニスの大会と重なってしまい、クラシックギターの音色を邪魔してしまう時もありま
した
　施設改修は困難なことから、公演の内容を工夫して企画したいと思います。

ホール担当者の意見・評価
（公財）ふえふき文化・スポーツ振興財団　大澤　賢司
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　笛吹市は、山梨県の中西部である国中地方にあたり、八ヶ岳や北岳等の山々に360度囲まれた甲府盆
地の一角にある人口約6.7万人規模の都市です。果樹栽培が盛んに行われており、ぶどうや桃の収穫量
日本一を記録したこともあり、会場の周りには様々な果樹園が広がります。
　今回の会場となったのは笛吹市スコレーセンターです。コンサート会場の名称は「集会室」であり、
講演会からコンサートまで多目的に利用されている施設です。スコレーセンターでは、今までも様々な
事業を通して地域やアーティストとのコミュニティづくりを行ってきました。今回は、長年音楽事業を
担当してきたベテラン職員の山下さんから、笛吹市職員として財団に勤める大澤さんに変更となり、お
んかつプログラムに参加されました。アーティストはギターの閑喜弦介さんが担当されました。

　アクティビティは福祉施設２か所、小学校１校、女声合唱団１団体で行いました。
　福祉施設は、笛吹市社会福祉協議会が運営する「石和通所介護事業所」と「一宮通所介護事業所」。
石和通所介護事業所はデイサービス利用者、一宮通所介護事業所はデイサービス利用者と就労支援利用
者を対象にしました。
　アクティビティ内容は、事前にアーティストへ対象者や施設の特徴を伝え、プログラムを固定せず対
象者の反応に応じて臨機応変に組み立てられました。事前の打ち合わせで、施設より利用者が知ってい
そうな曲のリクエストがあり、それに応える形で「ふるさと」を演奏されました。事前に歌詞カードを
配布し、閑喜さんの演奏に合わせて一緒に合唱を行ったほか、バッハやオーバーザレインボー等、ギター
の魅力が際立つ様々なジャンルを演奏し、対象者がすっと耳を澄まして聞き入る姿が印象的でした。石
和通所と一宮通所では利用者の介護度も異なり、アクティビティ中の反応も違いが見られましたが、閑
喜さんはその場の空気感で対象者への語り掛けや進行を変化させる柔軟さが見られました。
　小学校は、笛吹市立石和東小学校の３・４年生を対象にアクティビティを行いました。
　福祉施設と同様に基本的には対象者の反応に応じて臨機応変にプログラムを作るスタイルで行われま
した。学校全体の傾向として、楽器を習っている男の子が少なく、男性アーティストが演奏する姿を見
て楽器の楽しさを伝えてほしいとの要望がありました。また、担当者の大澤さんのギターを子どもたち
に触れさせてあげたいという想いも実現すべく、体験プログラムを取り入れたプログラムを行いました。
　体験プログラムはセンターが持参したクラシックギターのほか、ミニ木琴やボンゴ、ギロなど音楽室
にある楽器をいくつか集め、閑喜さんを取り囲むように希望者数名が担当楽器の前に並びセッションを
行いました。閑喜さんの即興演奏に応えるように自由に楽器を演奏し、音の重なりやリズムを自由に楽
しむプログラムです。子どもたちは閑喜さんの音の速さや音量に応えるように自由にのびのびと音で会
話を行っており、閑喜さんとつくるその場限りのセッションを楽しんでいる様子でした。

　コンサートでは鑑賞プログラムの他、後半はアクティビティを行った石和女声合唱団と「ふるさと」
と「瑠璃色の地球」の２曲を共演しました。古い歴史と実力を持つ合唱団ですが、ギターとの共演はは
じめてとのこと。普段のピアノ伴奏とは異なるギターの繊細かつ大胆な音に歌声を乗せて、大いに楽し
んでいただけました。会場はプログラムの大人でムーディーな雰囲気を演出すべく、スタッフとアーティ
ストが一丸となり拘りぬいた照明にてお客様をお迎えしました。共演後も閑喜さん作曲のオリジナル曲
とＭＣも交え、コンサートは大盛況にて幕を閉じました。

　今回のおんかつを担当した大澤さんは、プログラムを作り込むことの必要性に疑問を抱くシーンが見
られ、チームとしての雲行きが怪しい場面もありました。そんな中で、笛吹入りした閑喜さんのあえて

アシスタントレポート
濱口　展香（公益財団法人三重県文化振興事業団 三重県文化会館 事業課 音楽事業係）
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作りこまずに、その場のフィーリングを大切にするプログラムづくりは、大澤さんの体質にフィットし
ていたように感じました。
　おんかつに限らず、あらゆる理由により誰もが情熱をもって事業に取り組めるわけではありません。
その中で、今までの人脈（大澤さんは異動前は福祉関係の担当）と今の仕事内容を効果的に結びつける
姿や、現地の打ち合わせや提出された資料の作りこみは、決して仕事を蔑ろにしているわけではないこ
とが感じとれました。
　最後の反省会では、大澤さんからまわりの意見を取り入れて今後の事業に活かしていきたいという前
向きな意見を聞くことができました。今回のおんかつをはじめ、アーティスト、他のホール等関わる様々
な方の考えに触れて、笛吹市のスタイルができることを期待しています。
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アクティビティ
タイトル：�次世代につなぐクラシック　モデトロ・サクソフォン・

アンサンブル　コンサート 
～心に響く　サクソフォン四重奏　魅惑の音色～

期　　日：令和５年10月26日　14：00 ～ 14：45
会　　場：森上小学校視聴覚室
参 加 者：５年生　43名
　活発な児童が多いクラスとおとなしい児童が多いクラスの２ク
ラスで実施しましたが、先生が心配していた混乱もなく、児童た
ちは緊張していたのか反応は遠慮がちでしたが、サクソフォンの
音色に聴き入っていました。また「楽器に触れてみよう」では積
極的にアーティストに話しかける児童もいました。アクティビティ
終了後、児童たちからサイン攻めがはじまり、楽しい雰囲気で終
わることができました。

タイトル：�次世代につなぐクラシック　モデトロ・サクソフォン・
アンサンブル　コンサート 
～心に響く　サクソフォン四重奏　魅惑の音色～

期　　日：令和５年10月26日　16：30 ～ 17：30
会　　場：墨坂中学校第１音楽室
参 加 者：吹奏楽部１～３年生　25名
　吹奏楽部員を対象に実施し、演奏しながら入場する演出で、各
アーティストが生徒の目の前に進み演奏したことで、最初は緊張
していた生徒たちがリラックスすることができ、質問コーナーで
は積極的に質問をする生徒が多く見られ、音楽を通して生徒たち
の心に響く貴重な機会を提供できたと思います。

タイトル：�次世代につなぐクラシック　モデトロ・サクソフォン・
アンサンブル　コンサート 
～心に響く　サクソフォン四重奏　魅惑の音色～

期　　日：令和５年10月27日　13：40 ～ 14：25
会　　場：豊洲小学校視聴覚室
参 加 者：５年生　27名
　活発な児童が多いクラスでの実施でしたが、最初、児童たちは
緊張していたのか反応は遠慮がちでしたが、アクティビティが進
むにつれて質問が多く出ていました。また「楽器に触れてみよう」
では予定していた時間が過ぎてしまうほど積極的にアーティスト
に質問する児童が多くいました。サクソフォンの音色に真剣に聴
き入っている様子が印象的でした。

実施団体：一般財団法人　須坂市文化振興事業団
実施時期：令和５年10月26日（木）～令和５年10月28日（土）
出演アーティスト：モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏）
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タイトル：�次世代につなぐクラシック　モデトロ・サクソフォン・
アンサンブル　コンサート 
～心に響く　サクソフォン四重奏　魅惑の音色～

期　　日：令和５年10月27日　16：30 ～ 17：30
会　　場：常盤中学校多目的室
参 加 者：吹奏楽部１～３年生　35名
　他中学校の吹奏楽部員も参加しての実施となり、最初、生徒同
士で緊張していましたが、アーティストから積極的に生徒たちに
話しかけることで徐々にリラックスすることができ、質問をする
生徒も多く見られ、アクティビティ終了後も楽しそうな様子でアー
ティストと接していました。

コンサート
タイトル：�次世代につなぐクラシック　モデトロ・サクソフォン・

アンサンブル　コンサート 
～心に響く　サクソフォン四重奏　魅惑の音色～

期　　日：令和５年10月28日　15：30 ～ 17：00
会　　場：須坂市文化会館 メセナホール小ホール
参 加 者：131名
　子どもから高齢者まで幅広い年齢の方に来場していただくこと
ができました。
　曲目はサックス四重奏のためのオリジナル曲から、耳なじみの
ある編曲ものまで幅広く演奏していただいたので、聴衆も満足で
きる内容となりました。
　本格的な演奏と人柄が感じられるＭＣで、狙いどおりモデトロ
（サックス四重奏）の人柄・カッコよさと音楽の素晴らしさが伝わ
る公演となりました。
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①　応募の動機・事業のねらい
　当事業団は毎年市民向けコンサートを実施していますが、参加者は中高齢層が中心で、若年層の芸術
文化活動への参加が一つの課題でした。
　アクティビティを小中学校で実施して、早い段階で芸術文化に触れるきっかけを作ることで、ホール
鑑賞者の増加を図り、また将来メセナホールでコンサートを開催するようなプロアーティストの人材育
成につなげることを事業のねらいとして企画しました。

②　企画のポイント
　子どもたちに音楽の楽しさと素晴らしさを感じてもらうことを主に考えました。
　ホールコンサートは、幅広い年齢層に来場していただき、音楽を楽しんでもらうことをめざしました。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
・何から、どのように、どうしたらいいのかを、誰に確認していいのか分からなかった。
・アーティストにどのように要望したらよいのか、どう伝えればよいのか判断が難しかった。
・初めての事業のため、アクティビティ先の選定に苦労しました。

④　上記③をどのようにクリアしたか
・コーディネーターの仕田さんをはじめ、アシスタントの濱口さん、地域創造の岩﨑さんから助言をい
ただき、問題を解決しながら進めることができました。
・教育委員会に相談してアクティビティ先の選定から協力してもらい、アクティビティの説明もスムー
ズに進み、アクティビティ先の先生も協力的で助かりました。

⑤　事業を実施しての成果
　ホールコンサートの対象を「子どもから高齢者まで幅広い年齢層向け」とし、チラシを市内各施設に
設置、また積極的に地方・地元新聞社に働きかけて記事の掲載等を行ったことが有効的であったと実感
しました。アンケートにも「すごく良かった。また来てほしい。」との意見が多数あり、担当者として
も大変嬉しく思いました。
　当日は、アクティビティで訪問した学校の児童・生徒が家族と一緒に来場する様子も見られ、クラシッ
ク音楽の魅力が伝わり、ホールへ足を運んでもらうきっかけになったことは大きな成果だと思います。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　おんかつ事業の準備期間と自主事業が重なってしまい、おんかつ事業のスタートが遅れたことでコー
ディネーターの仕田さんをはじめ、アシスタントの濱口さん、地域創造の岩﨑さんに大変ご迷惑をおか
けしてしまいました。
　アクティビティ先について、ある程度決めてから全体研修会に参加するべきだったと思いました。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　毎年市民向けコンサートを実施していますが、参加者は中高齢層が中心になってしまう傾向であるた
め、今後は、次世代のホールの担い手や鑑賞者、またプロアーティストの人材育成のためにも、若年層
向け、子ども向けの事業の開催を検討していきたい。

ホール担当者の意見・評価
一般財団法人 須坂市文化振興事業団　中澤　淳
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　須坂市は、長野県北部に位置する人口約５万人規模の都市です。江戸時代は須坂藩の陣屋町であり、
明治から昭和初期にかけては製糸業で栄え、今もなお当時の繁栄を偲ばせる土蔵や大壁造りの商家が残
り、蔵の街並みを保存・活用した街づくりが行われています。
　今回の舞台は須坂市文化会館メセナホールで、ホールを運営する須坂市文化振興事業団の中澤さんと
賀野さんが担当されました。おふたりはアーティストプレゼンテーションでモデトロ・サクソフォン・
アンサンブルが披露した「音楽で喜怒哀楽を表現するコーナー」に感銘を受け、須坂市のこどもたちに
届けて音楽に興味を持ってもらうきっかけにしたいと指名されました。

　アクティビティは小学校２校、中学校吹奏楽部２校にて行われました。
　１日目は森上小学校と墨坂中学校吹奏楽部。モデトロ・サクソフォン・アンサンブルは、アクティビ
ティの最後に必ずサクソフォン四重奏のオリジナル作品を取り入れており、今回は小学校ではサンジュ
レー、中学校ではベルノーの一部楽章を演奏されました。予備知識なしでは比較的難易度の高い作品に
思われますが、最終曲に至るまでの丁寧な説明とモデトロメンバーの親しみやすいトークで最後まで集
中を切らすことなく興味深く鑑賞できていた様子でした。アクティビティ終了後は自然とサイン会がは
じまり、モデトロ・サクソフォン・アンサンブルの親しみやすい人柄がこどもたちにヒットしていたよ
うに感じました。
　２日目は豊洲小学校と常盤中学校。小学校訪問前に、メンバー１名の体調不良により急遽トリオでの
プログラムに変更となりました。開始数時間前の急な編成変更にもかかわらず、誰も弱音を吐くことな
く前向きにトリオでできることをぎりぎりまで考え、開始数秒前まで合わせを行い、無事にアクティビ
ティを行うことができました。中学校では座談会のように質問コーナーを長めに開催しました。メンバー
全員が吹奏楽部出身ということで、質問者の気持ちがわかりすぎる彼らだからこそできる親身な返答に、
中学生たちも興味津々な様子で質問が飛び交いました。

　コンサート前夜より、代打の秋山圭輔氏が駆けつけて、ぎりぎりまでプログラムの練り直しを行い、
コンサートは無事カルテットで演奏をすることができました。公演にはアクティビティで訪れた小中学
校の生徒と家族がたくさん駆けつけ、モデトロサクソフォンアンサンブルにファンができていたように
感じました。

　今回の担当である中澤さんは、「好きな食べ物は何ですか？」と聞かれて「モデトロさんです」と答
えてしまうほど、終始モデトロ愛に溢れていました。そんな中澤さんは、最初の打ち合わせ時は計画に
行き詰ってしまい、アクティビティやコンサートのアイディアが思い浮かばない様子でした。しかし、
モデトロ・サクソフォン・アンサンブルが現地入りしてアーティストとともに試行錯誤することで、徐々
に自らの考えや感想を発するようになったり、本番はステマネとして舞台袖で指示を出したりと、担当
者の変化を見ることができました。何より、予期せぬ事態に担当者をはじめ、おんかつチーム全員で乗
り越えようとサポートする姿勢があって、全行程を滞りなく終えることができたのではないかと思いま
す。
　中澤さんは今回のおんかつの目標を「この演奏を聴いたこどもたちが、将来演奏家となってメセナホー
ルに戻ってきてほしい」と話されていました。すぐに結果が見える目標ではありませんが、今回の演奏
を聴いたこどもたちは少なからず音楽の楽しさが伝わったのではないかと思います。メセナホールには、
今後もこの大きな目標に向かって、音楽のすばらしさを伝え続ける事業を期待したいと思います。

アシスタントレポート
濱口　展香（公益財団法人三重県文化振興事業団 三重県文化会館 事業課 音楽事業係）
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アクティビティ
タイトル：�子どもと大人のための打楽器コンサート　 

～見て！聴いて！さまざまな音を楽しもう！～
期　　日：令和５年10月20日　９：30 ～ 10：15
会　　場：安曇野市立明北小学校　視聴覚室
参 加 者：１・６年生　33名
　タンバリン、ウッドブロック、トライアングル、スネアドラム、
マリンバによる、全７曲の演奏、簡単な楽器紹介などのトークを
行った。間にリズム遊びとアンサンブル体験を入れて体験型のプ
ログラムを行った。

タイトル：�子どもと大人のための打楽器コンサート　 
～見て！聴いて！さまざまな音を楽しもう！～

期　　日：令和５年10月20日　10：40 ～ 11：25
会　　場：安曇野市立明北小学校　視聴覚室
参 加 者：２・３・５年生　39名
　タンバリン、ウッドブロック、トライアングル、スネアドラム、
マリンバによる、全７曲の演奏、簡単な楽器紹介などのトークを
行った。１回目のリズム遊びでの子どもたちの反応を踏まえて少
しわかりやすいリズム遊びの工夫をした。

タイトル：�子どもと大人のための打楽器コンサート　 
～見て！聴いて！さまざまな音を楽しもう！～

期　　日：令和５年10月20日　14：30 ～ 15：30
会　　場：堀金公民館　スタジオ
参 加 者：フリースクール　ひかりの学校１～６年生、保護者　20名
　マリンバ、タンバリン、ウッドブロック、トライアングル、ジャ
ンベによる全７曲のミニコンサートと楽器紹介などのトークを
行った。リズム遊びは取り入れず、雅晴氏が楽器（ジャンベ）を
児童一人ひとりに叩いてもらいながら会場を練り歩いた。…
終了後、児童たちのお礼の楽器演奏にカメハが打楽器をあわせて
合奏を行った。

実施団体：安曇野市、安曇野市教育委員会
実施時期：令和５年10月20日（金）～令和５年10月22日（日）
出演アーティスト：カメハ（パーカッションデュオ）
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タイトル：�子どもと大人のための打楽器コンサート　 
～見て！聴いて！さまざまな音を楽しもう！～

期　　日：令和５年10月21日　10：00 ～ 11：00
会　　場：穂高幼稚園　プレイルーム
参 加 者：園児、保護者　54名
　タンバリン、ウッドブロック、トライアングル、スネアドラム、
マリンバによる全８曲のミニコンサートと楽器紹介などのトーク
を行った。手拍子のリズム遊びを取り入れ、親子で参加してもらっ
た。年齢層を考え「さんぽ」を取り入れ、園児たちに親しみやす
い内容となった。「穂高幼稚園歌」をカメハがマリンバで披露し、
園児が一緒に歌ってくれた。

コンサート
タイトル：�子どもと大人のための打楽器コンサート 

～見て！聴いて！さまざまな音を楽しもう！～
期　　日：令和５年10月22日　11：00 ～ 12：00
会　　場：穂高交流学習センター「みらい」　多目的交流ホール
参 加 者：子供、大人　53名
　マリンバ、タンバリン、ウッドブロック、スネアドラム、ジャ
ンベによる全10曲演奏と楽器の紹介などのトークを行った。演奏
者の動きに合わせた手拍子のリズム遊びを取り入れた。雅晴氏が
ジャンベ演奏をしながら会場を練り歩き、子どもにも楽器をさわっ
てもらった。演奏者から参加者への投げかけに、参加した子供が
積極的に返答する場面があった。
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①　応募の動機・事業のねらい
　安曇野市内の公共ホールは200 ～ 500人と小規模ながら、市民に親しまれている。これまでにも若手
の音楽家の選出を行ってきたが選出された音楽家の活躍の場が提供できていない。本事業で市民向けの
コンサート、学校でのアウトリーチなどプログラムの工夫、市民の親しみ方を学び、今後の若手音楽家
の活躍とホールの活性化に繋げたい。

②　企画のポイント
　学校にもあり一度は触れたことのある打楽器で、普段自らコンサートなどには行けない子どもたちを
対象とした。一流の若手音楽家の視点で、格調高い音楽をより身近に知るため、クラシック音楽にポピュ
ラー音楽をまじえることで親しみのあるプログラムとした。楽器への親しみを深めるため、一般的なコ
ンサートでは知ることのできない打楽器の音を披露してもらい、実際に楽器にさわってみることで打楽
器の音の広がりを知ってもらう工夫をした。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　子どもを対象とする場合、就学年齢によりどれくらいの時間集中できるのか、どのような言葉なら伝
わり、興味を持って聞いてもらえるかが未知数であった。打楽器は身近であるが、打楽器単独でのコン
サートは一般的にイメージしづらく、「どんな内容が楽しめるか」の事前告知に難しさを感じた。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　学校の先生方に子どもたちの様子を詳しくお聞きし、園児や児童が良く知っている曲を取り入れるこ
とで興味を惹くよう工夫した。言葉はより分かりやすく、専門的な用語は言い換えを検討してもらった。
一方的に演奏を聴くだけではなく、実際に打楽器をさわったり、リズム遊びをすることで、体験できる
内容もプログラムに盛り込んだ。そういった内容を、参加者にも伝えるよう努めた。

⑤　事業を実施しての成果
　楽器の移動さえクリアできれば、非日常の音楽体験が学校でも提供でき、参加人数を40人以下にする
ことによって、参加者と演奏者の距離が近づきよりコミュニケーションが深まることが分かった。短期
間ではあったが、全４回のアクティビティを１回１回見直し、工夫を重ねることで、最終的にどういっ
た形であれば子どもたちにとって良い音楽体験になるのか、様々な事を学ぶ事が出来た。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　学校等へのアプローチは、事前の下見とその後の打ち合わせで、コーディネーター、演奏者ともすり
合わせることができたが、市民向けのコンサートにおいては、新たな客層に対し、どういった工夫が必
要であるか、もう少し相談し、情報共有ができたらよかった。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　今回使用したホールの存在は多くの市民が知っており、様々な目的で利用する機会が多い。ホールは
小規模であるので大きな催しはできないが、入場料も手ごろで、より質の高い音楽体験が求められてい
ることが、訪問先の児童・生徒、保護者、先生方のお話から分かった。

ホール担当者の意見・評価
安曇野市教育委員会　塩原　理絵子
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１．はじめに
　安曇野市は、南北に広い長野県の中でも中央から少し北西に位置している。蓼川が美しい大王わさび
農場や美味しい信濃そばが有名で、この地に訪れる観光客も多い。また、芸術にゆかりのある街でもあ
り、20館をも超える美術館・博物館は「安曇野アートライン」として国内外の多くのアート好きに愛さ
れている。周りを見渡すと、北アルプスの美しい山々が見え、大自然の迫力に圧倒される。
　今回のおんかつは、市の教育委員会文化課が主体となり、穂高学習交流センター「みらい」を中心に
安曇野市内をめぐった。アーティストには、打楽器デュオのカメハが選ばれた。なかなか単独で演奏を
聞く機会が少ない打楽器だからこそ、音楽を身近に分かりやすく感じてもらえるのではないかという狙
いだ。

２．コンセプト
　今回はホール担当者の塩原さんのアイディアで、コンサート、アクティビティともに子どもたちとそ
の家族を対象とすることになった。以前、塩原さんの甥が、学校で聞いた演奏に感動して音楽に興味を
もち、家族をコンサートへ連れて行ったことがあるのだという。音楽や芸術の身近な体験が子どもたち
にとって豊かな原体験となるのではと、これからの教育課程で出会うであろう音楽の導入の場として今
回のおんかつを制作してみたいとのことだった。
　アクティビティでは、小学校と幼稚園のほか、普段は学校へ登校しづらい事情を持つ子どもたちが通
うフリースクールへ行く計画をした。塩原さんは以前より、フリースクールの子どもたちが、普通校に
通う子どもたちと同じだけの芸術体験ができないことに課題に感じていたとのことだ。塩原さんの思い
がこもった行き先となった。

３．アクティビティ、コンサート
　アクティビティでは、普段、見たり触ったりする機会の多い打楽器（タンバリンやトライアングル）
がカッコよく演奏される様子に子どもたちは釘付けだった。また、彼らにとってはめずらしい楽器であ
るマリンバ、シロフォンの美しい音色にも耳を澄ませ、目の前で繰り広げられる音楽を真剣に受け取っ
てくれた。
　フリースクールの子どもたちには、普段通っている施設から近くの公民館まで来てもらった。公民館
を会場としたのは、スクールの先生から、教室以外のいつもとは違う場所で体験してもらいたい、外部
とのコミュニケーションを大事にしていきたいとの理由があったからである。アクティビティが始まる
前に、先生からは「２曲目が始まるまでに歩き出したり動き出したりしてしまったら、すみません」と
言われていたが、実際は１人も椅子から離れることなく、最後まで演奏とトークを一生懸命聞いてくれ
た。また、普段スクールでは、子どもたちも音楽を演奏しているということで、当日は各々好きな楽器
を持ってきていた。アクティビティ終了後、子どもたちが今練習している曲を披露してもらうことになっ
たのだが、カメハの２人も即興で演奏に加わり、１曲一緒に演奏することとなった。まさに音楽を通じ
て心を通わせあっているような、感動的な時間であった。
　コンサートは、午前11時から開始して休憩なしの１時間のコンサートとした。集客に苦労したが、少
人数ならではのアットホームな雰囲気で、４歳の子どもからご高齢の方まで幅広い年齢層の方々が楽し
んでくれた。演奏の途中でお客様に手拍子や振り付けで音楽に参加してもらったり、アーティストが客
席近くまで行った際にジャンベを叩いてもらったりと、参加型のコンサートとなった。

アシスタントレポート
栄　咲季（�公益財団法人東京都歴史文化財団 東京文化会館 事業企画課 事業係）
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４．おわりに
　終演後の反省会にて、コンサートの集客が難航した点については、担当一同の反省事項として挙げら
れた。興行的な事業ではないにせよ、いかにより多くの、そして幅広い人々に文化芸術を届けることが
できるか・集客に繋がるかということは、今後も引き続きの課題となるであろう。市の事業という立ち
位置を利用して、今後は市の広報やマスコミとも連携して事業を拡充していけると、より良い効果が生
まれてくるのではないだろうか。
　今回、フリースクールの子どもたちと一緒に過ごした時間は特に濃密な時間だった。学校で過ごしづ
らいと感じる子どもたちに、学校へ通う子どもたちと変わらない芸術体験をしてもらいたいという塩原
さんの熱意は、これからも原点として大切にしていただきたい。今回のおんかつでは、教育委員会とい
う立場から見える視点・課題に、塩原さんがおんかつを通してどのようにアプローチしていくのが良い
のか悩んでいる姿が印象に残っている。子どもたちの未来、地域の未来に繋がる事業を、今後も展開し
ていってくれるだろう。
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アクティビティ
タイトル：唱歌を歌う会
期　　日：令和６年２月２日（金）10：30 ～ 11：15
会　　場：総合町民センター　ふれあいホール
参 加 者：唱歌を歌う会　会員
　滝廉太郎の「花」からプログラムが始まったが、よくご存じの
曲のせいか、唱歌を歌う会のみなさんが伴奏につられて歌い出す
という微笑ましいハプニングもあった。彼の代表作ともいえる「荒
城の月」を歌ってもらいその後西村さんから歌唱指導もしていた
だいた。また、ＭＣでは山田耕筰について詳しく説明され、「赤と
んぼ」などを熱唱された。

タイトル：大野クローバー幼稚園
期　　日：令和６年２月２日（金）　13：30 ～ 14：15
会　　場：大野クローバー幼稚園ホール
参 加 者：大野クローバー幼稚園　年長児（そら組）
　初めてのコンサートを体験してもらう。音楽の楽しさを伝える
ことと、音楽会という非日常の雰囲気を感じてもらい、音楽の聴
き方（聞くときと拍手をするとき）を少しでも理解できるように
アプローチする。大きな箱を置いて、何が出てくるのか子ども達
は興味津々となり惹きつけることが出来た。「幸せなら手をたたこ
う」では手足を動かし時には大きな声を出し子ども達の喜ぶ姿が
見られた。

タイトル：親子体操教室
期　　日：令和６年２月３日（土）10：30 ～ 11：15
会　　場：総合町民センター　ふれあいホール
参 加 者：親子体操教室の親子
　親子で初めてのコンサートを体験してもらう。音楽の楽しさを
伝えることと、音楽会という非日常の雰囲気を感じてもらい、音
楽の聴き方（聞くときと拍手をするとき）を少しでも理解できる
ようにアプローチする。子どもが２～３歳児のため、体操マット
をステージの床にひき、リラックスして歌を聴いてもらうことに
した。西村さんが歌のおにいさん的な役になり「幸せなら手をた
たこう」では立ち上がり走り出す子もいて盛り上がりを見せた。		
	

実施団体：大野町総合町民センター管理運営共同体
実施時期：令和６年２月２日（金）～令和６年２月４日（日）
出演アーティスト：西村　悟（テノール）加藤　紗耶香（ピアノ）
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タイトル：大野町少年少女合唱団
期　　日：令和６年２月３日（土）　14：00 ～ 15：00
会　　場：総合町民センター　ふれあいホール
参 加 者：大野町少年少女合唱団
　初めてオペラを聞く児童がほとんどであると考え、オペラ（声楽）
のルーツや、発展の仕方などを伝えること。また、西村さん自身
の経験を歌の内容に沿って話し、「夢」を持つことの大切さ、夢を
持つことで人生を豊かにできるかお話ししていただきた。「魔王」
を歌う前に、クイズを交えながら身振り手振りを用いて子どもに
も分かり易く歌い分けをした。共演曲の「カントリーロード」ア
ンコール曲の「ふるさと」の歌唱指導も行った。

コンサート
タイトル：�西村悟 五感で楽しむ音楽会（西村悟　テノール、加

藤紗耶香　ピアノ）
期　　日：令和６年２月４日（日）　14：00 ～ 16：00
会　　場：大野町総合町民センターふれあいホール
参 加 者：一般
　西村悟がレストランの支配人となり、歌を紹介していくという
２部構成のプログラム。山田耕筰の名曲から、シューベルトの「魔
王」、カンツォーネメドレー、西村さんにとって思い入れがあるプッ
チーニの名曲「誰も寝てはならぬ」などを歌った。第２部の最初
には地元の少年少女合唱団と「カントリーロード」、アンコールで
は全員で「ふるさと」を歌い会場は大いに盛り上がりを見せ、予
定より30分押しで終演した。			 
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①　応募の動機・事業のねらい
　小・中・高校と夢に向かって体育会系の人生を歩んで来た人が、無謀とも思える音楽教師になる夢を
持って音大へ進み、歌の道を究めたい、オペラ歌手になりたいと夢を実現してきた事に感動しました。
このように夢を持ち達成に向けて努力する大切さを子どもたちに伝えたい。
　また、町民にはテノールの素晴らしい歌を聴いていただき、感動と共に興味を持っていただきたいと
思います。
　「歌のレストラン」の企画により、クラシック音楽に興味のない、食べず嫌いな方々にも足を運んでい
ただき、歌を、前菜、スープ、メインディッシュ、デザート等に料理して、音楽を味わっていただきたい。

②　企画のポイント
　アクティビティでは、子育て中の親子から幼稚園児、地元の合唱団、コーラス教室に通っているご年
配の方まで幅広い年齢層をターゲットにし、本物のオペラ歌手の声量や歌にかける思いを存分に味わっ
ていただく。
　またコンサートでは、町内外のクラシックファンはもちろんのこと、近隣の方々まで足を運んでいた
だき、今まで体験したことのない音楽の良さを知り、午後の優雅なひと時を過ごしてもらう。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　アクティビティでは参加団体を決めるまで時間がかかっった。
　コンサート本番前には、急に舞台の小道具を揃える必要が発生した。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　締め切り近くにようやくアクティビティ先が決まりましたが、関係各所にはご迷惑をおかけしました。
　小道具などは、現場の舞台監督や事務所の職員に依頼しなんとか揃えることができました。

⑤　事業を実施しての成果
　クラッシックコンサートの集客にはいつも苦労していますが、今回管理運営共同体の企業だけでなく、
共演者のご家族、知人、地域の方々までみなさんのご協力で想定外の集客ができました。
　いつもコンサートなどを開催する時は企画段階から携わることがほぼないため、今回コーディネー
ターの赤木様をはじめ、サブコーディネーターの間杉様、地域創造の矢嶋様の知恵と発想力により、も
のづくりのノウハウを少しでも吸収できたものと感じます。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　今まではイベントを企画する時、プロモーターにおまかせ的なところが多分にありました。主催者と
してより良いものを創るという自覚を持ち、これからは今回の経験を活かしお客様目線でひとつひとつ
積み上げ、より充実した内容のものを創っていきたいと思います。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　ホールは、お客様からのご意見やご提案などをできるだけ吸い上げ、町のシンボルとして恥ずかしく
ない事業・イベントを開催していく使命があると常日頃感じています。お客様に喜ばれる事業やイベン
トをどのように企画し目標を達成できるか、これからも勉強していかなければならないと考えます。

ホール担当者の意見・評価
大野町総合町民センター　水谷　哲也
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<初めに>
　大野町は人口２万1,760人、富有柿が名産品の町である。名古屋駅が割と近いため、買い物や遊びに
行く時は皆名古屋に出るらしい。さて、本事業の主催にあたる大野町総合町民センターは大野町唯一の
ホールを有する施設である。その指定管理に入っているのが大野町総合町民センター管理運営共同体で
あり、担当の水谷館長はホール・図書館の両方の館長を兼任している忙しい方である。地元との繋がり
も強く、今回は大野町ならではの団体へのアクティビティが決まった。本事業では唱歌を歌う会、クロー
バー幼稚園、親子体操教室、少年少女合唱団を対象にアクティビティを行い、最後に大野町総合町民セ
ンターふれあいホール976席でコンサートを開催することとなった。
　アーティストはテノール歌手の西村悟である。

<アクティビティ >
　今回、４つのうち３つのアクティビティをホールで開催できたのは、アーティストの身体への負担を
考えても幸いだった。ホールの奥側にアーティストが立ち、ホール前方に席を並べてアクティビティ対
象者に座ってもらった。体操教室は２〜３歳の子供とその保護者が対象だったため、運動マットを敷い
て、そこに子供たちが座るようにした。今回アクティビティ対象者が多岐に渡るため、アーティストが
プログラムを考えるのは一苦労だったと思うが、３つのプログラムいずれも対象者に細やかに寄り添う
充実した内容だったと思う。１つ目は唱歌を歌う会に合わせて、日本の唱歌を中心に構成したものであ
る。冒頭は「花」から始まったが、唱歌を歌う会の会員の皆様が一緒に歌い出したのは印象的だった。「赤
とんぼ」「初恋」「落葉松」と続き、「荒城の月」では会員も一緒に歌った。MCでの主旋律と副旋律に
ついての話、心で伝えるとは何か、についても会員の皆様はよく頷いていた。２つ目のアクティビティ
はクローバー幼稚園・親子体操教室の幼児むけに構成した内容である。歌というプレゼントを箱の中に
詰めてみんなのために持ってきた、という設定で箱からその歌に関連するもの（「おにのパンツ」なら
虎柄のパンツ、「赤とんぼ」ならとんぼの模型）を取り出して次々に歌う展開は素晴らしいアイデアだっ
たと思う。参加型の曲は「幸せなら手を叩こう」「きらきら星」の２種。「幸せなら手を叩こう」ではど
こを叩きたいか子供にリクエストを聞いてまわりながら歌を展開する。「きらきら星」では童謡だけで
なく、様々な種類の「きらきら星」をピアノで聴かせながら音に合わせて好きに動く、というアクティ
ビティをした。どう動いていいか分からない子には近づいてサポートを行った。なお、クローバー幼稚
園には地元の新聞の取材が入り、翌日には新聞掲載された。３つ目のアクティビティは少年少女合唱団
に向けたものである。この少年少女合唱団は平成４年に設立され、OBOGも多く、アクティビティ当日
は保護者やOBOGも見学に駆けつけた。歌が上手くなりたい少年少女に対してアーティストは真摯な
プログラム構成で応えたと思う。「オーソレミーオ」「リゴレット」に始まり、「魔王」はドイツ語で歌っ
て、どんな役が歌に出てきたかを子供たちに当てさせた。「カントリーロード」では子供たちと一緒に
合唱し、情景を思い浮かべてそれを共有しながら歌うことの大切さ、夢に向かって一生懸命やることの
大事さをMCでは説いた。そして「鴎」、最後に「誰も寝てはならぬ」を歌って終了。終了後も子供たち、
特に男児たちからは質問が多く、充実したプログラムとなった。

<コンサート>
　ホールの希望としても、アーティストの希望としてもとにかく沢山のお客様に来て欲しい見て欲しい、
という思いがあった。広報・集客に関して、担当が水谷館長１人ということもあり、なかなか手が回ら
ない部分もあったかと思うが、それでもチラシや取材の手配など堅実にやり遂げてくださった。本番当

アシスタントレポート
間杉　直子（合同会社STUDIO SHOWBOAT 代表（プロデューサー、ドラマターグ））
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日は様々な客層の方が１階席を埋め尽くした。
　ゲストとしてアクティビティ先の少年少女合唱団が出演することになったのも大きい券売の要素かと
思われる。
　コンサート内容としては「歌のレストラン」という強いコンセプトのもと、アーティストが支配人、
ピアニストがパティシエとなって、様々な歌をメニューとしてお届けする。衣装、小道具、照明の入り
方などアーティストもかなり練り上げこだわって挑んだ構成である。アーティストが作った詳細なMC
台本があったので、照明・舞台監督ともにやりやすかったのではないかと思う。曲の構成として「朝の
歌」「音楽に寄す」「魔王」「この道」「待ちぼうけ」、山田耕作メドレー、「落葉松」で一部を終え、２部
は少年少女合唱団との「カントリーロード」に始まり、「理想の人」、カンツォーネメドレー、「星は光
りぬ」、プッチーニメドレー、「誰も寝てはならぬ」、アンコールで「鴎」「グラナダ」、「ふるさと」で大
きな拍手とともに終了した。

<終わりに>
　非常にアイデア溢れ高レベルのアクティビティとコンサートの構成だった。その上でどのようにアー
ティストならではのオリジナリティを出していくかが、今後の課題と思われる。今回学校には行かなかっ
たが、是非小学校・中学校に行った場合のアクティビティも見てみたいと思わせる内容だった。
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アクティビティ
タイトル：学校アウトリーチ
期　　日：令和５年11月９日（木）　11：30 ～ 12：15
会　　場：津市立美杉中学校　音楽室
参 加 者：全校生徒　20名

　奈良県との県境にある津市の中心地から離れた地域にある学校
です。前任の校長先生が子どもたちに色々な体験をさせてあげた
いと今回ご応募していただいたと伺いました。
　演奏の他、４つの動物・感情・行動から１つずつ選び、モデト
ロが演奏で表現して情景を想像してみるというゲームを実施。全
体的にリアクションは控えめでしたが、登場時の「ドレミの歌」
では唯一手拍子をしてくれました。事後アンケートでは間近で聞
く音の迫力やプロの演奏技術に対する驚きの反応が寄せられてい
ました。

タイトル：学校アウトリーチ
期　　日：令和５年11月９日（木）　16：10 ～ 17：00
会　　場：津市立久居中学校　音楽室
参 加 者：吹奏楽部　20名
　会館から近い場所にあり学校行事等でもよく会館を利用いただ
いている学校で、今回は吹奏楽部を対象としたアウトリーチでし
た。引退した３年生のメンバーは急遽不参加になりましたが、入
部を検討している生徒（バリサクを担当予定）が１名参加してく
れました。演奏曲や想像してみるゲームはそのままで、楽器説明
の内容を吹奏楽部向けに変更した内容でした。急遽実施した質問
コーナーでは積極的に手が上がり、プログラム終了後も楽しそう
に交流している様子がみられました。顧問の先生からも「生徒の
目がキラキラ輝いており、大変楽しんでいる様子でよかった」と
好評をいただきました。

タイトル：学校アウトリーチ
期　　日：令和５年11月10日（金） 8 ：45 ～ 9 ：30（ 1 限目）
会　　場：津市立一志西小学校　音楽室
参 加 者：５年生　はな組　28名
　会館から比較的近い場所にあり、多くの児童がアルスプラザを
知っている・行ったことがあると回答。担任の先生からは大人し
いと聞いていましたが、事前に見ていただいたアーティストの紹
介動画の効果もあってか過度な緊張もなく良い雰囲気でスタート。
プログラムにはサクソフォンの本体や部品を触ってみるコーナー
があり、盛り上がっていました。児童から質問したいと声があがっ
たため、終了後に質問コーナーを実施。時間に限りがあったため
全員に対応することができず、事後アンケートに質問を書いてい
ただくことにして終了。２限目終了後の休憩時間には音楽室前に
サイン待ちの児童の列ができました。

実施団体：津市久居アルスプラザ（指定管理者：株式会社ケイミックスパブリックビジネス）
実施時期：令和５年11月９日（木）～令和５年11月11日（土）
出演アーティスト：モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏）
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タイトル：学校アウトリーチ
期　　日：令和５年11月10日（金）９：40 ～ 10：25（２限目）
会　　場：津市立一志西小学校　音楽室
参 加 者：５年生　ほし組　27名
　事前に担任の先生から聞いていた通り大人しい様子で、１限目
のクラスより聴く姿勢が強い印象でしたが、紙とペンを持ち込ん
でサインをもらう準備をして来ている児童もみられました。…
１限目と２限目の休憩時間を10分とっていただいたことにより、
最後の曲の演奏で15分の休憩時間に入って音楽室前に児童が集
まってしまい、集中が途切れてしまう場面がでてしまいました。
この回は質問コーナーを設けませんでしたが、終了後多くの児童
が控室に訪れ、サインをもらったり交流をして楽しんでいました。

コンサート
タイトル：�アルスdeクラシック　Modétro Saxophone 

Ensembleコンサート
期　　日：�令和５年11月11日（土）13:30開場、14:00開演、15:35終了
会　　場：津市久居アルスプラザときの風ホール
参 加 者：一般
　前半は聴き馴染みのある曲を、後半はモデトロらしさやサクソ
フォン四重奏ならではの魅力を楽しめる曲を演奏するというプロ
グラムでした。各曲の間にMCが入り、演奏はもちろんMCもわか
りやすく面白かったと好評でした。コンサート終了後にはお見送
りを実施。アクティビティで訪れた学校の子どもたちも、ご家族
や友達同士で足を運んでくれていました。
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①　応募の動機・事業のねらい
　会館としては2021年から毎年学校アウトリーチを実施していますが、昨年度よりアウトリーチ実施経
験のない自分が担当することとなり、おんかつからノウハウを学びたいと考え応募しました。
　津市は大規模合併により広大な敷地面積を持っており、中心市街地から車で１時間程度かかるような、
会館へ足を運ぶのにハードルが高い地域もあります。身近な空間で気軽に実演芸術に触れ、芸術家と交
流する機会を様々な地域に提供するとともに、小・中学校を訪れることで次世代の演奏者・鑑賞者の育
成へつなげることを目的としています。

②　企画のポイント
　地域の人にとってこのコンサートで初めて会うアーティストですので、まず来ていただくことを優先
しようと考えていました。間口を広く、気軽に参加しやすいようにチラシのデザインも軽い雰囲気にな
るよう工夫し、チケット価格はワンコインにしてハードルを下げました。当日は350名以上のお客様が
来場され、アンケートではまたモデトロの皆さんに来てほしいとのお声もたくさんいただきました。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
①�コンサートタイトル…チケット販売にあたって現地下見等も終わっていない早い段階でチラシの制作
を進めていたため、あまり具体的なイメージができず、コンサートタイトルをどうするのかは頭を悩
ませた点でした。

②�移動手段…移動する人数が多く、楽器の運搬もあり、かつ事業課の職員が軽自動車しか運転したこと
がないか普段運転をしないという人間ばかりだったので、移動手段がひとつの問題でした。

④　上記③をどのようにクリアしたか
①�同じ事業課のスタッフにもアイデアを出してもらったり、相談に乗ってもらいました。工夫を凝らす
よりもシンプルで伝わりやすいこと、テンポよく読めることを意識して、最終的に決定しました。

②�ジャンボタクシーを手配しました。行楽シーズンのため空き車両がないと回答されることが多かった
ので不安でしたが、地元のタクシー会社で手配ができました。

⑤　事業を実施しての成果
　アウトリーチで訪れた学校の子どもたちがご家族やお友達同士でコンサートに足を運んでくれてお
り、アウトリーチからホールへ足を運ぶという行動につながったことが非常に嬉しかったです。お見送
りの際もモデトロの皆さんとお話したり、写真を撮ったり、楽しそうに交流していて、アーティストと
の出会いが子どもたちにとって特別な体験になったのだと感じました。
　またコンサートについては、若手の演奏家による有料のクラシックコンサートは実は初めての開催で、
この地域でどの程度需要があるのか未知の部分でした。今回実施してみて、津市はもちろん市外の方も
多くいらっしゃっており、普段とは違う、新たな客層をアルスプラザへ呼び込むことができたように思
います。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　中学校でのアウトリーチは初めてだったのですが、吹奏楽部で普段音楽に触れている興味・関心の高

ホール担当者の意見・評価
津市久居アルスプラザ　北岡　初音
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い子たちと、そうではない子たちとでは空気感が全く異なり、中学生という年代へのアプローチに難し
さを感じました。今後も活動を続ける中で様々な事例を学び、アーティストとともにより良いプログラ
ムを届けられるように努めたいです。
　コンサートでは、お客様のスマートフォンが鳴る場面などがあり、演奏を聴く環境を十分に整えるこ
とができなかったのが反省点でした。間口を広げればそれだけホールに慣れていないお客様もいらっ
しゃるということなので、普段より気を付けて対策をすることが必要だと感じました。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　人手不足や移動手段のこともあり、会館の外で実施する事業に対して消極的な気持ちが消えないでい
ましたが、今回の取り組みを経てアウトリーチという事業の魅力を知ることができました。学校側の需
要は毎年一定あり、実施本数が限られるため何校かはお断りするような状況です。実施本数を増やした
り、学校側のニーズに合わせてジャンル等を選べるようにしたり、ということができたら理想的ですが、
現状では難しい状態です。毎年良いものを確実に届け、実績をつみ、教育委員会や先生方、子どもたち、
果てはそのご家族まで、信頼され期待されるようなホールを目指したいと思います。
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<初めに>
　久居駅を降りるとすぐ目に着くのは陸上自衛隊久居駐屯地である。駅前のカフェの店主が久居は明治
時代から歩兵隊や陸軍が駐屯していた街なのだ、と教えてくれた。そんな久居は古くは江戸時代の久居
藩に始まり、1970年に久居町から久居市へ名称変更、2006年に10市町村が合併し、三重県久居市から三
重県津市になった街である。そして本事業の主催にあたる津市久居アルスプラザ（以下、アルスプラザ）
は地元の人が待ち望んでいた芸術拠点であり、コロナ禍の中、令和２年に久居駅の近くに開場した。ホー
ル、ギャラリー、アートスペースを中心に、ピアノ練習やバンド練習のためのミュージックルームや講
座や会議、研修にも対応したカルチャールームなど、様々な用途に応じたスペースがあり、多くの人が
訪れている、まさに街の拠点と言っていい場所である。
　その指定管理に入っているのが公共文化施設の運営業務を専門的に行う株式会社ケイミックスパブ
リックビジネスである。民間の会社であるからか、アルスプラザの職員も地元の人は少なく、地元との
繋がりも若干弱いそうである。これまでもアウトリーチ事業は小学校を対象に行なっており、事業とし
ては３年目であるが、今回の担当であるアルスプラザの北岡さんが、音楽をより多くの子どもたちに届
けたい、ということで、本事業では街の中心から車で１時間かかる山中にある美杉中学校の全学年、比
較的近い久居中学校の吹奏楽部と一志西小学校５年生２クラスを対象にアクティビティを行い、最後に
アルスプラザのときの風ホールでコンサートを開催することとなった。
　アーティストはモデトロ・サクソフォン・アンサンブル（以下、モデトロ）である。

<アクティビティ >
　今回、モデトロは２種類のアクティビティを用意した。１つ目は中学生向けに「想像してみよう」と
いうゲームを軸にしたものであり、動物：ネズミ・猫・馬・象（リハで鶏→猫に変更）、感情：喜んで
いる・悲しい・怒っている・楽しい、行動：歩いている、走っている、寝ている、踊っている、から１
つずつ選び、その音楽をモデトロが奏でる。子どもたちに選んでもらってモデトロが奏でる、モデトロ
が選んで奏でた音楽が何を想像したものだったのか子どもたちに当ててもらうを繰り返し、音楽は色ん
な聴き方があっていいし、色んな意見があっていい、自由に楽しむものだ、というメッセージを伝える
ものである。もう一つは小学生向けに「楽器に触ってみよう」（サックス、マウスピース、リード、タ
ンポ）というコーナーを軸にしたものである。どちらもサックスの歴史や、ソプラノ・アルト・テナー・
バリトンの音色の違いの紹介、彼らの良さを最も発揮できる四重奏のミニコンサート（ドレミの歌、ア
トムハーツ・クラブ・カルテット、アルルのサックス展覧会、サンジュレー、ベルノー etc）を織り交
ぜており、バランスの良いプログラムと思われる。
　ほぼ生の音楽に触れたことがない美杉中学校の中学生たち、普段から楽器の演奏に慣れている吹奏楽
部の子どもたち、コロナ禍が始まった頃に小学校に入学して、音楽や芸術全般、学校行事の体験が少な
い一志西小学校の５年生たち、とそれぞれ反応が違っていた。音楽鑑賞に慣れていない子どもたちにとっ
てはベルノーの四重奏曲第四楽章を５分聴くのが難しいのではないか、３分30秒程度に収めるのが良い
のではないか、というのが個人的所感である。振り返りの会では毎回モデトロ４人全員がその手応えの
違い、出来たこと出来なかったこと、改善点をしっかりと言語化しており、懸念事項であったMCや「想
像してみよう」の流れを回を重ねるごとにブラッシュアップしていた。
　吹奏楽部では好きな曲を演奏してもらったことに感激して泣き出す子がいたり、小学校では子どもた
ちがアクティビティ後に押し寄せてサイン会になるなど、モデトロや主催者、我々にとってもモチベー
ションに繋がるような出来事があった。モデトロの親しみやすいキャラクターもまた子どもたちを惹き

アシスタントレポート
間杉　直子（合同会社STUDIO SHOWBOAT 代表（プロデューサー、ドラマターグ））



－54－

つけていたようである。

<コンサート>
　広報・集客に関しては早くからチラシの折り込み、フリーペーパー、ラジオCMなどアルスプラザが
積極的に動いて、10月の下見の時は160人程度、最後は当日券が50枚以上売れて、350枚以上販売が達成
できた。コンサート当日はアクティビティ先の子どもたちが来場しているのを多々目にすることができ、
北岡さんが目指していた子どもたちへのアプローチがアクティビティを通して十分に出来たのではない
か。親子連れ〜中高年まで多世代が並ぶ客席となった。
　また、アクティビティの様子を撮影した写真をA4に引き伸ばして、パネルとしてホール中２階入り
口に展示しており、子どもたちが良く反応していた。
　コンサート内容としてはアクティビティでも演奏したドレミの歌、スパカリや定番のG線上のアリア、
Jacob TVや燃えよドラゴンのテーマなどの変わり種を盛り込みつつ、最後にベルノーのサクソフォン
四重奏曲であった。ベルノーが22分程度の演奏であり、なかなか終わりどころが見えないのでまだ途中
の３楽章終わりで拍手が起こってしまうなどのハプニングも見られた。ベルノーの代わりに、もう少し
短めの曲を複数用意して、モデトロの魅力を多角的に伝える、というのも一つの手かもしれない。最後
のお見送りでは、多くのお客様が「素晴らしかった」「また来てほしい」と好意的な感想をモデトロに
伝えてくれ、今後の彼らのモチベーションにも繋がったと思う。

<終わりに>
　アルスプラザにとっても子どもたちにアプローチするいい機会となり、またアーティストにとっても
多世代にわたるファンが増え、今後久居で活動するための地場の形成が出来たように思う。ケイミック
スのアルスプラザの管理者としての期間は2025年までとの事ではあるが、今後も事業が継続し発展する
こと、そしてモデトロがまた久居でアウトリーチやコンサートの活動ができることを大いに期待したい。
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アクティビティ
タイトル：肌で感じる神ピアノ
期　　日：令和６年２月21日　９：45 ～ 10：30
会　　場：茨木市立水尾小学校第１音楽室
参 加 者：４年生　33名

　ピアノの魅力を様々な曲を通して伝えた。
　事前リクエスト曲の『魔王』では歌曲であるため、歌詞の意味
から物語を想像して聴いてみたり、『ノクターン』を聴いて思い浮
かんだ色（情景）を生徒に質問するなど、同じ音楽を聴いても正
解は一つではなく何通りもの感じ方がある。「イメージした色から
情景などを思い浮かべるのも音楽の楽しみ方の一つでもある」と
いうことを伝えた。ピアノの近くで見て欲しいとの声かけにも我
先にかけより熱心に聞き入っていた。いつものピアノとは違う音
の迫力に驚いている姿も印象的だった。

タイトル：肌で感じる神ピアノ
期　　日：令和６年２月21日　11：45 ～ 12：30
会　　場：茨木市立水尾小学校第１音楽室
参 加 者：４年生　27名
　同内容のプログラムを実施。
　人懐っこい生徒も多く、今田さんのお話に質問が出たり、演奏
中も体を揺らしてリズムをとったり和やかな雰囲気で楽しんでい
る様子がうかがえた。また『ノクターン』の聞き取り時にも「も
う１こある！」とたくさんの色を伝えてもらえた。質問のコーナー
でも次々と手が挙がり「何でピアノを始めたの？」「あっという間
に終わった」といった感想や質問が多く出た。

タイトル：肌で感じる神ピアノ
期　　日：令和６年２月22日　９：45 ～ 10：30
会　　場：茨木市立水尾小学校第１音楽室
参 加 者：３年生　30名
　同内容のプログラムを実施。『魔王』というタイトルを今田さん
が言うと歓声が上がり、演奏中も前のめりで聴いていた。ほかの
曲でも演奏に合わせて膝上で弾いている生徒もみえた。
　また、別室登校の生徒や不登校気味の生徒も保護者の方と廊下
から鑑賞してもらえた。時間の経過ごとに教室の中を覗き込むほ
ど興味をひかれている様子だったため、ほかの生徒が退室した後
に教室に入ってもらい間近で今田さんと少しだけお話・演奏をし
ていただいた。とても嬉しそうにしてくれている様子に目頭が熱
くなった。

実施団体：公益財団法人茨木市文化振興財団
実施時期：令和６年２月21日（水）～令和６年２月23日（金祝）
出演アーティスト：今田　篤（ピアノ）



－56－

タイトル：神ピアノを生で聴こう！
期　　日：令和６年２月22日　14：00 ～ 14：45
会　　場：クリエイトセンターセンターホール舞台上
参 加 者：ふれあいルーム登録者小中学生13名
　ホールと同じ建物内にある市内小中学校の不登校生徒支援室（ふ
れあいルーム）登録者を対象とした。授業時間に舞台上へ移動し
て開催。当日来館できなかった生徒のために撮影を行い後日デー
タを教室で見られるような工夫も行った。①～③のアクティビティ
に比べ年齢層も高く、普段使用している教室ではないことから、
緊張気味で反応は少なかったが、真剣に聴き入っている様子だっ
た。基本的なプログラムは同じだが、今田さんに曲のイメージの
聞き取り方などを工夫してもらったことで、時間の経過とともに
少しずつアクションも増え、最後は全員ピアノの間近で聴いてい
ただけた。

コンサート
タイトル：茨木・午後の音楽会　今田篤ピアノ・コンサート～生
で聴きたいクラシック～
期　　日：令和６年２月23日　14：00 ～ 15：45
会　　場：クリエイトセンターセンターホール
参 加 者：270人
　２部構成のプログラムで前半の一部では手元を反響板に中継す
るなど目でも楽しめる演出を行い、後半は音に集中して楽しめる
ようクラシックスタイルで開催した。当日ロビーではアクティビ
ティの写真や、感想の一部を張り出し、企画をより理解していた
だけるようにした。ＭＣでは街歩き時の地域ネタから作曲者、曲
に対する想い等盛りだくさんにしていただいたことにより、お人
柄も含め今田さんのことがより伝わった。公演アンケートからも
クラシックファンの方はもちろん普段はコンサートに行かないお
客様も楽しんでいただけたように思う。
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①　応募の動機・事業のねらい
　来場者の高齢化が課題となっているため、若い世代が来場するきっかけとしたい。市民にとっても馴
染みのある楽器＝ピアノによる、学校で使用している音楽を身近な場所で聴くことで、新たなファン層
の獲得を目指す。
　今田さんによる「美的感覚が時代や作曲者のバックグラウンドによって変わる。様々な美しさや感情、
そして価値観が存在する」ことを伝え、学校以外の世界、学校も今までとは別の見方もできるなど、多
面的に物事を考えられるきっかけづくりとしたい。
　また、youtube等動画やTVを観る子どもが多く、コンサートなどに行く機会が少なくなっている現
代に「直接聴く、肌で感じる」魅力を知ってもらえる場ともしたい。特にクラシックはスピーカーなど
を使わず、CDやTVなどで聴くのとは違う魅力が伝わりやすいので、その聴こえ方の違い、こんな曲だっ
たのか、こんなタイトルだったのかなど興味を示してもらえる機会にもしたい。

②　企画のポイント
　動画視聴に馴染んでいる子どもたちに生演奏の魅力を知って欲しい。
　普段来場数の少ない小学生親子世代のコンサートへの興味促進。
　同じ曲（もの）でも立場、見方、時代などで違う曲（もの）になる、多面的に物事を考えるきっかけ
作り。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
・�学校へのアウトリーチが初めてであり、教育委員会との調整・関係性づくりが思うように進まなかった。
　また、担当の先生方が多忙のため連絡を取りづらく、確認等に時間を要した。
・�公演当日照明担当者が体調不良で不在。目玉である「手元中継」の最終チェックが行えなかった。

④　上記③をどのようにクリアしたか
・�教育委員会関係各所に丁寧に何度も説明を行った。担当の先生方の連絡が取りやすい時間やメールを
聞き取りを行い連絡を密に行えるように対応した。

・代わりの照明技術者を急きょ要請し、対応できた。

⑤　事業を実施しての成果
　公演に向けて、様々な事を決定していく過程で、つい目の前の課題に合わせて考えてしまうところを、
コーディネーターの方々に「伝えたいことは何か」に常に立ち返り、共有して考えることの大切さを改
めて教えていただきました。
　アクティビティではキラキラした目で興味深く演奏に集中している子どもたちの様子が見られ、感想
文でも用意したスペースからはみ出すくらいの嬉しい感想をたくさん書いてもらうことができた。コン
サートにもたくさんお申込みいただき親子で楽しんでいただけた。
　コンサートでは、今田さんの多彩な演奏により録音ではない生演奏の魅力、イメージを膨らませて聴
くという音楽の楽しみ方を提供できたように思う。
　また、数曲手元の映像を反響板に映し出すことにより、あらゆる座席の方も楽しめる演出が大変好評
だった。

ホール担当者の意見・評価
公益財団法人茨木市文化振興財団 文化事業係　山田　理香
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⑥　事業を実施しての反省点・課題
　アクティビティ先の招待枠として席をまとめて確保したことにより、演奏中に子どもたちの私語が出
てしまった。
　普段ホール来場しない層への集客を行っていたのに、鑑賞マナー等のお客様へのフォロー不足があった。
　公演の楽しみ方を来場者に合わせて、あらかじめマナーについて提示するなどの工夫を行っていきた
いと思う。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　アンケートにて自転車・徒歩で来場されたお客様が40％を超えており、いつもより市民（若年層）の
方にご来場いただけたように感じた。
　クラシック音楽に馴染みのない方は、聴いたことがある曲、短い曲でないと受け入れられないのでは
ないかという懸念があった。しかし先に予告をしたり、その曲に対する想い等を伝えることにより集中
して聴いていただけただけではなく、「イメージが変わった」「チャレンジしたくなった」等、今田さん
の想いが伝わるような感想もいただいた。アプローチの仕方の重要性を再確認した。
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《はじめに》
　古くから都と西国を結ぶ交通の要衝として栄え、文豪・川端康成が少年期を過ごした茨木市は、人口
約29万人を擁する中枢中核都市である。京都・大阪のほぼ中間に位置し、市域南部はJR東海道本線、
阪急電鉄京都線などの公共交通機関や名神高速道路をはじめとした幹線道と活気の残る商店街のある住
宅地が、北部は山間に自然豊かな田園風景が広がる。茨木市市民総合センター（クリエイトセンター）は、
市域南部にあり1989年に開館し、現在は茨木市文化振興財団が指定管理者として管理・運営しており、
426席のセンターホールのほか、165席の多目的ホールや複数の会議室を有する茨木市の文化芸術の中枢
施設である。
　今回の茨木市文化振興財団の担当者は山田理香さんと上田久美子さん、アーティストはピアニストの
今田篤さん。山田さんが今田さんのピアノの音色に感銘を受け、強い想いとともに始まった茨木市おん
かつは、基本に忠実にそして今後益々発展していくような内容であった。

《コンセプト》
　今回のコンセプトは「生で聴きたいクラシック」。来場者にとって身近なピアノという楽器で、日常
の中で聞く機会の多いクラシック曲を今田さんの演奏や解説を通して多面的に捉えていただくと同時
に、ネットやメディアではなくホールで生の演奏を聴きいつもとは違う聴こえ方を感じてほしいという
山田さんの真摯な願いが込められている。アクティビティは、茨木市市民総合センターとしては初の試
みで市の教育機関との連携を目指し、市内小学校４年生３クラス及び不登校児童生徒支援室ふれあい
ルームで子どもたちを対象に実施することとなった。

《アクティビティ》
　アクティビティ①～③：茨木市立水尾小学校音楽室にて４年生３クラスを対象に実施した。子どもら
しさもありつつ大人の片りんを見せる４年生に対して、あっくん（今田さんご自身が子どもたちに自分
の呼び名を伝えていた）の優しい口調と情熱的な音色とのギャップに釘付けとなり心が動かされている
様子であった。今回、演奏されるか分からないということを伝えた上で、子どもたちからリクエスト曲
を集め、結果、「魔王」がプログラムにも組み込まれ（YouTube等でよく観られているとのこと）、さ
らに子どもたちから好評であった。ただ、「魔王」が演奏されたがゆえに、自分のリクエストした曲も
演奏されるのではないかという期待感が生まれてしまった感は拭えない。なお、普段はいわゆる保健室
登校の子どもが、最初は廊下で聴いていたものの徐々に教室に近寄り乗り出して聴いていた様子が印象
深く残っている。

　アクティビティ④：ホール舞台上にてふれあいルームに籍を置く子どもたちを対象に実施した。上述
の子どもたちと比べればその反応は読取りにくくもあったが、子どもたちと向き合った今田さんからは
「真剣に聴き、話も真剣なまなざしを向けてくださっていた。」とお話があった。不登校児童生徒は、様々
な理由で学校に行っていないというだけで、学校に行っている子どもと何ら変わらない（むしろ、より
感受性豊かなのかもしれない）ということを改めて感じた。ただ、感受性が豊かであるがゆえに、いつ
もとは違うホールのしかも舞台上という環境によって緊張感を与えてしまったかもしれない。
今回のアクティビティは小・中学生を対象として行われたが、全てを通して子どもたちの音楽に対する
感受性の豊かさと、それを引きだすアーティストである今田さんと音楽そのものがもつ力を改めて体感
することとなった。

アシスタントレポート
田口　正夫（公益財団法人西宮市文化振興財団 事業課 専門職員）
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《コンサート》
　前半は聴き馴染みのある小品を中心に反響板に今田さんの手元を映し出す視覚的な演出があり、後半
は「今田さんご自身の人生を変えた」というシューマンのピアノソナタ２番全楽章演奏をメインとした
内容で、聴きごたえのある骨太なプログラムであった。前半の手元を映し出す演出は、ショパンの「黒
鍵」、「革命」エチュードで行われた。映像に見入っていた来場者もその後モーツァルトピアノソナタ11
番「トルコ行進曲付き」を全楽章演奏で、再び来場者の視覚から聴覚に意識が戻った様子であった。こ
のような演出は、はじめてクラシックコンサートに来場される方にも親しみやすく感じてもらえるもの
の、どうしても聴覚ではなく視覚に意識が行ってしまう。そのため、今回のようにスポットで活用する
とより効果的だと感じた。後半は、アクティビティでも演奏された「魔王」で来場者の気持ちが高揚し
た後のシューマンのピアノソナタは今田さんご自身の強い思いも乗せられて、良い緊張感のある雰囲気
に包まれた。アンコールでは、ファジル・サイ編、ヴォロドス編の「トルコ行進曲」が演奏され、伏線
も見事に回収しつつ、来場者の高ぶりは最高潮に達し拍手も鳴りやまず幕を閉じた。

《さいごに》
　はじめに基本に忠実で更なる発展が期待される茨木市おんかつと述べた。今回のおんかつはまさに「守
破離」の「守」に値する。茨木市文化振興財団はすでに数々の主催事業を行っておりそのノウハウはあ
るものの、ご担当の山田さんと上田さんは先人の築き上げたおんかつの型やその精神、制作業務の基本
を守り、ひた向きに取り組まれた。また今回、市の教育機関との連携に初めて取り組まれたという意味
では同時に「破」の域に達していたともいえる。いずれにせよ、その真摯な想いは今田さんをして「魔
王」に取り組むきっかけとなり、さらに６カ月前から段階的な広報と合わせてアクティビティ先の先生
方のみならず子どもたちも動かした。約100人のアクティビティに参加した子どもたちとその保護者56
人がコンサートに来場するという結果となり（申込者数は62人／ご招待制）、一般も合わせて300人近い
来場者で、内容も集客も得がたい結果となった。もちろん、アクティビティに参加した子どもたちの心
を動かしたのは今田さんの演奏だったことは十分に承知の上で、山田さんと上田さんのその丁寧な仕事
ぶりにも敬意を表したい。2023年11月に開館した茨木市文化・子育て複合施設＜おにクル＞との協力や
棲み分けを進めつつ、今後アーティストとともに市内の様々な人々と関わり、様々な事業展開されるこ
とを見ていきたいと強く願っている。敢えて言うなら、コンサート演奏中に子どもたちがおしゃべりを
してしまい周りの方々を少し悩ませ、休憩中に注意しなければならなくなった。本来は音楽の楽しみ方
に決まり事はないものの、やはりマナーを子どもたちに伝える必要はある。このジレンマをどのように
伝えていくかは、次世代の鑑賞者育成の視点からも茨木にかかわらず全てのホールでクリアすべき問題
であろう。
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アクティビティ
タイトル：�西村悟（テノール）ミニコンサート～プロの歌声で空

気の振動を感じ、心が震える体験をしよう！～
期　　日：令和５年11月15日11：40 ～ 12：30
会　　場：八鹿青渓中学校音楽室
参 加 者：１年１組　37名　教職員　４名
　初めてのアクティビティということで、直前まで構成・演出を
検討し臨んだ。登場からスタッフに紛れて歌いだすなど、終始子
ども達を惹きつける演出の工夫をし、序盤は、乗りの良い曲で盛
り上げ、歌いながら演じるオペラの魅力を伝え、後半は、自身の
経験や曲に込めた作曲者の想いを語りながら夢や平和の大切さを
訴える内容。授業で取組む「魔王」なども含まれ、普段の授業と
は違うプロの歌声とピアノ伴奏に魅了されていた。

タイトル：�西村悟（テノール）ミニコンサート～プロの歌声で空
気の振動を感じ、心が震える体験をしよう！～

期　　日：令和５年11月15日　13：40 ～ 14：30
会　　場：八鹿青渓中学校音楽室
参 加 者：１年２組　36名　　教職員　３名
　同じ学校で昼休みを挟んで２回目で、ネタバレの心配をしたが、
先生方の配慮もあり、１回目同様に終始子ども達を惹きつけていた。
全体的な構成は変えず１回目の反省をふまえた曲順の変更により、
より良い流れで進行することが出来た。よく考えられた構成・演出
に子ども達の集中力も最後まで高く、「魔王」を演奏したあと西村
氏が物語の登場人物について質問をし、生徒は的確に答えていた。

タイトル：�西村悟（テノール）ミニコンサート～プロの歌声で空
気の振動を感じ、心が震える体験をしよう！～

期　　日：令和５年11月16日　11：35 ～ 12：25
会　　場：大屋中学校音楽室
参 加 者：１年生　22名　　教職員　５名
　３回目のアクティビティは、小規模校で前２回に比べると１ク
ラス当たりの人数も少なく、西村氏の緊張も前日に比べ和らいで
いた印象で、和やかな雰囲気で行われた。概ね前日と同じ構成・
演出であったが、子ども達の雰囲気をみて、少しＭＣの内容を変
えるなど、臨機応変に対応していると感じた。西村氏と加藤氏の
演奏に目を輝かせ・身を乗り出して聴き入る生徒の様子を見るこ
とができた。

実施団体：養父市
実施時期：令和５年11月15日（水）～令和５年11月18日（土）
出演アーティスト： 西村　悟（テノール）　 加藤　紗耶香（ピアノ）
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タイトル：�西村悟（テノール）ミニコンサート～プロの歌声で空
気の振動を感じ、心が震える体験をしよう！～

期　　日：令和５年11月16日　14：40 ～ 15：30
会　　場：義務教育学校 関宮学園音楽室
参 加 者：７年生（中学１年）　26名　　教職員　４名
　４回の中で一番元気のよいクラスであったが、子ども達の雰囲
気に流されるとこなく、落ち着いて演奏している印象を受けた。
ＭＣ中の子ども達の予期せぬ発言にも上手く対応し、周りの生徒
の集中を切らすことなく進行していた。４回とも中学１年生を対
象とし、同じ構成・演出ではあったが、学校やクラスの微妙な雰
囲気の違いで少しずつアクティビティにも変化を持たせ、何回見
ても飽きないアクティビティであった。			

コンサート
タイトル：�西村悟　五感で楽しむ音楽会　 

～歌のレストラン “ＶＩＶＡ” ～
期　　日：令和５年11月18日　14：00 ～ 15：50
会　　場：ビバホール
参 加 者：78名
　会場をレストラン、出演者を総支配人とパティシエに見立て、
コース料理を提供するように芝居仕立てでプログラムが進む演出。
西村氏の軽快なトークとテノールの歌声に加藤氏のピアノが花を
添えた。聴きなじみのある曲が多い選曲とトークの中に上手く盛
り込まれた解説で、クラシック初心者から楽しめる構成であった。
また、アンコールで歌った「鴎」と「ふるさと」の合唱では感動
で涙ぐむ観客の姿もあった。



－63－

①　応募の動機・事業のねらい
１�．本市では、令和３年度に文化芸術施策の企画部署を新たに設け、文化芸術事業を通じた地域活性化・
まちづくりの取り組みを始めたばかりであり、今後アウトリーチなど幅広い事業展開を検討している
ため、「おんかつ」の実施を通して、市職員がノウハウを学ぶきっかけにしたい。

２�．４つある公共ホールの中でもビバホールは、国際的なチェロコンクールを開催するなど、今後も音
楽ホールとして積極的に活用するため「おんかつ」を役立てたい。

②　企画のポイント
１�．クラシックファンの裾野を広げるため、多くの人に親しみのある楽曲を中心に初心者でも楽しめる
企画・プログラムで実施する。

２�．ビバホールの利用者の増を図るため、ホール所在地域外の方にもビバホールの取り組みに興味を持っ
てもらうための内容とする。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
１�．企画の対象をどのように設定すれば裾野の拡大につながるのか。また、初心者でも楽しめるクラシッ
クとはどのようなものなのか。

２．ホール所在地域以外から新たに人を呼び込むにはどのようにしたらよいか。

④　上記③をどのようにクリアしたか
１�．クラシックファンのすそ野を広げるためには、若い世代へのアプローチが必要と考え、アクティビ
ティ先を中学生に絞り、中学生が楽しめるアーティストとして西村悟（テノール）氏を選んだ。

２�．あえて、ホール所在から離れた地域の中学校へ行くことにより、ホール所在地以外からの集客を目
指した。

⑤　事業を実施しての成果
１�．アクティビティでは、クラシックのコンサートを聴く機会の少ない中学生でも、非常に熱心に聴き
入る姿勢が見られ、「楽しかった」「面白かった」「すごかった」などの感想を聞くことができ、魅力
的なプログラムで、聞く環境が整えば若い世代にも受け入れられることが実感できた。

２�．コンサートでは、集客が伸びていなかったものの、２～３日の間に関係団体等へ直接声掛けを行い、
結果的に無料招待という形ではあるにせよ、倍以上の人に足を運んでもらうことができた。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
・�チラシやポスターではレストランという設定に気を取られ過ぎ、「何をする」のか分かりづらいもの
になってしまった。

・宣伝開始から本番までが短期間となり、十分な周知期間が取れなかった。
・集客の予測が甘かった。
・子どもをターゲットにするには保護者への働きかけが充分ではなかった。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
・�自家用車がホールまでの主な交通手段となる当市では、子どもや高齢者などを対象とする事業は、ホー

ホール担当者の意見・評価
まちづくり文化交流課　池田　卓也
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ルまで１人でも来ることができるような交通手段の確保も今後考えて行く必要があるのかもしれな
い。

・�有料のクラシックコンサートに集客が難しいのは、①一般的には「クラシックは敷居が高く自分には
分からない（楽しくない）」という考え、②関係団体等は「もしかしたらチケットもらえるかもしれ
ない」という考えがあるが、①の中には「本当は少し興味はあるけど、自分がクラシックを聴きに行
くなんて、何かちょっと恥ずかしい」みたいな考えの人もいるのでは。そんな人にどうアプローチし
たらいいのか。
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１．はじめに
　兵庫県は、日本海と瀬戸内海に接する南北に広い県だ。今回のおんかつの現場である養父市は、県内
でも日本海側に位置し、但馬地域と呼ばれるところにある。近くには、温泉や、志賀直哉の小説で有名
な城崎や、美しい雲海が絶景の竹田城があり、観光地に挟まれている土地という印象だ。
　養父市にはコンサートホールが４つある。今回のおんかつは、養父公民館内にある「ビバホール」で
実施した。このホールでは、長年にわたりチェロのコンクールが実施されており、著名なチェリストが
何人も輩出されてきた。チェリストをはじめ弦楽器の演奏者の中では知られているコンサートホールで
ある。
　アーティストはテノール歌手の西村悟さん。４月に実施したプレゼンテーション（アクティビティや
コンサートのデモコンサート）での西村さんのステージに好感が持てたとのこと。演奏の他、ユニーク
な演出やトークに魅力を感じ、今回オファーするに至った。担当者としては、クラシック音楽の堅苦し
いイメージを感じさせないようなコンサートを企画し、新しい客層を開拓したいとの狙いだ。

２．コンセプト
　今回の企画の根底には、若い世代にもホールに来てもらいたいという思いがあった。普段の客層は高
齢者が多く、ホールの次世代の客層を開拓することを目標として、まずは中学生の子どもを持つ保護者
層にアプローチを試みてみたいとの希望があった。したがって、ホール公演は中学生とその保護者や家
族に楽しんでもらえるような、親しみやすいコンサートを企画することになった。アクティビティでは、
市内の中学校をまわり、各学校の中学１年生を対象に実施することになった。

３．アクティビティとコンサート
　全４回のアクティビティでは、オペラのキャラクターを演じながら演奏したり、ちょうど中学１年生
で学習するシューベルト作曲の『魔王』を登場人物を演じ分けて歌ったりするなど、オペラ歌手がどの
ように歌うかや役になって歌うことの面白さを生徒たちに伝えた。また、「歌詞」にも注目し、平和な
世界への願いを込めて『鴎』を演奏した。生徒たちは、作詞した三好達治の思いや歌詞の重み、現状を
めぐる世界の様々な情勢に思いを馳せ、真剣に聴いてくれた。歌を歌うということの楽しさ、そして詞
の言葉の力を、中学１年生の素直な感性で受け取ってくれた時間であった。
　コンサートでは、４月のプレゼンテーションで演奏した「歌のレストラン」を上演した。この演目は、
作曲家をシェフ、楽曲を料理と見立てて、西村さん演じるレストランのオーナーが前菜から最後のデザー
トまで美味しい料理（音楽）を提供していく、という西村さんのオリジナルの構成となる。まさにレス
トランに来て料理が次々と出てくるような、普段オペラやクラシックとは全く関わらない人でも楽しめ
るステージだ。お客様には、有名なオペラの楽曲やドイツ歌曲、日本歌曲など、２時間たっぷりと歌の
世界を堪能していただいた。

４．終わりに
　養父市では、直前まで集客に悩んだ。実際の来場客としては、当初の狙いであった中学生の保護者や
家族というよりは、小学生からご高齢の方まで幅広いお客様がご来場された印象である。幅広い年代が
楽しんでくれたことは良かったが、若い世代をコンサートホールに呼び込むためには、どうすれば良い
かという課題が残った。コンサートの集客や客層の高齢化は、どの地域でも課題であると感じる。様々
な楽しみが増えた現代で、いかに次世代の客層を育てていくかというテーマは、首都圏をはじめ、どの

アシスタントレポート
栄　咲季（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京文化会館 事業企画課 事業係）
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ホールでも頭を悩ませているものの一つではないだろうか。
　現代では、音楽を演奏するだけでは人を集めることは難しくなり、企画性や社会的意義を見出すこと
が重要とされるようになった。しかしながら、こういった事業は、利益や集客などの、目に見える成果
にすぐに結びつくわけではない。数年かけて、社会にじんわりと芸術文化の多様な価値観が浸透してい
くものであると考えると、大変な長い道のりである。すぐに集客として結果が出なくても、細々とでも
良いので、工夫しながら忍耐強く継続していっていただきたい。
　今回のおんかつと同時期に、市内の別の施設では屋外アートや絵本の原画の展示が開催されており、
屋外アートでは市民と一緒に作成した作品も展示されていた。また、市内には廃校を活用してアーティ
スト・イン・レジデンスを実施しているNPO団体もある。養父市では、４つのホールに加え、美術や
文学など様々な作品を扱える機能が備わっている素晴らしい文化施設が多い。そういった各館や各団体、
各イベントとの連携も考えると、面白いことができるかもしれない。可能性がたくさんある養父市。今
後の活躍に期待である。
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アクティビティ
タイトル：ピアノってすごい
期　　日：令和６年２月８日　11：00 ～ 11：45
会　　場：市川町文化センターコミュニティホール
参 加 者：社会福祉法人いづみ福祉会　ゆうかり作業所（11名）
　優しいピアノから始まり、今田さんの挨拶、曲名や曲紹介など
作業所の方と対話をしながら２曲目、３曲目へ。魔王を弾かれた
ときはビクッとなりながらもピアノをじっと見つめていました。
トルコ行進曲では、体を揺らしながら聴く方がいました。今田さ
んへのお礼として、作業所さんより手話付きの歌のプレゼントが
あり、今田さんも目頭が熱くなっているように見えました。

タイトル：ピアノってすごい
期　　日：令和６年２月８日　14：00 ～ 14：45
会　　場：市川町文化センターコミュニティホール
参 加 者：甘地小学校・鶴居小学校４年生（42名）
　児童の一部の子がじっとしていられるか心配でしたが、45分間
のうちピアノに集中できているときもありました。また、今田さ
んとの対話や、リズムに合わせて手拍子をするなど体を動かし楽
しみました。小学校の先生から、初めての経験で多少の緊張があ
りましたが、ものすごい速さの手の動きに見とれ、鳥肌が立ち、
またわかりやすいトークで、あっという間に時間が過ぎていきま
した、と感想をいただきました。

タイトル：ピアノってすごい
期　　日：令和６年２月９日　11：00 ～ 11：45
会　　場：市川町文化センターコミュニティホール
参 加 者：はげみデイサービス（23名）
　この日のために、普段と違うおしゃれをし、お化粧をし、音楽
会に行くのよと、とても楽しみにしておられました。中には美容
院に行き髪をセットしてもらったと言われた方やカメラ持参の方
もおられました。演奏が始まるとじっとピアノを見つめ、また今
田さんとの対話の時は恥ずかしそうにしながらお話をされ、生き
生きとした時間を過ごされました。			 

実施団体：市川町
実施時期：令和６年２月８日（木）～令和６年２月10日（土）
出演アーティスト：今田　篤（ピアノ）
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タイトル：ピアノってすごい
期　　日：令和６年２月９日　14：00 ～ 14：45
会　　場：市川町文化センターコミュニティホール
参 加 者：川辺小学校・瀬加小学校４年生（43名）
　両校ともまじめな児童が多く、おとなしい感じに見えましたが、
今田さんの質問や問いかけに手を上げ自分の意見を発表したり質
問したりする子が多かったです。演奏はじっと手元を見る子や足
元を見る子など様々でしたが、どの子も目を開き、ピアノに釘付
けでした。また、今田さんのようにピアノを弾きたいと感想を言っ
た児童もおり、夢を持つきっかけとなりました。

コンサート
タイトル：�今田篤ピアノリサイタル～超絶技巧に酔いしれる今田

篤のピアノワールド～
期　　日：令和６年２月10日14：00 ～ 15：40
会　　場：市川町文化センターひまわりホール
参 加 者：
　ピアノリサイタル～超絶技巧に酔いしれる今田篤のピアノワー
ルド～と題し、リサイタルを開催しました。本格的なピアノのみ
のコンサートは初めてだったので、普段当ホールに来られない方
から、こんなピアノを聴きたかったと感想をいただきました。また、
今田さんの迫力ある演奏と優しいトークや行動のギャップに心奪
われるマダムも多く、今田さんの世界に引き込まれました。
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①　応募の動機・事業のねらい
　兵庫県内にあるホール担当者からアウトリーチのことを聞き見学に行かせてもらいました。その時に、
同じ小学生、こども園児なのに、この市の子たちはプロの演奏を間近で見ることができ、感動すること
ができるのに市川町の子たちにはこのチャンスを作ってあげないと体験できないんだと思い、おんかつ
事業に応募しました。プロの生演奏を近くで聴くことで、演奏者の表情や楽器の振動など音楽を感じて
もらい、心がワクワクしたり元気が出たり、プラスの変化をもたらすことをねらいとしました。

②　企画のポイント
　出演者の方のプレゼンを聴き、その中でも特に今田さんのピアノを小学生の子たちに見せてあげたい、
ひまわりホールで演奏していただきたい、と思いました。
　ポイントはシンプル、ピアノってすごい！をコンセプトに耳で聴くだけでなく、肌で感じたり見て楽
しんだりできるコンサートです。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　コンサートのチケット販売に苦労しました。テレビに出ていない若手のアーティストで、いかにチケッ
トを購入していただくか、どのようにPRするか、コーディネーターさんたちに相談しながら進め、で
きることは何でもしようとやってみました。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　プレゼンで感じた今田さんのすごさを自分の言葉で伝えるように心がけました。また、アドバイスを
いただいたことは、とりあえず何でもやってみる、ということでクリア？しました。

⑤　事業を実施しての成果
　アクティビティに参加した方から、喜びの声をたくさんいただきました。また、今田さんのようなピ
アノを弾きたいと目標をもつ児童もいました。
　コンサートの来場者は大満足で、すごいピアノを見せてもらったと感動の感想をいただいたり、ピア
ノを弾く真似をする子どももいました。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　アクティビティ先から本公演のチケット販売につなげることがあまりできなかったのが反省点です。
　アクティビティは、小学校、障害者施設、高齢者デイサービスを対象としていましたので、本公演に
つなげるとしたら、その方たちが家族もしくは一緒に来てもらえる方にお願いして連れてきてもらわな
いとコンサート会場に行けません。
　当館としては、本公演に来場いただきたいから、ひとりでも動けるような方たちの団体を対象にした
方が良いのか、自分一人ではホールに行けないから、あえてアクティビティ先として音楽に触れる方を
対象にした方が良いのか、集客を考えると悩むところです。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　ホールの集客はその時だけでなく、継続して来てもらえるように種まきだと思ってＰＲを続けてくだ
さいと言われたことが、確かにそうだと思いました。今回は、クラシックでピアノリサイタルという初

ホール担当者の意見・評価
市川町文化センター　堀次　千春



－70－

めてのコンサートでしたが、新しく「初めて来ました」とチケットを購入いただいた方もいました。何
をしたから集客につながったということではなく、この人を見てもらいたい、この人の演奏を聴いてい
ただきたいという気持ちでＰＲしていこうと思いました。
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　兵庫県市川町は兵庫県の中央部に位置する人口１万人ほどの町である。今回の “おんかつ” の舞台と
なったのは市川町文化センター。市川町文化センターは客席650席のひまわりホールのほか、150席収容
可能な平土間のコミュニティホール、和室や工房を持ち、開放的ないちかわ図書館、市川町生まれの脚
本家、橋本忍の記念館を併設する施設である。施設は2000年４月に開館し「町の花・ひまわりの花びら
から、優しく素直な形をイメージし、大きな感動や興奮がたくさん咲きますように」との思いが込めら
れている。今回の“おんかつ”では４つのアクティビティ全てをコミュニティホールでのインリーチとし、
アクティビティから本公演までまさにこの市川町文化センターで様々な感動や興奮が生まれたと言える
だろう。
　ホールの担当者は関西人らしい雰囲気を持つ堀次さん、選んだアーティストはピアニストの今田篤さ
ん。当初は別のアーティストを検討していた堀次さんであったが、４月のプレゼンテーションでの今田
さんの演奏を聴きその魅力に取り憑かれ、市川町の人々にも是非その演奏を聴いてほしいという強い想
いのもと今田さんを選んだ。
　アクティビティは、知的障がいを持つ方々が通うゆうかり作業所、通所介護施設（デイサービス）の
２団体に加えて、町内の全小学校４校の４年生を対象に２回に分けて行われた。前述の通り、場所は市
川町文化センターのコミュニティホールで行うインリーチの形をとった。事前研修での各団体との打ち
合わせでは、堀次さんの持ち前の気さくな人柄もあり、各団体の担当者と良い関係性が築かれているよ
うに見られた。作業所、通所介護施設に通う方々を対象としたアクティビィティではどちらも歌を一緒
に歌いたいというリクエストがあり、認識の違いから直前に急遽プログラムを調整する場面も見られた
が、どちらも温かい雰囲気に包まれた回となった。町内全ての小学校に届けたいという堀次さんの想い
もあり実現した小学４年生へのアクティビィティでは、「じっと座って聴くことが難しいかもしれない」
という先生方からの事前情報もあったが、実際には今田さんの迫力ある演奏に惹き込まれる児童たちに
先生も驚かれた様子だった。プログラムはベートーヴェンの《月光》、ドビュッシーの《月の光》を聴
き比べイマジネーションを刺激したり、子どもたちにも人気のあるシューベルト《魔王》、そして堀次
さんのリクエストで入れられたモーツァルト《トルコ行進曲》から、同曲のファジル・サイ、アルカー
ディ・ヴォロドス編曲版の３曲の演奏も組み込まれた。特に子どもを対象としたアクティビティの際に
は、時間内どのように子どもたちの集中力を持続させるかは課題の一つであるが、今回のプログラムは
本のページをめくればめくるほど次から次へと今田さんの魅力が溢れ出してくるような構成になってお
り、どの対象者も時間が経つにつれて更に集中していくような様子が見られた。また、アクティビティ
の前日に行ったランスルーでは些か慣れない様子もあった今田さんのトークもホールの方々やコーディ
ネーターの桜井さんのアドバイスを受け回数を重ねるごとに進化し、その様子を見届けるホール担当者
にも満足感を得られているようだった。
　ホール担当者がプレゼンテーションで受けた感動が大きな原動力となった今回の “おんかつ”、それ
は本公演でも顕著となった。例えばチラシには堀次さん自身の言葉で今田さんの魅力が語られ、実際に
その言葉がきっかけでコンサートに足を運ぶお客さんもいたようだ。つけられたコンサートのサブタイ
トル「超絶技巧に酔いしれる今田篤のピアノワールド」という言葉通り、プログラムが進むにつれて観
客が今田さんのピアノの世界に惹き込まれていく様子が舞台袖からも感じられた。
　コンサート後の振り返りでは広報の方法について話題にあがった。クラシック音楽のコンサートにお
ける広報や集客に関する課題は、全国どこのホールも持つ業界全体の大きな課題とも言える。「この方
法を取れば必ず満席になる」といったいわば特効薬のような方法は存在せず、各ホールがそれぞれの事
情や背景に合った方法を模索していることだろう。そして広報や集客は一つの公演の “数字” で成否を

アシスタントレポート
古橋　果林（音楽ワークショップ・リーダー／ファシリテーター、大阪音楽大学ミュージックコミュニケーション専攻助手）
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語られる傾向にあるが、決してそうではない。今回の “おんかつ” の場合、もちろん若手ピアニストの
リサイタルとしては十分な集客だったと言えるし、更には地道な広報の中でできた新たな人と人との関
係性、アクティビティを通して生まれた関係性、そして一連のホールとしての取り組みを認知してもら
うきっかけとなったこと…。数字では語られない様々な財産を得たと言えるのではないだろうか。今後
も人と人との繋がりを糧に、様々な事業を展開されることを期待したい。
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アクティビティ
タイトル：Modētro Saxophone Ensemble ～弓削音風景～
期　　日：令和６年１月25日　10：45 ～ 11：30
会　　場：久米南町立弓削小学校音楽室
参 加 者：３・４・５・６年生（36名）
　「ドレミの歌」を演奏しながら入場し、子どもたちは迫力ある音
に驚いた様子ながらも、すぐに演奏に引き込まれリズムを楽しん
でいた。各パートの楽器紹介やバリトンサックスの重さをあてる
クイズなど子どもたちに興味を与える企画が考えられていた。ま
た、楽器のキーボタンやリードなどパーツにふれ、一人一人のアー
ティストとの密な触れ合いも行えた。本格的な演奏も行い、子ど
もたちまた教員にとっても特別な時間となった。

タイトル：Modētro Saxophone Ensemble ～久米南中音風景～
期　　日：令和６年１月25日　14：40 ～ 15：30
会　　場：久米南町立久米南中学校小ホール
参 加 者：１・２年生（58名）
　多目的ホールで開催。前後の位置で響きに若干の距離や強弱を
感じたが、生徒側では音の溝はなかったとのこと。施設環境の重
要さを感じた。プログラムの一つで、動物をモチーフにした音楽
表現では、生徒が積極的に発言し、それぞれの想像を豊かに膨ら
ませることが出来た。同じ曲目でも音の強さやニュアンス、速度
の変化など、楽譜に書かれた指示をどのように解釈し表現するか
で印象が大きく変わることを学ぶ貴重な体験であった。

タイトル：Modētro Saxophone Ensemble ～神目音風景～
期　　日：令和６年１月26日　10：45 ～ 11：30
会　　場：久米南町立神目小学校音楽室
参 加 者：５・６年生（18名）
　１回目と同内容。「ドレミの歌」を演奏しながら入場。ダイナミッ
クな音に驚いて過敏に反応した児童もいたが、大半は明るく楽し
い音楽に触れ、繊細な指使いを間近に見ることが出来、興味津々
な様子であった。参加は少人数であったが、元気な児童が多い学
校で、子どもたちの知っているアニメの曲目や、校歌を取り入れ
た演奏など楽しい交流となった。音楽を聴きながら自然と身体が
揺れる子もいて音楽に触れる喜びを感じていた。

実施団体：久米南町
実施時期：令和６年１月25日（木）～令和６年１月27日（土）
出演アーティスト：モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏）
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タイトル：Modētro Saxophone Ensemble ～誕生寺音風景～
期　　日：令和６年１月26日　13：40 ～ 14：25
会　　場：久米南町立誕生寺小学校多目的教室
参 加 者：３・４・５年生　（18名）
　１回目とプログラムはほぼ同じ。しかし、毎回時間をかけ振り
返りを行いパフォーマンスが向上していくことを感じる。最後の
アクティビティであり、熱量も一入であった。各パートに分かれ
ての楽器説明では、児童とフランクな交流が行えており、敷居の
高いクラシック音楽の壁が取り払われたように感じた。一流のアー
ティストによる巧みな技術が繊細な音楽を生み出し、かつ、ダイ
ナミックで迫力ある演奏に児童は魅了されていた。

コンサート
タイトル：�Saxophone Soundscape Concert　サクソフォン

４人が紡ぐ音風景
期　　日：令和６年１月27日　14：00 ～ 16：00
会　　場：久米南町文化センターホール
参 加 者：一般
　早い段階からチラシ、広報紙など情報発信を行っていたものの
集客に苦戦していたが、当日券が70枚以上発券された。４回のア
クティビティに参加した児童生徒、教職員の来場が多数あったこ
とは「もう一度聞いてみたい」という本物の音楽の魅力を伝える
ことが出来たと感じている。伝統的な曲目から現代のものまで多
岐にわたるレパートリーで構成され、親しみやすい雰囲気のなか
で多彩な音楽体験が提供できたと感じている。
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①　応募の動機・事業のねらい
　ホールの利用率・認知度を上げたいと考え、自主事業の実施を企画したが、ノウハウが蓄積されてお
らず、コンサートの運営方法が分からなかった。本事業でコンサート運営等について学び、ホールの活
性化につなげたいと思い本事業に応募した。

②　企画のポイント
　アクティビティでは、「町の子どもたちに本物の音楽を体験してもらいたい」という思いから、町内
小中学校を開催場所として選定。アクティビティをきっかけに興味を持ちコンサートに行くという流れ
ができるように意識をした。
　コンサートでは、普段クラシック公演を行っていないホールなので、クラシックを身近に感じてもら
えるように工夫を行った。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　アクティビティのプログラムについて、詳細の共有及び把握ができておらず、直前に内容がが意図し
たものと異なることに気が付いた。A曲を演奏するという内容でも、１曲を演奏するのか、１節を演奏
するのかなど詳細について共有をしっかりと行うべきだった。
　町の名物である川柳とコンサートを掛け合わせ、オンリーワンの公演を作ろうとしたが、クラシック
との調和が難しかった。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　コーディネーター及びアーティストから提案をいただき、川柳を前面に押し出すのではなく、曲間の
トークの中で川柳を絡めることで、クラシックコンサートの雰囲気を大切にしながらも地域の方達に親
近感を持っていただけるコンサートとなった。

⑤　事業を実施しての成果
　アクティビティでは、普段ホールなどで音楽を聴く経験が少ない小中学生を対象として、本格的なク
ラシックを聞いていただくことが出来た。モデトロ・サクソフォン・アンサンブルのみなさんの交流が
魅力的なものであったため、コンサートではアクティビティ先の児童生徒、教員の来場が多く見られた。
また、ホールスタッフは企画構成にあたり、おんかつスタッフに多くのアドバイスをいただき、事業を
実施するうえで貴重な経験を得ることが出来た。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　アクティビティとコンサートでは、実施するにあたりコーディネーターをはじめアシスタントの協議
をオンラインやメールにより何度も行った。意見が一致しなかったり、意思疎通を図ることが難しい場
面もあったが、お互いが歩み寄り実施することが出来たと感じている。事業を進めるなかで本格的なク
ラシックを聞いていただくという観点から、乳幼児入場不可としたため、20 ～ 30代の来場が少なく、
中高年世代が多く見られた。ホールへの関心を高めるためには壁を低くしより幅広い世代へのアピール
が必要だと感じた。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと

ホール担当者の意見・評価
久米南町教育委員会　小藤　寿美
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　自主事業の経験が少ないホールであったため、本事業によりアクティビティやコンサートの流れを知
るうえで非常に良い経験になった。コンサート開催までのきめ細やかなサポートやアドバイスにより事
業を進められたため、今回の成功につながり、来場者アンケートからは高い満足度が感じられた。普段
クラシック音楽に触れることの少ない地域柄であるが、今後は幅広い世代に来場いただけるよう広報な
どを工夫し事業を行いたいと考えている。
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　久米郡久米南町は、岡山駅から津山線のディーゼル車に乗り換え北へ約１時間、県中央に位置する人
口4,400人の町。浄土宗の開祖法然生誕の地でも知られており、町内に２カ所ある棚田は日本棚田百選
に認定されています。川柳の町としても有名で、戦後混乱の中「川柳によって新しい町づくりをしよう。
同じやるなら日本一の川柳町を築こう」を合言葉に普及運動が始まり、公園の石碑や商店街ののれんな
ど、あらゆる場所に川柳が刻まれ、今も町のみなさんの文化として根付いています。
　文化センターは、ホールと図書館の機能を持つ複合施設。ホールは定員約400席、直営で教育委員会
が管轄しています。ご担当の高垣さんは、県内で実施されたおんかつ支援のアクティビティを実際ご覧
になり、対象の子どもたちとアーティストが触れ合うひと時に感銘を受けて申請されました。年度を経
て異動となりましたが、同じくご担当の小藤さんと伴走いただくこととなりました。アーティストは、
モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（以下、モデトロ）。４月に行われた全体研修会でのプレゼンテー
ションをご覧になり「町民の皆にモデトロ見て欲しい！」と、想いが込み上げたとのことです。
　課題としては、平成13（2001）年オープン当初は毎年行っていた有料の自主事業をここ10年ほど実施
出来ていない、ノウハウのある職員が居ないためどうしたら良いか分からない、稼働率があまり多くな
い中でホールの維持（経営）もそれなりに厳しいことでした。響きが豊かで誇れるホールの存在をより
多くの方にどう認知してもらえるか。久米南町ではこのおんかつを通して１つ１つの制作過程を経験し、
有料のホール公演を貫徹することが、まず大きなミッションとなりました。
　アクティビティ訪問先は先項の通り、町内にある全ての小学校（３校）と中学校（１校）を対象とし
ました。冒頭からキレのあるアレンジ「ドレミの歌」で演奏と共にモデトロが登場。それぞれ聴かせど
ころを至近距離でアピールするなどユーモアのある演出と、サックス四重奏の迫力やハーモニーが教室
全体に響き渡り、子どもたちの心を一瞬で掴みました。以降、楽器紹介や楽器に触れるなど、子どもた
ちにも動きを作り飽きさせないプログラム構成となりました。誕生寺小学校では、音楽の先生がサック
ス経験者でご自身の楽器をお持ちだったため、事前に授業でサックスに触れる機会を設けてくださり、
お陰でより好奇心をもって鑑賞してもらえました。この町では令和９（2027）年度には全小学校が統合、
小中学校一貫校開校に向けて準備計画が進んでいる背景もあり、先生方も大変快く受け入れてください
ました。
　コンサートでは「サックスの本領が発揮できるものを届けたい」という小藤さんの想いと久しぶりの
クラシック公演であることから、前半はなじみのあるクラシックの名曲やポピュラー音楽を、後半はサッ
クスの響きを存分に聴かせたオリジナル作品を中心とするオーソドックスな構成となりました。コン
サートの途中では、モデトロの皆さんが気付いた町の魅力やクラシック音楽について、お話とプロジェ
クターを用いてひと工夫。コンサートタイトルは「Saxophone Soundscape Concert ～サクソフォン ４
人が紡ぐ音風景～」と題し、久米南町らしさでもある川柳をサブタイトルに挿入し親しみやすさを加え
ました。券売に苦戦しており、現地入り後の最後の追込みとしてモデトロ４人の声を乗せて町内放送を
行ったところ、問合せの電話が殺到。予約含めて当日券が100枚も売れ、これには全員が嬉しく驚きま
した。自由席であることやアクティビティの反響もあったとも考えられますが、普段聞きなれない声に
対して、買いそびれや気になっていた方への直接的なアプローチができました。
　今回のおんかつを一言で表すと「全てがチャレンジ」だったのではないかと感じます。何もかもが初
めてに近く、特に集客はとても不安だったことでしょう。コンサート後の打ち上げにて高垣さんは「制
作の下準備を丁寧に行う大切さが、少し分かった気がします」と遠慮がちに仰っていました。このおん
かつで各対象の皆さんを会場で迎え送り届けるまでをご一緒した中で、ちょっとした配慮で心地よい鑑
賞環境作りに携われると、心から感じたようでした。もっとああすれば良かったと考えることもあった

アシスタントレポート
山路　順子（公益財団法人立川市地域文化振興財団 文化事業係）
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のでしょう。もちろん実際に何が正解などはありませんが、このように事業を通じて人との繋がりを感
じ、心を配りたいという考えが、正解を導き出しているのではと感じました。このような素敵な小藤さ
んと高垣さんと温かい風土の久米南町。おんかつのご縁を新たに、継続的に事業を行うことを心より願っ
ております。
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アクティビティ
タイトル：はじめてのプロの音色！ワクワクコンサート①
期　　日：2024年３月21日　１０：００～１０：４５
会　　場：南畑ピノキオ森のこども園
参 加 者：園児 ３０名
　３・４・５歳児30名を対象に園内中央スペースでこども向けの
プログラムを実施しました。
　演奏だけではなく、動きを加え、アーティストが自作した小道
具を使いながらの工夫をこらしたプログラムでこども達は集中し
て演奏を聞いていました。アーティストと身近に接することがで
きるプログラムでした。

タイトル：自然あふれる　森のコンサート
期　　日：2024年３月21日　１４：００～１４：４５
会　　場：中ノ島公園　四季彩館
参 加 者：２５名
　一般の方25名を対象に自然溢れる中ノ島公園四季彩館で日本の
曲を中心としたプログラムを実施しました。四季彩館いっぱいに
響き渡る歌声に来場者は魅了されていました。曲間の解説MCも詳
しく、最後のふるさとでは、アーティストと参加者全員で合唱す
る等、アーティストと来場者の距離が近い素晴らしい内容のアク
ティビティでした。

タイトル：はじめてのプロの音色！ワクワクコンサート②
期　　日：2024年３月22日　１０：００～１０：４５	
会　　場：ふれあいこども館　ひまわりホール
参 加 者：２０組４２名
　ふれあいこども館を普段から利用している親子連れを対象にこ
どもが楽しめるプログラムを実施しました。３月21日の「こども園」
と比較すると対象者の年齢が幼かったため（０・１・２歳児の割
合が多かった）こども達の動きはおだやかでしたが、親子でゆっ
たりと演奏を楽しんでいる姿は印象的でした。

実施団体：公益財団法人那珂川市教育文化振興財団（ミリカローデン那珂川）
実施時期：令和６年３月21日（木）～令和６年３月24日（日）
出演アーティスト：西村　悟（テノール）　加藤　紗耶香（ピアノ）
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タイトル：夢を持つことの大切さ
期　　日：2024年３月22日　１４：００～１４：５５
会　　場：福岡女子商業高校　視聴覚室
参 加 者：３５名
　福岡女子商業高校の生徒を対象にアーティストの経験談を絡め、
「夢を持つことの大切さ」を生徒に語りかけるように伝えるプログ
ラムを実施しました。また、演奏終了後にはアーティストへの質
疑応答の時間を取り、人生の先輩としてアーティストからのアド
バイスを送って頂きました。

コンサート
タイトル：�西村悟コンサート～音楽と食のハーモニー歌のレスト

ランMIRIKA ～
期　　日：2024年３月24日　１４：００～１６：００
会　　場：ミリカローデン那珂川　文化ホール
参 加 者：204名
　一度は聴いたことのある世界各国の名曲を中心としたプログラ
ムを実施しました。文化ホールいっぱいに響き渡る歌声に来場者
は魅了されていました。工夫された演出や曲間のMC等、精度の高
いプログラムでアンケートでも大変好評でした。コンサート当日
のみエントランスのミリカフェで女子商業高校の生徒が考案した
メニューを特別販売し、こちらも好評で完売しました。
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①　応募の動機・事業のねらい
・�那珂川市の文化芸術のさらなる振興と、市民参加交流型のクラシック音楽事業を実施すること、また、
コーディネーターの皆様の知見を借りながら、職員のスキルアップに繋げるために応募しました。

②　企画のポイント
・�アクティビティについては小中学校等を中心に実施したいと思っていましたが、おんかつ実施期間が
春休み期間中となってしまい、会場の見直しを行いました。クラシック音楽に触れることが少ない子
ども達や西村さんの「夢を持つことの大切さ」というテーマを活かせる高校生等をターゲットに会場
や対象の選定を行い、企画を行いました。会館（ミリカ）と会場を今以上に強い繋がりにすることも
目的に企画しました。

・�公演についてはアクティビティとは切り離し、大人向けのプログラムとし、実施しました。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
・�アクティビティ先にピアノがない会場があり、その調整に苦労しました。
・�学校のクラス単位で実施する等、既にある団体（グループ）に対してのアクティビティではなかった
ので、　参加者募集に苦労しました。

④　上記③をどのようにクリアしたか
・�ピアノについては様々な業者をあたり、行き違いがないように密に連絡を取りました。
・�参加者募集については、各アクティビティ会場の担当者と密に打ち合わせをしたり、市内を中心に活
動する合唱グループの方にもお声掛けを行ったりして、一定数集めることができました。

⑤　事業を実施しての成果
・�身近に生の音楽を聞くことの素晴らしさを多くの方に提供することができたと思います。
・�会場となった関係者の方と会館（ミリカローデン那珂川）との繋がりが更に強いものとなり、今後の
展開に期待が持てる内容となりました。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
・�ただクラシックコンサートをするだけでは来場者数には繋がらないことを改めて痛感しました。
・�会館周辺の状況の調査やその土壌づくりが大切であると感じました。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　会館には入れるけど、コンサートホールの中に入るとなると敷居が高く感じる方が少なからずいるの
ではないかと思いました。まずは利用者の方等に調査を行い、ホールの中に入ってもらえるような仕掛
けや企画を少しずつ考えていきたいと思いました。那珂川市全体にコンサートホールは身近なものであ
るという意識を広げていきたいと思いました。

ホール担当者の意見・評価
文化振興課　朝長　尚平
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　那珂川市は福岡県中西部に位置する人口５万人ほどの都市であり、その市名の由来である那珂川が市
内を南北に流れ、緑豊かな自然があふれ、都心部にもアクセスが良いことからベッドタウンとしても発
展している街だ。今回の “おんかつ” の舞台である「ミリカローデン那珂川」は市の地域文化の拠点と
して建てられた施設で793席の文化ホールに加え図書館、生涯学習センターを併設する施設である。令
和３年４月から４年間かけて会館リニューアルのための改修工事を行っており、すでにリニューアルし
たエントラスホールは「新しい出会いが生まれるシームレスな空間」として、作品展示や演奏会、マル
シェを実施できる他、併設されたカフェの利用者がくつろいだり、小中学生が勉強をしたり、訪れた人
たちが居心地よく過ごせる空間となっていた。
　ミリカローデン那珂川の担当者は朝長さん。選んだアーティストはテノール歌手の西村悟さん。リ
ニューアルしたエントランスにカフェが併設されていることと、西村さんの “歌のレストラン” のアイ
ディアを結びつけ、連動した企画ができないかと西村さんを選んだ。
　アクティビティは、高校三年生から音楽の道を志した西村さんのエピソードから着想を得て、子ども
たちへ「夢を持つ大切さ」を伝えてほしいという担当者の想いのもと当初は小中学性に向けての実施を
検討していた。しかしながら実施時期が３月となり、小中学校とのスケジュール調整が叶わず、子ども
を対象としたプログラムとしてはこども園、こども館でそれぞれ実施することとなった。また、市内の
方に愛されるスポットでもある中之島公園でのアクティビティでは、自然をゆっくりと楽しめる心地よ
い空間を存分に活かせるよう屋外でのアクティビティも検討されたが、音楽をより良い空間で楽しんで
いただくことを第一に考えた際に調整が難しい点がいくつか浮上し、結果として中之島公園内の屋内施
設「四季彩館」を実施場所として選ぶこととなった。当初思い描いていた形がそのまま実現するまでに
は至らなかったが、音楽をより良い形で届けるための最良の選択がなされたと言えるだろう。４つ目の
アクティビティ先に選んだのは市内唯一の高校、福岡女子商業高校。自由な校風や先進的な取り組みが
特徴の女子校で、西村さんは自身の経験や歌を志した理由を交えながら「夢を持つことの大切さ」を生
徒たちに伝えた。この高校とはコンサート当日にエントランスホールのカフェにて、生徒たちがプログ
ラムから着想を得たメニューを開発、販売という形でのコラボレーションも実現し、ホールとしてもア
クティビティとコラボレーションを経てこれまでの関係性がより強いものになったと実感したのではな
いだろうか。
　コンサートは西村さんのこだわりが詰まった “歌のレストラン”。舞台打ち合わせで西村さんがイメー
ジを伝え、それに答えるように照明からもアイディアが出され新たな演出も加わった。ミリカローデン
那珂川の特色の一つである、市民に愛されたカフェでの商業高校の生徒たちが販売するプログラムにち
なんだメニュー販売と “歌のレストラン” のコンセプトも重なり、ミリカローデン那珂川らしい公演に
仕上がったと言えるだろう。エントランスにはこれまでのアクティビィティでの写真が飾られ、ホール
としての活動を知っていただける機会にもなった。
　この “おんかつ” 期間中、ホールの方々とお話する中でホールの事業へと協力してくれるいわばパー
トナーのような団体、施設との関係について話題に出た。公共ホールとして様々な人々への働きかけが
求められる昨今だが、“あらゆる人” すべてと関係を築くことはなかなか難しい。ある団体との関係性
を深めれば深めるほど、特定の対象者との関係性のみを構築しているとも見られるが、一方でその一つ
の関係性がいずれ様々な部分で別のファクターへとつながっていくことも期待できる。今回の “おんか
つ” を通して構築された関係性もながく継続していく中で、いずれ思いもよらなかった繋がりへと発展
し、ホールをより豊かにしていくのではないだろうか。

アシスタントレポート
古橋　果林（音楽ワークショップ・リーダー／ファシリテーター、大阪音楽大学ミュージックコミュニケーション専攻助手）
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アクティビティ
タイトル：�「自然」　最高に綺麗な朝日は名護にある 

～サンライズクラッシックinNAGO ～
期　　日：令和５年10月20日　６：15 ～７：00
会　　場：嘉陽海岸（嘉陽区）
参 加 者：58名
　「最高に綺麗な朝日は名護にある」をテーマに地域の自然、海岸
を大事にしている嘉陽区民や自然に関わっている美ら島自然学校
職員の方々を対象に、海と朝日の風景、波音、風声、鳥のさえず
りなどとともに音楽と自然が融合したアクティビティを開催。ま
た、アーティスト（２名）においては、アクティビティ終了後、
美ら海水族館に飼育されるまでの子がめ（ウミガメの幼体）の観
察や研究を行っている飼育施設を見学した。

タイトル：�「自然」　最高に美しい夕日は名護にある 
～サンセットクラッシックinNAGO ～

期　　日：令和５年10月20日　17：30 ～ 18：15
会　　場：名護市民会館２階テラス
参 加 者：62名
　「最高に美しい夕日は名護にある」をテーマにクリーン活動を
行っている地域の子ども会、水産業に取り組んでいる漁協組合職
員及び漁民の方々を対象に、身近にみている夕日や波音などとと
もに音楽と自然が融合したアクティビティを開催。

タイトル：「自然」　水辺の音楽会
期　　日：令和５年10月21日　13：00 ～ 13：45
会　　場：轟の滝（数久田区）
参 加 者：54名
　「水辺の音楽会」をテーマに名護市指定文化財（観光施設）数久
田区轟の滝にて、クリーン活動を行っている数久田区民や区に所
在する福祉施設の方々を対象に、滝の音や鳥のさえずり、セミの
鳴き声などとともに音楽と自然が融合したアクティビティを開催。
また博物館と連携し区子ども会を対象にした自然学習事業を実施
しコンサートを鑑賞した。

実施団体：名護市
実施時期：令和５年10月20日（金）～令和５年10月22日（日）
出演アーティスト：上田　純子（ソプラノ）　小松　桃（ピアノ）
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タイトル：「自然」　ポツンとスクールコンサート
期　　日：令和５年10月21日　18：30 ～ 19：15
会　　場：沖縄三育中学校校庭
参 加 者：81名
　「ポツンとスクールコンサート」をテーマに自然と触れ合いなが
ら、見えない学力を伸ばす市内唯一の全寮制私立沖縄三育中学校
生徒、職員を対象とした日没後（星空の下）のアクティビティを
開催。開放的な空間（校庭）と自然環境（星空）を活用し仮設照
明をセットして音楽の響きと照明を融合させ、鑑賞者へ幻想的な
体験を提供した。

コンサート
タイトル：上田純子ソプラノコンサート
期　　日：令和５年10月22日　17：00 ～ 18：45
会　　場：名護市民会館中ホール
参 加 者：323名
地元の三線奏者とのコラボや演奏中にアクティビティの模様を映
像にて演出、またアクティビティにて共演頂いた中学校の生徒に
サプライズとしてアーティストとステージ共演など、会場の皆さ
んと共に感動溢れたコンサートとなった。
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①　応募の動機・事業のねらい
　沖縄本島北部の「やんばるの森」が、世界遺産に登録されたことから北部の玄関口である名護市は、
ネイチャーツーリズムの拠点として自然環境問題への関心が高い地域である。
　豊かな自然と音楽の融合をテーマにアクティビティを行い、地域の方々や未来を担う子供たちに音楽
を通して自然を大切にする心や自然、音楽での時間を提供したい。
　また、アーティストが名護市の魅力ある自然や地域の方々の温かさを肌で感じ、名護市との長期的な
交流がうまれることを期待する。それらを基に名護市の芸術文化の振興、発展に繋げていきたい。

②　企画のポイント
　「自然」・・・名護市の豊かな自然をテーマに、地元の自然を大切に見守っている地域の方々や自然環
境保護など携わっている方々を対象に、全アクティビティ（朝日、夕日、滝、星空、音）をすべて野外
で開催した。また、自分たちが住んでいる地域の自然の中でプロの音楽を体感して頂き、普段の生活で
は味わえない感動を経験してもらう。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
・�本市において平成16年の公共ホール音楽活性化事業を期に、一般財団法人地域創造の多くの登録アー
ティストとの連携が図れ、学校や地域などへのアウトリーチ事業、コンサートを行ってきたが、今回
本市において「上田純子氏」のコンサートは初めてであり事前告知に苦慮した。

・�野外のアクティビティの為、仮設ステージ・舞台照明・音響等の電源確保や雨天時における会場セッ
ティング、プログラム等。

④　上記③をどのようにクリアしたか
・�アクティビティを開催するにあたり、地域や学校の掲示板への掲載やアクティビティに参加して頂い
た皆さんへコンサートの告知を行った。

・�電源の確保が困難な場所は、電気自動車（公用車）を確保し、電源を供給した。また教室や施設にお
いては電源容量を計算し、舞台音響・照明などの電源を確保した。

⑤　事業を実施しての成果
　今回、名護市の魅力の一つでもある「自然」をテーマとした野外でのアクティビティは、東海岸から
昇る朝日、市民会館から望む夕日、生き物が多く住む滝のある水辺、そして山の中の自然豊かな学校か
らの星空のもと、自然と音楽を掛け合わせたアクティビティを行った。天候に恵まれ、各アクティビティ
とも神秘的な環境と音楽の力で地域の方々に感動を届けることができた。鑑賞者からは、日頃見慣れて
いる風景の中で、音楽を通して日常では味わえない素晴らしい体験をさせてただいたという声も頂いた。
またアクティビティを行うにあたり地域の子ども会において年間の一事業としてクリーン活動を行っ
た。また、博物館とのタイアップによる水辺の観察会を実施した。子どもたちには、よりいっそう自然
と音楽に対する興味や関心を提供できた。
　コンサートにおいては地元の三線奏者とのコラボや、演奏中にアクティビティの模様を映像と舞台照
明にて演出、さらにアクティビティにて共演頂いた中学校の生徒にサプライズとしてアーティストとス
テージ共演など、会場全体が笑顔あふれるコンサートになった。
　野外という環境のもと、アーティスト及びコーディネーターには事前準備や調整に非常にご苦労をお

ホール担当者の意見・評価
文化スポーツ振興課　運天　優希
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かけしたが、プログラム構成等含め柔軟に対応して頂いたおかげでアクティビティからコンサートまで
感動溢れた事業を創り出せたと感じる。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　野外でのアクティビティという事もあり、市民会館職員で役割分担し準備や撤去作業など同時進行で
進めており、担当責任者も一部作業に入っていた為、アーティスト、コーディネーター、サブコーディ
ネーターとの調整が不十分で事業連絡等が遅れた部分があった。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　アクティビティにおいて、会場の提供、告知など地域、学校の様々な協力があって事業が支えられて
いたこと、また地域の方々と身近になることで、人との繋がりがこんなにも素晴らしいものだと改めて
強く感じた。今後とも、地域に寄り添い繋がっていく芸術文化事業を継続していきたい。
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《はじめに》
　「山が連なり、鬱蒼とした常緑広葉樹の森が広がる地域」という意味を持つ＜やんばる（山原）＞の
自然に抱かれた名護市は人口約65,000人の沖縄本島北部の中心地である。県庁所在地の那覇からは高速
道路を使用して約１時間30分、北端と南端を除けば沖縄本島で唯一「東海岸」と「西海岸」を有する。
つまり、市内で太平洋から昇る朝日と東シナ海に沈む夕日を臨むことができるわけである（今回、南国
らしい美しい海でも太平洋と東シナ海では色が違うということを実感できた）。また、市街地からすぐ
の山間部では満点の星空を観ることができる。このような自然と人々が出会える地にある名護市民会館
は、名護市役所の近く「西海岸」沿いに1985年に開館した市直営館であり、1,075席の大ホールと300席
の中ホール、４つのリハーサル室を有する名護市の文化芸術の拠点である。また、平成16（2004）年度
のおんかつ実施を機に数々のアーティストとともに様々な事業を展開している。
　今回の名護市民会館の担当者は運天優希さんと阪上成子さん、アーティストはソプラノの上田純子さ
んとピアノの小松桃さん。運天さんが上田さんの歌声に惚れ込んで名護市に招聘した名護市おんかつは
意欲的かつ創造的な内容であった。

《コンセプト》
　今回のコンセプトは「やんばるの自然と音楽」。良い意味で日常に自然が溶け込み、名護の人々にとっ
て当たり前の存在となっている自然を音楽とともに再認識してほしい、自然環境を守る活動をしている
人々にお礼の気持ちを込めて音楽を届けたいという運天さんの熱い想いが込められている。そのため、
アクティビティは、朝日を迎える海岸・夕日を望む会館テラス・滝のある公園・山中の学校校庭と全て
野外で実施することとなった。また、三線や斉唱など地元の方々とのコラボも計画された。

《アクティビティ》
　おんかつのアクティビティといえば小学校や福祉施設など同一施設複数回が多いが、今回は全て野外
かつ毎回違う場所・対象者での実施となった。

アクティビティ①：朝日を迎える海岸・嘉陽海岸は、到着時はまだ満天の星空が広がっていた。砂浜に
は前々日に会館職員のみなさんによる仮設とは思えない舞台が設営され、当日も午前４時頃から車の
バッテリーから電力を供給し万全の体制であった。まだ薄暗い浜辺に地元の方々が詰めかけ、上田さん
と小松さんの演奏によりいつも見ている明け方の風景をまた違ったものとして感じてもらえた。ただ、
開演後すぐは照明に虫が集まったり、電子ピアノに朝露が降りたりと野外ならではのことがあった。

アクティビティ②：美しい朝日に対して美しい夕日を期待したが、あいにくの曇天。うっすらと雲が茜
色に染まる中、子ども会や漁業関係者、副市長をはじめ市役所職員が詰めかけた。名護市民会館のテラ
スといういつもの場所でありながらいつもの場所ではない雰囲気の中で、音楽を届けることができた。
隣接する公園にたまたま遊びに来ていた子どもたちが演奏に合わせて踊っていたり、終演後に子どもた
ちに囲まれて質問攻めにあったりする上田さんや小松さんの姿が印象的であった。

アクティビティ③：大きな山や川がほとんどない沖縄本島では存在自体が珍しい滝のある公園での演奏
会。普段は有料の公園も解放され、幅広い年齢層の地元の方々や海外からの観光客も来場された。本州
では聞き慣れないセミの鳴き声や流れ落ちる水の音等、自然の音の中に上田さんと小松さんが奏でる音

アシスタントレポート
田口　正夫 （公益財団法人西宮市文化振興財団 事業課 専門職員）
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楽が混ざり合い、考え方によっては好ましくないものであったかもしれないが、来場者にとっては日常
の中でクラシック音楽を聴く「異日常」を体験してもらえたのではないだろうか。ここでは、使用予定
であった電源が使えず急遽バッテリーを準備する等、名護市民会館職員のみなさんの臨機応変な対応に
感服した。

アクティビティ④：本当に山の中のポツンと一軒家ならぬ、一校。元々、音楽教育にも力を入れている
学校ということもあり、生徒たちとの斉唱はその場に居合わせた全ての人の心を洗い流すような清らか
さと感動があった。また、上田さんと小松さんの音楽に感動し涙する生徒もいて、音楽が持つ力を改め
て実感した。驚いたのは芝生の校庭に準備されていたグランドピアノは生徒たち自身が運んで準備し、
全寮制で全国から集まった生徒たちが保護者に向けて同時配信も行っていたこと。終演後に当たり前の
ように始まったサイン会の後、手際よく片付けも行われ、その感性と技術を持って将来ぜひ実演芸術の
世界に進んでもらいたいと心から願った。

《コンサート》
　前半は上田さんの故郷・栃木にゆかりの深い野口雨情の童謡や、沖縄にまつわる歌、後半はオペラの
アリアという２部構成であった。冒頭、かりゆし姿の上田さんが客席から歌いながら登場し、続けて耳
馴染みの曲を演奏し、来場者は心をわしづかみにされた。また、地元の若手三線奏者・宮城実咲さんと
の沖縄にまつわる歌も舞台と客席を一体とさせた。後半はドレスに着替え、本格的なオペラのアリアを
お届けし、前半とはまた違う雰囲気で会場が上田さんと小松さんの音楽に包み込まれる様子がひしひし
と伝わってきた。最後には、アクティビティ④で斉唱した生徒たちと再び共演したり、彼ら・彼女らか
らサプライズでメッセージが埋め尽くされた色紙を渡されたりと、上田さん、小松さんというアーティ
ストと名護の人々が音楽を介して溶け合う瞬間を目の当たりにし、いわゆるコンサートとは違った双方
向コミュニケーションの場となったように感じた。

《さいごに》
　はじめに意欲的かつ創造的な名護市おんかつと述べたが、その成功は大胆でかつ緻密な企画によるも
のであり、他の地域が容易に真似できるような内容ではない。アーティスト及びマネジメントの理解が
得られる情熱と綿密な計画、ホール全職員の協力、地域の人々との強固な連携等、これまで名護市民会
館のみなさんが長い年月をかけて築き上げてきた賜物以外何物でもないと感じた。最終日に館長の平得
さんから「私たちは名護の人たちに文化芸術を届けるだけではなく、どうすれば名護の人たちと一緒に
文化芸術を楽しめるかを考えて行動している。」という言葉があった。現場に立つ私も改めてこの言葉
を噛みしめなければならないと痛感し、名護と市民会館の更なる発展をこれからも見ていきたいと強く
思っている。敢えて言うなら、担当の運天さんも現場設営等を行う必要があったため上田さんや小松さ
んとのコミュニケーションするタイミングが少なく、各アクティビティ後の振り返りが十分にできな
かった点は残念であった。何はともあれ、名護市民会館のみなさんには、くれぐれも健康に留意し、さ
らに魅力的な企画を生み出していただきたい。



第３部
令和５年度公共ホール
音楽活性化事業（おんかつ）
コーディネーター・
アドバイザーレポート

89かくし
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コーディネーターレポート
赤木　舞（武蔵野音楽大学 准教授）

　2023年度を振り返ると、ようやくコロナ禍が落ち着き、おんかつ事業も従来のスタイルに戻ってきた
ように感じます。しかしながら、「ホールにお客様が戻ってきていない」という声もあり、「コロナ禍以
前の状況に戻るにはまだ時間がかかりそうだ」、「もうお客様は戻ってこないのではないか」と危惧する
声もあちこちで聞かれます。これは、長期のコロナ禍により、ホールと地域コミュニティとのつながり
が希薄になり、距離ができてしまったことが要因の１つだと考えられます。離れてしまった距離を戻し、
つながりを取り戻すきっかけの一つとして、アウトリーチ活動を効果的に実施しホール公演と連動させ
ることが有効ではないかと思います。
　そのような状況のなか、今年度私が担当させていただいた岐阜県大野町と山形県鶴岡市のおんかつは、
双方ともにホール公演の来場者数が予想を上回る結果となりました。どちらのおんかつも、アクティビ
ティ先の対象者の方が多く来場されたことに加え、地域で活動する芸術文化団体、地元の商業施設、地
元新聞社等とのつながりが鍵となりました。

　大野町おんかつは、地元で長年活動している芸術文化団体に、インリーチの形でホール舞台上でアク
ティビティを実施しました。唱歌を歌う会、少年少女合唱団など、地元で30年以上活動されている団体
に対してテノールの西村さんがアクティビティを行い、ホール公演でも少年少女合唱団と共演をしまし
た。アクティビティを体験した皆さんからの口コミや、少年少女合唱団が出演したことが少なからず集
客につながったと言えますが、集客だけが成果ではありませんでした。地域で活動する芸術文化団体が
これからの地域芸術文化活動を担っていく大切な文化資源であり、その活動の場が公共ホールであると
いう認識が来場者の間で共有されていました。地元の芸術文化団体の活動を通じて、ホールと市民のつ
ながりが広がることを期待したいと思います。
　鶴岡市おんかつでは、アクティビティとは別に、地元商業施設とのタイアップ企画を実施しました。
アーティストが現地入りした当日に、地元の人々が集まるショッピングモールでミニライブを行い、チ
ラシ配布とチケット販売を行いました。商業施設のご協力により、演奏用の特設ステージや大型ポスター
を用意していただき、アーティストが気持ちよく演奏できる場となりました。演奏後、ホール公演のチ
ケット販売では親子連れの方などが購入してくださり、販売促進に繋がる嬉しい結果となりました。今
回の事例は、偶発的に好結果がもたらされたのではなく、ホール担当者さんが商業施設の方との綿密な
打ち合わせを重ね、当日の現場の様子・動きを明確にイメージされたことが結果につながりました。ま
た、新聞社の取材も依頼するなど、積極的に広報活動にも努めておられました。アーティストが現地入
りしてから時間をうまく作ることができれば、効果的な広報活動が可能となります。地域でゲリラ的な
演奏ができるかどうかは楽器や編成にもよりますが、ラジオ出演といった形でもアーティストが発信す
ることもできますし、外部を巻き込んだ幅広い広報手段は、おんかつ終了後の事業にも活かすことがで
きます。外部の団体やメディアとのつながりを開拓する上でも、おんかつをぜひ活用していただきたい
と思います。
　上記のおんかつの詳細は、各事業のレポートにも記載されているので、参考にしていただきたいです
が、私が担当したおんかつでは、地元商業施設とのタイアップ企画、アクティビティの対象者の方々か
らの口コミ、地元新聞社へのアプローチ等、様々な仕掛けが目に見える形で結果に現れました。それら
に加えて、年齢層に合わせた広報活動も一定の効果をもたらしたと思います。

　年齢層に合わせた広報活動といえば、若年層にはSNS、中高年には紙媒体というイメージが定着して
おり、実際にインターネットとスマートフォンの普及により、近年はX（旧Twitter）やインスタグラ
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ム等のSNSによる広報活動に力を入れておられるホールが多くなっています。SNSは情報を不特定多
数に拡散することができますし、若年層に対する広報には一定の効果があるかもしれませんが、必ずし
もSNSで発信すれば集客につながるということではありません。そもそもSNSアカウントにフォロワー
がいないと、情報が人々の目に留まることは少ないからです。日頃からこまめに情報更新し、地域の商
業施設や個人店舗と繋がりを持つなど、お互いに情報を拡散し共有する関係づくりをしておく必要があ
ります。また、普段からホールのSNSアカウントを知ってもらうため、QRコードで簡単に読み取って
もらえるように掲示するなど、アクセスしやすくする工夫も必要です。
　SNSを活用する最大の利点は、動画や写真を使用できることです。今年度のおんかつでも、アーティ
ストによる演奏とメッセージ動画をホールが投稿し、チラシだけでは伝えきれない魅力を伝えることが
できました（同じ動画をホールロビーのモニターでも流しました）。演奏を視聴できたり、アーティス
トの声を聞くことでコンサートに行ってみようと思うお客様は少ながらずいらっしゃいます。アーティ
ストも協力的ですので、SNSアカウントがある程度充実しているならば、ぜひ動画素材を依頼されると
よいと思います。
　とはいいつつも現状としては、どの地域もホールに来場するお客様は中高年の方々の割合が多いため、
やはりチラシ、ポスターをはじめ、地域の情報誌（フリーペーパー）等への告知が必須となります。地
域の全世帯に回覧板で告知したり、地域の情報誌に公演情報を掲載することで、はじめて公演情報にア
クセスできる人は、皆さんの地域にはどの程度いらっしゃるでしょうか。人口規模にもよりますが、意
外と多いかもしれません。紙媒体は、必ずしも中高年の方々に限らず、子育てで忙しい世代や、他地域
から移住されたばかりの方などが役所や保健所を訪れる際に目にすることもあります。これらのことを
考えると、バランスよく且つそれぞれのターゲットに合わせた広報戦略が必要となります。ホール単体
では限りがありますので、普段から協力してもらえる企業、団体、そして行政との関係づくりが大切で
す。
　地元にゆかりのあるアーティストでない限り、おんかつアーティストと言ってもその地域での知名度
は高くない場合が多いため、地元住民に興味を持ってもらいホールに足を運んでもらうには、何層にも
わたるアプローチが必要です。普段から身近にある情報源（新聞記事、地域広報誌、掲示板、知人・友
人の口コミなど）や、ホールの外部の団体組織とのネットワークを重視し、活用していくことが重要で
あると、今回のおんかつから改めて感じました。
　もちろん、集客だけが成果ではありませんし、数値だけでは測れないことも多くあります。ホールが
存在することによる地域のイメージ向上、地域の文化に対する誇りなど、ホールがもたらすことのでき
る効果は多岐にわたります。そのどれもが、ホール単独で生み出せるものではなく、地域コミュニティ
とのつながりがあってこそ生まれ育まれるものです。ホールが地域にかかわる様々な人々・団体組織と
つながりを深め、ホールを支え応援してくれる人たちを増やすことが、これからのホール運営に欠かせ
ないのではないでしょうか。
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コーディネーターレポート
菊地　俊孝（一般財団法人日本民間公益活動連携機構 プログラム・オフィサー）

　公共ホールにおけるアウトリーチ活動は、公共ホールと地域社会の「芸術」を介した接点として関係
を深め、地域間交流を促進する重要な手段である。アウトリーチ活動が組織計画内でどのように位置付
けられ、実施されるべきか。近年のアウトリーチの現場での所感を含め考えたい。

アウトリーチ活動の目的と重要性
　アウトリーチ活動は、公共ホールが地域社会や一般の人々と関わることで文化的価値観を共有し、対
象者の創造性や感受性を高め、同時に芸術に対する理解や共感を促進することが大きな目的と言える。
おんかつ事業としてはさらに公共ホールの役割、コミュニティ間のハブとなることを目指している。こ
の取り組みにより公共ホールの持続可能性にも貢献し、新たな観客層の開拓や支援基盤の拡大を可能に
する。

組織内の事業計画等での位置付け
　アウトリーチ活動を実施するにあたり組織計画内でどのような位置付け、意味を持つのか、また持た
せるのかをしっかりと練り上げる必要がある。さらにはアウトリーチがその組織にとってどのような効
果やインパクトを与えるのかを考察し計画することが必要である。当然の事ながら組織内での位置付け
を考えるにあたっては担当者一人で考えるのではなく組織内での意見交換が必須となる。以下、３つの
重要な視点を挙げたい。

１、ミッションやビジョンとの整合性
　ホールのミッションやビジョンに沿った活動の一環として、アウトリーチ活動が位置付けられている
か。例えばアウトリーチ活動によってこれまでホールと繋がっていなかったコミュニティ（団体等）と
つながりその方々がホールを利用するようになる、など明確な目標を設定するべきである。このように、
その活動によってどのような成果、効果が得られると考えられているかの仮説がたてられているかが重
要である。

２、効果、成果の共有・発信
　上記のようなビジョン、ミッションに基づいた計画が実行され、どのような成果があがったのかを検
証することが必要である。その事業実施は効果があったのか、仮説は有効だったのかを改めて検証し、
効果がなかった理由は何かなど次回の事業実施に反映するプロセスを持ち、さらにはその効果を広くス
テークホルダーに共有されているかがとても重要である。アウトリーチ事業を含め公共ホールで行うす
べての事業は基本的に公的資金によって成り立っていることから、事業を実施した成果や効果は広く発
信すべきである。

３、関係機関等のミッションとの整合性
　この部分が見落とされがちなのだが、組織の長期的な発展に向けた戦略的計画の一部として、アウト
リーチ活動の計画や予算が策定されると思うがこれは組織内のミッションやビジョンに整合させるだけ
でなく、関係する機関、例えば自治体や教育委員会のミッション、ビジョン、計画に合致しているかと
いうことも重要な要素となる。この整合性がとれないと理解を得ることは難しく、もちろん予算の獲得
などにも繋がらない。
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　芸術文化領域におけるアウトリーチ活動は、公共ホールと地域社会との関わりを深め、対象者への芸
術体験により人々のより豊かな心を育むことや、芸術への興味関心を得る重要な手段である。事業を継
続的に実施するためには、資金的課題をクリアすることはもちろん、資金や人材の投入による効果がど
のようなものであったのかを広く発信し、その地域においてこのような取り組みが大きなインパクトを
生むことを伝え、次の取り組みに繋げていく必要がある。残念ながらアウトリーチ活動に取り組む多く
のホールで効果の可視化が行われていない状況がある。効果が可視化できないことにより、ステークホ
ルダーへの説明も弱く、また、アウトリーチ事業やその他の事業の改善なども難しい状況となる。その
地域において、どのような事業がインパクトを生むのか、うまく生み出せなかった要因は何か、どこを
改善すればより効果が生み出せるようになるのかなど、PDCAを回すことを心がけ、成果を意識した事
業展開をしていくことが望まれる。アウトリーチ活動は、公共ホールが地域社会との関係を強化し、芸
術体験の機会を多様な人々に提供するための重要な手段である。その上で組織計画内での位置づけは、
組織の社会的責任を果たし、持続可能な関与を促進するための重要なステップとなる。芸術と文化の領
域を他の分野と結びつけ、より広範な社会的問題にアプローチするなど効果的なアウトリーチ活動の実
施と評価を通じて、芸術文化の価値をより多くの人々に届けるための取り組みを継続していくことが求
められているのではないだろうか。
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コーディネーターレポート
桜井　しおり（ワークショップ・アーティストおとみっく共同代表、東京文化会館ワークショップ・リーダー）

　「挑戦すれば、成功もあれば失敗もあります。でも挑戦せずして成功はありません。何度も言います
が挑戦しないことには始まらないのです」
　野球選手、野茂英雄の言葉です。今をときめく野球選手ではなく、敢えて、日本人メジャーリーガー
のパイオニアの言葉を引用することにしました。そう、挑戦しなければ何も始まらないし、何も見えて
来ない。これはもちろん野球だけではなく、全ての事柄に通じることでしょう。
　今年度、私がコーディネーターとして担当した実施団体は３つ。人口１万人の兵庫県神崎郡市川町。
９万人の長野県安曇野市。３万人の新潟県魚沼市。それぞれの地域の規模や雰囲気、担当者の経験は異
なりましたが、共通していたのは、公共ホール音楽活性化事業(以下、おんかつ)で初めての挑戦を試み
たことでした。

10月。
　長野県安曇野市でのおんかつでは、担当者の塩原氏の熱いリクエストにより、コンサートは子供向け
対象に企画されました。アーティストは打楽器デュオのカメハ。
　当初、コンサートは幅広い年齢を対象とした内容にしたい、ということでしたが、メインのターゲッ
トをしっかり絞らないと、コンサート内容の輪郭がぼやけてしまうことがあります。さらに、純粋にク
ラシック音楽の演奏を聴きたいと思っている方と、子供向けコンサートと思っているファミリー層では
求めるものが異なるため、誰に対してのコンサートなのかがあいまいになってしまう危険性が生じます。
個別研修の際、上記についてお伝えしたところ、未就学児から入場可能な親子向けコンサートを開催す
ることになりました。未就学児親子向けコンサートは、初めての試みでした。
　コンサートのメインは未就学児ですが、大人にも楽しんでもらいたいという願いのもと、マリンバの
あたたかい音をじっくりと楽しむ時間や現代音楽の面白さを伝える曲も取り入れ、１時間のコンサート
が完成しました。集客については苦労した部分もありましたが、塩原氏からはアクティビティを含め、
この事業を通して見たかった子供たちの反応や笑顔が見られたことが次に繋がると話されました。

２月。
　兵庫県神崎郡市川町でのおんかつでは、ピアニスト今田篤氏のピアノワールドを存分に味わえる２時
間プログラムのコンサートを企画しました。
　ピアニストのリサイタルのコンサートは初めての試みだったため、まず集客の問題が懸念事項として
挙げられました。担当者の堀次氏の町の人とのコネクションや人柄もあり、当日は多くの方に来場して
いただき、今田氏の演奏に魅了されていました。“本格的なクラシックのコンサートをしてほしかった‼”
というお客様からのお声も多く届き、新たな客層を開拓できたコンサートとなりました。同様に、アク
ティビティでは、知的障害、デイサービスの方々をホールにお招きして実施するという初めての試みで
したが、かなり手応えを感じることが出来ました。

同じく２月。
　新潟県魚沼市では、テノール歌手の西村悟氏による “歌のレストラン” という舞台仕様のコンサート
を開催しました。
　コンサート会場をレストランと設定し、小道具や衣装も用意して臨んだ、さながらショーのようなコ
ンサートでした。西村氏もテノール歌手ではなくレストランの支配人として、演技をしながら約２時間、
ピアノ伴奏者とタッグを組みながら歌い上げるというプログラム。後半では、担当者の姉崎氏によるリ



－95－

クエストで、地域の中学校の合唱部とのコラボレーションが実施され、彼らもエプロンを身に纏いなが
ら見習いシェフとして演者の一部となってコンサートを作り上げていました。姉崎氏にとって、このよ
うなショータイプのコンサートは初めてであり、コンサート会場が本当にレストランのように感じられ、
新しい風が魚沼に吹きました、と話されました。

　今年度の登録アーティストは、登録してから１年目であり、西村氏を除く２名は初めてのおんかつに
挑みました。彼らにとっても、新しい舞台での挑戦は多くの試行錯誤を伴い、自らの芸術の道を見つけ
ていく過程です。
　おんかつをどのように位置付けるか？　これは各団体によって異なる捉え方がありますが、私個人と
しては、視野を広げる機会でいてほしいと思っています。挑戦することで新たな経験や知識を得ること
ができ、失敗も含めて地域を改めて見つめ直す機会にもなります。これが、将来的には地域に新しい風
をもたらし、より豊かな芸術が花開く契機となると信じています。
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コーディネーターレポート
佐藤　良子（静岡文化芸術大学文化政策学部 准教授）

おんかつ〈２周目〉の意義
　「おんかつ」事業は1998年度に開始され、今年度で26年目となります。実施団体は延べ400団体を超え
てきており、最近では、過去におんかつを実施した団体でも、様々な事情を鑑みて再度採択されるケー
スがあります。実施要綱によると「過去に当該事業を実施した団体であっても、市町村合併の有無、公
共ホールの管理者の変更、当該事業についての担当者の習熟度等の事情を考慮して・・」とあり、この
事業の対象である公共ホールが、決して一枚岩ではなく、それぞれに多様な状況に置かれていることが
推察されます。
　今年度、担当させていただいた山梨県笛吹市（公益財団法人ふえふき文化・スポーツ振興財団）は、
まさにおんかつ〈２周目〉として実施することとなりました。おんかつ〈１周目〉に応募されたときか
らの職員さんが今も在籍されていますが、今回は市からの異動で今年度着任した職員さんがおんかつを
担当されることにより、これまでのおんかつ経験を振り返りつつ新たな視点で取り組み、今後に向けた
〈２周目〉へのチャレンジとなりました。

　実際に今回のおんかつ現場入り後、〈１周目〉のおんかつを担当してきた職員さんから、過去のひと
つひとつの事業（おんかつ通常とその後の支援プログラム、さらに市で独自に実施してきた公演・アウ
トリーチなど）のお話を伺うにつれ、笛吹市でおんかつを通してこれまでに積み重ねてきたもの、そし
ておんかつ事業やアーティストへの愛情をひしひしと感じました。それだけに、担当コーディネーター
として、今後の世代交代も見据えながらこれからも取組を続けていただくための、何かしらのヒントに
なればと思い伴走させていただきました。ここであらためて、今回の〈２周目〉の意義について考えて
みたいと思います。
　ひとつは、会場である笛吹市スコレーセンターの施設運営において大切にしてきた市民の方々とのつ
ながり作りに、今回のおんかつでも貢献できた点です。このことは企画段階から一貫して入っていたポ
イントだったのですが、山梨県内では「おかあさんコーラス」の活動が盛んで、その中でも最も長く活
動している地元の女声合唱団とギタリスト閑喜弦介さんとの共演を行い、素晴らしい瞬間に立ち会うこ
とができました。アクティビティの１回分を、コンサートでの共演に向けた練習を兼ねた時間とし、合
唱団の皆様には、各々忙しい時間をやりくりして集まっていただきました。普段はピアノ伴奏でしか歌っ
たことがないため、不安な気持ちもお持ちだったことと思いますが、閑喜さんのギターと合わせてみる
と、最初のざわざわとした雰囲気が一瞬で変わり、皆様の顔がほころび、音楽で満たされた時間になっ
たのでした。本番のコンサートでも忘れられない演奏になったことは言うまでもありません。
　二つ目は、今年度着任された職員さんならでは、これまでの別の部署での経験を生かしたアクティビ
ティ先にお伺いできたことです。高齢者福祉施設（デイサービス）にスムーズに迎え入れていただけた
のは、福祉行政を担当されていた頃のネットワークからご協力を得られたことが大きいと考えられます。
学校中心のアクティビティではなく、今回は訪問先の半分がデイサービスとなりました。アクティビティ
終了後に代表して挨拶してくださった利用者さんの言葉から、おひとりおひとりが積み重ねられた年齢
の分だけ、深い音楽体験として受け止めていただけたことを感じたのでした。
　三つ目は、閑喜さんがアーティストとしておんかつの可能性を大きく広げて見せてくださったことで
す。小学校でのアクティビティでは、ギターや音楽室にある楽器を並べて「どんなふうに弾いても、叩
いてもいい、ただし集中してお互いの音を聞きあって」子どもたちと音楽作りをしてみる時間を設ける
ことで、作品や演奏のルールが先にあるのではなく、音楽の楽しさを分かち合うことを伝えたい、そん



－97－

なアクティビティを提示してくださったことは、スコレーセンターの皆様にとっても新たなアプローチ
につながるものと思います。
　今回の笛吹市でのおんかつを通して、今後どのように継続していけるかを意識しながら取り組むこと
となりましたが、終わってみると、ご担当者さんのほかにも何名もの職員さんが事業に関わってくださ
り、その中で確実にこれまでの事業ノウハウが、若手の職員さんに継承されていることを感じました。
それに加えて、上記３つの点から「スコレーセンターが大事にしてきたことは何か」（＝市民の皆様と
のつながり）、「これからの取り組みに向けてアップデートすべき点は何か」（＝アウトリーチが必要と
される場所や、内容）ということを考えるきっかけとなることを願っています。

　おんかつ〈１周目〉のホールのみならず、蓄積があるとはいえ〈２周目〉のホールはまた新たな状況
や課題のもとに置かれています。次のフェイズに向けて進んでおられるホールのご担当者さんにも、お
んかつが有意義であるために。昨年度（2022年度）末のコーディネーター会議で、１年を振り返る議論
をしていた際、派遣される側（アーティストやコーディネーターなど）からこうしたい、こうあるべき
ということを公共ホールさんにお伝えするばかりではなく、コーディネートする立場としては、どのよ
うに現場の公共ホールさんに寄り添うことができるかが大事、という意見がありました。今年度からコー
ディネーターを拝命いたしましたが、このことを思い出しつつ、登録アーティストの素敵な個性と、地
域との出会いの場をプロデュースする公共ホールさんに寄り添えるよう、今後も取り組んでまいります。
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　普段は演劇の演出家として活動していますが、今年度から畑違いながらおんかつのコーデイネーター
をやらせていただくことになりました。地域創造ではこの10年ほどリージョナルシアターの派遣アー
ティストとして地域のホールの現状や今後を踏まえ演劇の手法を使ったアウトリーチ、インリーチ、ファ
シリテーター育成、職員研修などをやらせてもらってきましたが、お恥ずかしながらクラシック音楽に
関しては素人同然でしたので、個人的にはかなり新鮮で興味深く刺激的な時間を過ごさせてもらうこと
ができました。
　はじめてのおんかつを振り返ると、今年は登録アーティストの切り替えの年でもあったので新規アー
ティストの研修から関わらせていただきました。私が伺ったのはクラシックギターの閑喜弦介さんとピ
アノの水谷桃子さんの研修でしたが、音楽室で聴くプロの演奏に子どもたちが目を輝かせている姿はと
ても印象的でした。正直なところこれまで音楽のアウトリーチに関しては、おんかつは除外するにして
もあまり良い印象をもっていなかった、とまで言うと語弊がありますが、たとえば、全校生徒を集めて
体育館で演奏を聴かせるのが対象人数も稼げて手っ取り早く実績になるから、とにかく音楽のアウト
リーチをやりなさい、という自治体からの指示にホール職員が困っている、という話も聞いたことがあ
りますし、出張コンサートってクラシック音楽を啓蒙しているだけじゃないか、それでアウトリーチと
言えるのだろうか？と生意気にも考えていました。しかし研修でお二人の演奏を聞かせてもらって、考
え方が変わりました。まず、音楽は聴くだけでものすごく力がある、とまぁ当たり前のことなのですが、
だからこそ聴いてもらう環境がとても大事で、体育館で全校生徒の前だったらこの伝わり方はできない
ということもよくわかりました。逆に考えれば、環境だけ作ることができれば音楽を聴いてもらうだけ
で十分アウトリーチになるとも思いました。
　街角やホール以外の場所で演奏を聞いてもらう機会はとても大切なことだと思いますが、皆さんの身
近にクラシック音楽をお届けしますということと、音楽で一生忘れられない感動をしてもらいに行くと
いうのはやはり違うことです。もちろんおんかつが目指すのは後者で、ちょっとクラシック音楽に触れ
てもらって、よければコンサートにも来てくださいね、ではなく、音楽室で忘れられない音楽体験をし
てもらって、こんな素晴らしいアーティストのコンサートには行くしか無い！と思ってもらう。そのた
めのお手伝いが自分の仕事だということもハッキリしたので、自分にとっても良い研修になりました。
　今年のおんかつで自分が担当したホールでのアーティストはピアノの今田篤さん、テノールの西村悟
さんでした。お二人ともアクティビティ先でしっかりと心を鷲掴みにする感動を与えてくれて、結果今
田さんは小学校でのアクティビティだったのでコンサートには音楽室でのあの奇跡の感動をホールでも
味わいたいと保護者を連れて見にくる子供達で溢れました。西村さんはこども園、児童館、公民館、高
校と全く違う対象者でもしっかりと聴く人たちに合わせてくれて、オペラの啓蒙ではなく、歌や声、音
楽を通じて人間そのものに感動する素晴らしいプログラムでした。アクティビティ会場でチケットを予
約される方もいて、コンサートもとても盛り上がりました。
　ではどうすれば感動を与えられるアクティビティになるかですが、当然アーティストごとに違います
し、対象が誰なのかによっても違います。ただ共通するのはアーティストの本気に触れられるかどうか
だと思います。もちろんアーティストたちは常に本気です、しかしアクティビティになるとホールとは
環境も違いますし、演奏以外のこともしなくてはいけません。本気で音楽を通じて出会いたい人に、本
気で聞いて欲しい曲を、本気で演奏してもらうこと、これも当たり前のことのようですが、アーティス
トに本当に本気になってもらえるかどうかは担当者にもかかっています。担当者が本気でそのアーティ
ストの演奏を届けたいと思っているか、本気でホールの事業を企画しているか、アーティストは自分だ
けが本気を出して傷つく現場では絶対に本気は出しません。むしろ出したくても出せません。今年度の

コーディネーターレポート
多田　淳之介（演出家、東京デスロック主宰、リージョナルシアター事業派遣アーティスト）



－99－

おんかつでも担当者の本気が成功の大きな要因でした。
　公共施設で働くことは公衆に奉仕することではありません。ホールの職員も自分が本気を出せること
をぜひ活かして欲しいと思っています。音楽なら、舞台芸術なら、子ども向けなら、ゲームなら、アニ
メなら、さまざまなジャンルや対象がありますし、自分が本気を出せるものは色々なものと出会って増
やすこともできます。学習塾のキャッチコピーのようですが、ぜひ皆さんの本気をサポートできれば嬉
しいです。
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　公共ホール音楽活性化事業（通称おんかつ）では、各市町村の公共ホールが中心となり、アーティス
トを迎えて、アクティビティ４回とホールコンサートを１回開催します。一口にそのように言っても、
主催者となる公共ホールは、それぞれに施設の特徴や取り組み、取り巻く環境、運営者も様々であり、
おのずとこの事業を行う目的やこの事業を通して達成したい目標もそれぞれのホールで異なってきま
す。また、そこにホール担当者が惚れ込み選んだアーティスト、アクティビティ先で出会う地域の方々、
ホールコンサートで協力を仰ぐ協力者の方々なども加わり、ホールを中心にこの事業に参加する関係者
はバラエティに富んだものになり、その地域ならではの個性のある事業になります。
　そのため、ホールの事業担当者がホール個別の事情を把握したうえで、アーティストと地域の方々と
の出会いをどのように仕掛けていくかを考え、そして実行していくプロセスがおんかつの醍醐味だと思
います。
　今年担当した地域の岡山県久米南町でも、ご担当の小藤さん・高垣さんのご尽力により、久米南町な
らではの事業を展開することが叶い、おんかつの基本に立ち返る機会になりました。
　おんかつは、全体研修会の中でも何度も伝えられることですが、パッケージで曲目や段取り決まって
いるものではなく、事業全体で目標を定め、音楽を届けたいターゲット層へアプローチするために、公
演・アクティビティどちらもその地域ごとにカスタマイズして創り上げていくものです。目標を達成す
るために、どのような方々へ、どんな内容をどのアーティストとともにするのか…ひとつひとつを決め
ていく過程で「なんで？」「どうして？」とコーディネーターから何度も問いかけられる場面が各地域
であったと思います。そこで担当者が考えた言葉は、アーティストへ企画を伝えるとき、アクティビティ
先での打合せ、公演で協力を仰ぐ方々、チケットの販売促進、次年度の予算要求までと、事業の始まり
から終わり、そして次のへ計画へと一貫した理由付けとなり、関係者を動かしていくものになります。
久米南町では、「町に良いホールがあるということを町の方々にもこの自主事業を通して伝えたい」「音
楽が楽しいものであることを伝えたい」というふたつの思いが事業を引っ張っていくものとなりました。
　そして、ホール担当者にとってアーティストは、重要なパートナーとなります。おんかつの登録アー
ティストは、演奏力やファシリテート能力だけでなく、地域の方々との交流やホール担当者と協働する
ための「地域へ寄り添う力」「地域を見る力」が特別に優れた方ばかりです。今回久米南町が選んだアー
ティストはモデトロ・サクソフォン・アンサンブル。彼らは若手音楽家の育成を目的としたフォーラム
事業の経験もあり、地域と連携することに特別意識の高いアーティストであると感じました。今回の事
業では、通常の公演事業だとあまり行わない振り返り会を丁寧に行い、アクティビティ終了後やコンサー
ト終了後にホール担当者とアーティストが意見交換する場を設けました。この場では、アクティビティ
や公演のアーティストのパフォーマンスだけに言及するのではなく、あくまで事業全体をよくするため
の各役割からみた反省点・成功点・次回への課題点をひとりひとりが意見を出し合い、話し合いました。
アーティスト側から自らのパフォーマンスに対する言葉だけでなく、「アクティビティ中にこんなこと
があり、どうしたらよいか困った」と打ち明けてくれた場面もありました。それに対して、ホール担当
者や地域創造スタッフからは、「制作でフォローできたこともあった。次回は…」と制作としてフォロー
できることを話し合い、制作面の課題も建設的に見つけることができました。ホール担当者からは、「ア
クティビティ先の先生からこのような意見を聞いた」と伝えられ、複合的な視点で事業をとらえる機会
になったと思います。ここで印象的だったのは、アーティストの視点、ホール担当者の視点を互いに尊
重しながら、両者が意見を言い合い、聞き合えたことでした。過去の数ある報告書にも「おんかつはチー
ムだ」という記載が多くありますが、事業をより充実・成長させるためにはホールとアーティストが、
それぞれの文化の違いを尊重して、よきチームになることであると実感する経験となりました。

コーディネーターレポート
三浦　幸恵（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京芸術劇場 音楽制作担当）
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　おんかつでは、その取り組みを通じてその地域だけの特別な事業が生み出されます。ホール担当者の
皆様には苦労も多い事業だと思いますが、目標や目的を達成した喜びやそれをチームの仲間と分かち合
う時間をぜひ味わってほしいと思います。また、取り組みを一度で終わらせのではなく、事業運営と並
行して、次回以降をどのように展開していくか、予算確保・予算要求をどのようにしていくのかを頭の
端で常に考え、長期的な視点で事業のストーリを描いていただきたいです。今後も各地でホール担当者
とアーティストがフラットに意見を交わし、協働できる場が増えることを楽しみにしています。
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　昨今の通信環境や技術の発達・発展に伴い、情報伝達は昔とは比べ物にならないくらい速く、情報量
も多くなっています。パソコンやスマートフォンの通信環境が整えば、お互いの距離やその情報量に関
わらず円滑なやり取りができる世の中です。しかし、ここでのやり取りには感情が介在しづらく、心を
揺さぶるやり取りは対面でのコミュニケーションにはかないません。新型コロナウイルス感染症が５類
に移行されたことにより感染対策を求められることもほぼなくなり、対面でのコミュニケーションの距
離、特に学校でアウトリーチをするのであれば体育館ではなく、音楽室などの小空間での実施の重要性
を実感しているところです。人間はどうしても視覚から得る情報が大部分を占めますから、奏でられた
音楽に加えて、アーティストの視線、楽器を演奏する手元や体の動き、息遣いなど目から多くの情報を
得られる環境では、アーティストの人となりと相まって、より音楽にも集中できるようになるのではな
いかと考えています。アーティストとアウトリーチ参加者の距離もそうですが、近くにいる人が集中し
ていたり楽しんでいたりする様子は伝染するのか、参加者同士の距離も近い方が共感度も上がっている
ことも強く感じます。そこで今回は、アウトリーチの環境について考えてみたいと思います。

　事業を実施するにあたってこうしなければいけない、これが正解ということはありませんし、ホール
担当者のみならず、アーティストやアウトリーチ受け入れ先とともに作り上げていくのがこの「おんか
つ」です。アーティストはアウトリーチの趣旨や目的、なぜこの場所で実施するのか、何を伝えてもら
いたいか、対象者にどうなってもらいたいかなどを、ホール担当者と共有し、そのアーティストだから
こそできるプログラムに落とし込んでいます。ホール担当者として、その場所でやる意義、その場所で
なければならない理由ははっきりしているでしょうか。コーディネーターが同行するおんかつではケア
できたとしても、おんかつ支援事業や独自でアウトリーチ事業を展開する場合に、どこまで配慮できる
か、やりたいことばかりが先行していないか、アーティスト任せになっていないかなど細心の注意を払っ
ていただきたいところです。
　アウトリーチの現場には音楽に興味があってその場にいる人がどれだけいるのかと考えると、音楽に
興味のない方も当然いますので、アーティストは音を聴かせるということだけにとどまらず、どうした
ら受け入れてもらえるかを考えたり、参加者の内面に触れたり五感に訴えるようなアプローチをしたり
と、様々な工夫を凝らすわけです。そこから参加者が何を受け取ったかを感じて次につなげていくキャッ
チボールが、アーティストと参加者の間に発生しています。
　アーティストと参加者の間で繊細なやり取りが介在するアウトリーチの場ですが、アーティストはど
のような環境でも、自身の演奏で参加者を魅了しようとする根底の部分は変わりませんので、特に演奏
面では少しでもストレスなく集中できる環境を準備してあげたいと私は考えています。音響機器などを
介さず、生身の人間が奏でるクラシック音楽の世界だからこそ、様々なところに気を配らなければなり
ません。ホールのような演奏環境に恵まれた場所ではないアウトリーチ先でも、アーティストは質の高
い演奏を届けるために、演奏環境としてよりベストに近い空間を求め、自分の演奏位置が少しでも響き
の良い場所を常に求めています。非常に残響が多いところで響きすぎても、屋外などの反響が全くない
場所で響かなさ過ぎても演奏しづらいもので、アーティストにとってもその環境を受け入れられる方も
いればそうでない方もいらっしゃいます。その環境で演奏することがイメージできているのといないの
とでは、アーティストの準備として大きな差が出てくると思いますので、アーティストに演奏環境につ
いての情報が共有されているか否かはとても重要なところです。
　演奏環境によってどちらか一方でも演奏に集中できず、伝わるはずのものも伝わらないのは残念でな
りません。アーティストはもとより、その音楽を届ける対象者のためにも、演奏環境について大切にし

コーディネーターレポート
仕田　佳経（一般財団法人地域創造 ディレクター）
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ていただき、双方が集中してその時間を共有できるよう、優先順位として上位に考慮していただければ
と思います。お互いのことを尊重し共に作り上げたものが、ご自身や参加者、地域にとって良かったな
と思える事業になるよう進めていただければと思います。
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おんかつの「引き継ぎ」を掘り下げる
　今回のアドバイザーレポートでは、おんかつを実施した２つの直営ホールの担当者、大分県のくすま
ちメルサンホールを管理運営する玖珠町教育委員会の柴田さんと、愛知県の田原文化会館を管理運営す
る田原市生涯学習課の河合さんのお二人に、おんかつの「引き継ぎ」に焦点を当てて話を伺いました。
お二人の話からは、異動が宿命となっている行政職員が、おんかつを担当する上での困難や課題を率直
に聞くことができました。
　くすまちメルサンホールでは、おんかつを初めて実施したのが2010年。以来、繰り返し取り組んでお
り、これまでおんかつを担当して引き継いできた町の職員は６、７人になります。今年度のおんかつを
担当した柴田さんは、町役場に入所してから30年近くの経験を持ち、現在、公民館の責任者として携わっ
ています。また、田原文化会館が初めておんかつに取り組んだのも2010年で、今回を含めて４回の実施
になります。田原市生涯学習課の河合さんは２年前に市役所に入職して生涯学習課に配属となり、昨年
度はおんかつの担当ではありませんでしたが、今年度、主担当になりました。
　今回、このお二人に話を伺うことになったのは、おんかつの引き継ぎという共通の経験を詳しく話し
ていただくためですが、実は二人に共通していたのが、予定していないタイミングでの引き継ぎだった
ことです。おんかつでは、実施年度の前年度に地域創造に申請・内定した後、年度が変わって申請時の
担当者が別の部署に異動し、別の部署から異動になった職員に引き継がれることは珍しいことではあり
ません。ただし二人のケースは、前任者が健康上の理由で急遽の退職、または休職されたことが共通し
ていました。それもあって、担当してきた業務との調整や心の準備も含めて、予定していなかった引き
継ぎでのご苦労がうかがえました。

事務の引継書とデータの共有
　行政では一般的に事務の「引継書」が作成されますが、細かな業務内容や手順を説明するものから、
ごくシンプルに、例えば「公共ホール音楽活性化事業に関すること」といった一行しか記載されていな
い場合もあり、前任者によって差があるとのこと。そうした引継書に加えて、残されている過去の事業
の資料を見て、わからないことがあれば前任者に尋ねることになります。業務に思い入れのある前任者
や、普段から意識付けできている部署であれば、参照すべき資料やデータの所在、業務のスケジュール
や段取り、失敗しないための助言などを引継書や資料に細かく書いてくれます。一方、決裁上で求めら
れる最低限の記録しかない場合、後任の担当者は苦労することがあるでしょう。
　お二人の業務環境は、メールでの連絡は個人のアドレスはなく「課」や「班」といったチームのアド
レスで担当組織の他の職員も情報が共有されており、PC内のデータも共有フォルダにアクセスできま
す。それでも、異動してきた新任者が共有フォルダを開くと、データファイルの分類や整理が分からず
に戸惑い、また、前任者は共有フォルダへのアクセス権限が停止されるため、過去の事業に作成したデー
タファイルを前任者と後任者が同じサーバーのネットワークで共有して説明するといった手順が難しく
なります。くすまちメルサンホールの柴田さんの場合は、フォルダの中のデータが、前任者が「年度ご
と」にまとまっていたものを「業務ごと」に整理し直したことで、業務に追いつくことができたと言い
ます。

引き継ぎが難しい「現場の動き」と「覚悟」
　田原文化会館の河合さんは、前年度におんかつが実施された時は担当者ではなかったのですが、コン
サート当日の運営のサポートで手伝っていたそうです。おんかつのアクティビティやコンサートなどの
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現場で、往々にして人員体制の補充が必要になりますが、河合さんの場合は前年度の事業でチケットの
もぎりや場内整理などを担当していました。今年度は自分自身がおんかつの主担当になった経験から、
次の担当者への引き継ぎが難しいと感じる仕事は何かと聞いたところ、例えば、アクティビティでの舞
台エリアの位置、椅子の配置や並べ方の細やかな配慮といった「現場の動き」が挙げられました。アー
ティストが表現するための現場で環境を整えるため、場面によっては音楽の知識や経験が求められるこ
とを、今年度、自身が担当したおんかつで認識したそうです。
　一方、くすまちメルサンホールの柴田さんは、過去に教育委員会の別の部署で学校での巡回音楽会の
企画を担当したこともあって、その経験がおんかつで役立つことが周り回ってきたと言います。自ら希
望して現在の公民館の仕事に異動し、「音楽や舞台の知識はほとんどないんですけれども、携わったこ
とがあったので、多少なりとも覚悟はできていた」という柴田さん。そうした「覚悟」のない状態では、
プロの音楽公演に携わることは厳しいのではないかという見方をしています。「町の子どもたちに対し
て、一流の音楽を届けてくれるというプロの姿を届けてあげたいという気持ちがあって、それは施設側
の責任だと思う。アウトリーチに参加してくれた子どもたちが、この感動を持って育ってくれれば、こ
の町の将来にとってこんなにいいことはない。そのためには努力を惜しみたくない」という柴田さんの
思いは、この先、おんかつを担当するすべてのホール職員に引き継がれてほしい言葉でした。




